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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…６









第一章　魔法学園卒業







　生徒会長を務めたジオルドが壇上に立ち卒業生代表として挨あい拶さつをする。

　金髪碧へき眼がんの麗しい王子様に昨年の送辞と同様にたくさんの女の子たちが赤くなりため息をつき、そして今年はさらに目に涙を浮かべていた。

　本日は魔法学園の卒業式だ。私、カタリナ・クラエスもついに学園を卒業する。

　在学期間は二年とそんなに長いものではなかったが、それでも色んなことがあってなかなか濃い学園生活だった。

　壇上で王子様スマイルを振りまく婚約者をぼんやりと眺めながら、私はこれまでの学園生活とそして学園に入るまでの努力の日々を思い出した。

　入学式は緊張してたな～。

　八歳で頭をぶつけて思い出した前世の記憶。普通のサラリーマン家庭の長女としてすくすく育ち、やがて立派なオタク女子高校生に成長したが……不運な事故でその生涯を終えてしまった前世。

　そして公爵家の令嬢カタリナ・クラエスとして無事に生まれ変わった。

　サラサラの茶色の髪、水色の目はきゅっと吊つり上がりぎみで鋭いが、それでも平凡狸たぬき顔の前世よりは美人だななんて思っていたら……なんと、この令嬢は前世の私が亡くなる前日までやっていた乙女おとめゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の悪役令嬢だったのだ！

　攻略対象の一人であるジオルドの婚約者で主人公のライバル、恋を邪魔する悪役であるカタリナ、待ち受ける運命は主人公がハッピーエンドで国外追放、バッドエンドで死亡という破滅しかない最悪な人物だった。

　八歳でこの事実に気が付いた私は魔法学園に入学しゲームが始まるその時まで努力を重ね破滅対策をたて、かなり意気込んでドキドキで魔法学園に入学したのだ。

　そしてゲームの主人公であるマリアに出会って友達になって、ちょっと色々と事件もあったけど……ゲームはまさかの友情エンドで終わった。

　結局、考えてきた破滅対策は特に使うことなかったのよね。

　トムじぃちゃんと一緒に作り上げたジオルドに投げるためのヘビの玩具おもちゃも、剣の稽けい古こも、農民になるための畑仕事も何もいかせなかった……いや、破滅がこなくて本当によかったのだけど。

　そして無事に破滅エンドを免れ二年に進級して迎えた学園祭、屋台がたくさんきていて楽しかったな。ちょっと誘拐とかされちゃったけど、あれも今となってはいい思い出だわ。

　でもこの間の義弟のキースの行方ゆくえ不明には焦ったわ。完全に私に愛想をつかして出て行ってしまったと思ったけれど、無事に戻ってきてくれて本当によかった。

　こうしてざっと振り返っても濃い二年間だったわ。こんな濃い学園生活を送った学生はなかなかいないんじゃないだろうか。

　そんな学園生活もついに今日きょうでおしまいだ。感慨深いものがある。

　今日はこの式が終われば、去年と同じように中庭で卒業パーティーだ。

　そして今年は双子の王子の卒業を記念したパーティーがお城で開かれるのでそちらにも参加して～、と予定が盛りだくさんである。

　学園の卒業パーティーはおそらく昨年とさほど変わらないだろうけど……お城のパーティーはどんな感じなのかしら？　また豪華な食事が用意されているんだろうな～。楽しみだな。

　そうだ！　お城でのご馳ち走そうのために卒業パーティーの食事は控えめにした方がいいわね！

　でも卒業パーティーでもかなり豪華で美味おいしい食事が出るからな、それを全然、食べないのももったいない。

　う～ん、厳選して食べることにしようかな。お肉はかなりいいのが出るだろうし、ステーキにローストビーフは外せないとして、いや魚だってかなりのいいものだろうからカルパッチョも、でもデザートを食べない訳にもいかないわ、ケーキにゼリーに……。

「……えさん……義姉ねえさん」

「はっ！　な、なにキース」

　隣で義弟があきれたような顔で私を見ていた。

「声に出ているから」

「あら、学園生活の思い出が口に出てた？」

「いや、食べ物の名前ばかりだったけど」

「……」

　確かに途中までは思い出に浸っていたんだけど……なぜかしら。

「式はもうすぐ終わるから、もう少し我慢していてよ」

　そう言ってこっそり飴あめを渡された。完全にお腹なかが減ってると誤解されたようだ。

　しかし、せっかくもらったのでありがたく口にいれておく。

　それにしてもなぜ義弟は飴を常備しているのだろうか、というかいつもお腹がすくと何か食べ物をくれるから、きっと色々と持っているのだろう。

　亜麻色の髪に青い瞳ひとみの色気たっぷりな美青年の見た目を持ちながら、義弟キースの中身は前世のおばさんのようだ。なんだか少し切ない気がする。

　口の中で飴を転がしつつそんなことを考え、再び意識を壇上に戻せばすでにジオルドの挨拶は終わっていて、在校生代表の生徒が卒業生に祝いの言葉を述べていた。

　確かにもう少しで式も終わるようだ。

　長いようで短かった学園生活がついに終わるのだ。前世でも何度か味わったなんとも言えないしんみり感が胸に湧わき上がってくる気がした。

　それにしても……この飴、意外と美味しいわね。キースにもっとないか後で聞いてみよう。







　卒業式はわりとあっさりと終わった。前世のものと違って卒業生の入退場もなく、また長い来賓の方々の話も卒業生の合唱もない。選ばれし何名かが挨拶して終わりだ。

　その代わりなのか、その後の学園関係者、皆での卒業パーティーの盛り上がりはなかなかすごい。前世の卒業式後も人気のある人は数人に囲まれていたけどそんなものの比ではない。

　生徒会メンバーは特にそれがすごく、ジオルドなどはもう囲まれすぎて本人がどこにいるのか見えないほどだ。

　そんな生徒会の人気にあやかってか、ちょこちょこ生徒会に入り浸っていた私もそれなりの人数に囲まれてはいた。

「ずっとファンだったんです」「憧あこがれていました」「これからも応援してます」と手渡される花束。これらが誰だれか別の人と勘違いしているのか、はたまた「生徒会の皆様の」という言葉が省かれているのか判断に迷うところだ。

　しかし、マリア、メアリ、ソフィアの周りには男子もいるのに、私の周りにはなぜか女子ばかりなのがなんとなく解せないものがある。少しくらい男子にも囲まれてみたいのにな。

　それでも頬ほおを赤くして花を差し出してくる少女たちを無下にはできず笑顔でお礼を言って受け取る。

　そうしてたくさんの花を受け取り笑顔にも疲れてきた頃ころ、ようやく囲みの人数も落ち着いてきた。すると生徒会の後輩二人組がやってきた。

「カタリナ様、お疲れ様です。すごい人気でしたね」

　そう言って笑ったのは次期生徒会長に就任したフレイ・ランドール、流れる黒髪に青い瞳の美少女はいつもにこにこ愛想よく、なんでもそつなくこなすハイスペックな女の子だ。

「他ほかの生徒会の方々と比べるとそれほどでもなかったようですが」

　無表情でそう言ってきたのは、次期生徒会副会長に就任したジンジャー・タッカー、茶色の髪と瞳で一見どこにでもいそうな見た目だがその頭の中は非常に優秀である。とにかく真ま面じ目めで不愛想だけど実はとてもいい子、ツンデレ気質な女の子だ。

　ジンジャーの言葉にフレイは、

「また、あなたはそんなこと言って、すみませんカタリナ様」

　と頭を下げてくる。

　ジンジャーの言ったことは事実だし、何の失礼も感じないのだが、まぁ、気にする人もいるのかもしれない。

　ジンジャーはなんでもはっきり言いがちなので敵を作りやすく、そのたびにフレイがこんな風にフォローしている。

　二人は入学当初からいつも一緒でとても仲がよいようだ。

「それから、カタリナ様、これは私からです。もうたくさんもらっているみたいですが」

　フレイはそう言って花束を差し出してきた。さすがハイスペックなお嬢さんが選んだものだ。なんともセンスよく綺き麗れいで豪華な花束だった。

「ありがとう」

　フレイから花束を受け取ると、今度はジンジャーが袋からごそごそと何か取り出して、すっと私の前に差し出してきた。どうやら、お決まりの花束ではないようだ。

「こ、これ、きっと花より、こちらのほうがよいかと思いまして」

　よく見ればそれは綺麗にラッピングされたお菓子だった。しかも、私が好きなお菓子ばかりが詰め合わせてある。

「わぁ～、嬉うれしい。ありがとう」

　確かにお花よりもお菓子のほうが美味しいしお腹も膨れるし断然嬉しい。

　ホクホク顔になる私に、ジンジャーの口もとも綻ほころんだ。すると、隣のフレイがにやりと笑い、

「ジンジャーったら、せっかくだからカタリナ様の少しでも喜ぶものをとそうとう悩んだのですよ。それで、このお菓子も色んな店を探して……」

「よ、余計なこと言わないでください！」

　真まっ赤かな顔でフレイに怒るジンジャーは、今日も安定のツンデレ具合でとても可愛かわいい。

　この二人の掛け合いも、もう見られなくなるのかと思うと寂しくなる。これが見納めになるのかしら、いや、でも確かこの二人もお城のパーティーに呼ばれていたような。

「そう言えば、二人は今夜の、お城のパーティーには参加するの？」

　生徒会メンバーは皆、招待したと言っていたから、お城のパーティーでもまだ二人に会えるかなと思いそう聞いてみると、

「はい。私は参加させていただくのですが、ジンジャーは欠席です」

　フレイがそう答える。

「え！　ジンジャーは参加しないの？」

　驚いてジンジャーを見れば、

「はい、申し訳ないとは思ったのですが、私はお城に着ていけるようなドレスや、アクセサリーを持っていませんので」

　淡々とした様子でそう返された。

　その答えに私は以前、ジンジャー本人から『実家はだいぶ田舎いなかの男爵家で、平民の家とそう変わりがないのです』と聞いたことを思い出した。

　そうか、それだとお城に着ていくような高価なドレスやアクセサリーを用意するのは厳しいだろう。

　自分が公爵家のお嬢様になり、そのあたりの悩みとは無縁になってしまったので、考えがおよばなかった。

　招待されたからといって誰もが簡単にパーティーに行けるわけではないのだ。私は改めて気づかされた事実をかみしめる。そんな私の前でフレイは頬を膨らます。

「私のドレスを貸してあげるって言ってるのに断るのですよ」

「私ではフレイのドレスは着られません」

　フレイを見てそう言ったジンジャーの視線につられてフレイを改めて見れば、出るところは出ていて、しまるところがしまっているという非常にグラマラスな身体からだつきをしている。確かにこの体形に合わせて作られたドレスは他人ではサイズが合わないだろう。

「直して着ればいいじゃない」

「いえ、このサイズの差はもう作り替えなきゃ無理なレベルです」

　そんな風に言い合う二人を眺めていてふと閃ひらめいた。

「じゃあ、私のドレスを貸してあげるわよ」

「え！　カタリナ様の！」

　私の提案にジンジャーが目を丸くした。

「うん、ジンジャーも私のサイズなら問題なく入りそうだし」

　私は素晴らしいアイディアを思いついたという風にそう言った。

　見た感じジンジャーの体形は私とそんなに変わらない。実は脱いだらすごいんですとかなければ私のドレスがそのまま入りそうだ。

「……い、いえ、でも……そんな」

　遠慮するジンジャーの隣でフレイが、

「せっかくだから貸して頂けばいいじゃない。憧れのカタリナ様のドレスを借りられるなんてこんなチャンスないわよ」

「……な、なに言ってるんですか！」

　赤くなったジンジャーに、

「じゃあ、このパーティーが終わったら家にきてドレスを合わせましょう」

　とさらに誘ってみれば、かなり戸惑いながらもやがて「……はい」と真っ赤な顔で頷うなずいてくれた。

　うん、これで、生徒会の皆でお城のパーティーに行ける。やっぱり友人がいっぱいいた方が楽しいものね。そんなふうに私が満足していると、

「カタリナ様、今、ドレスを貸すという話が聞こえたのですけど！」

　いきなりどこからともなく友人であるメアリが現れた。

　さっきまで私以上に囲まれていたと思ったのに一体、いつのまに……。

　そして、なぜかはぁはぁと息が上がっている。社交界の華と言われている赤褐色の髪に瞳の美少女っぷりが台無しである。

「……あ、うん。ジンジャーがお城のパーティーに着ていくドレスがないって言ったから、私のものを貸してあげるって話に……」

　やや気押されつつそう答えると、

「私にも！　私にもカタリナ様のドレスを貸してくださいませ！」

　私の言葉を遮りメアリは謎なぞの発言を繰り出してきた。

「いや、メアリは、もうドレス準備しているよね？」

　男爵家でお金がなくドレスが準備できないというジンジャーはともかく、侯爵家で第四王子の婚約者であるメアリにドレスが準備できない訳がない。というか最近『お城のパーティーのドレスはこの冬の新作を準備しました』という会話をした気がするんだけど……。

「それは、それ、これはこれですわ！」

「いや、意味がわからないよ……」

　どうしよう、いつもしっかりした友人がなんだかおかしくなっているような。

「とにかく私もカタリナ様のドレスをお借りして着たいのです！　ジンジャーばかりずるいですわ！」

　やっぱりおかしくなっている。卒業を迎えメアリに何かがあったのだろうか……。

「……いや、メアリとは体形が違うしサイズが合わな……」

　なんとかメアリに無理だとわかってもらおうと口を開いたら、

「メアリ様ばかりずるいですわ！　だったら私にも！」

　メアリに続いて、今度はソフィアが現れてそんなことを言ってきた。

　その赤い瞳は必死な感じでサラサラの白い髪はやや乱れている。こちらも幻想的美少女っぷりが台無しである。

　これはどうやら、皆、卒業式ハイになって何かおかしくなっているようだ。

　すると、そんなメアリやソフィアの声が思いのほか大きかったためか、周りにまだ残っていた私に花をくれた下級生たちも、なぜか「ならば私も私も」と名乗り出てきてしまい。

　よくわからないカオス状態になり、私は女子生徒たちに揉もみくちゃにされることとなってしまった。







　その後、騒ぎを聞きつけた義弟や友人たちのとりなしがあり、なんとか騒ぎは落ち着き、夜のお城でのパーティーのためにいったん自宅に帰宅することとなった。

　なんとかメアリたちにはドレスのレンタルは諦あきらめてもらい、後輩のジンジャーだけをともなって帰宅した。

　本当はジンジャーのドレスを一緒に選びたかったのだが、夜のパーティーまでに自分の準備をしなきゃいけないので、ジンジャーのことは屋敷のメイドにお願いした。

　自分の準備と言っても、屋敷の使用人が髪をといたり、化粧をしたり衣装を着せたりと全部してくれるのだが……ただ我が家の使用人は少々、私に手厳しいので……。

「カタリナ様、ちょっと食べすぎです。お腹が出てしまっていますわ。なんとかドレスを締めますのでお腹をひっこめてください」

「……いや、もう無理だから、そんなに締め上げないで」

「カタリナ様、髪もぐっと上げますのでじっとしててください」

「……いや、無理そんなにひっぱり上げないで」

　もうまな板の上の鯉こい状態で容赦なくやられていく。しかも私の反論など誰も聞いてくれない……私これでも一応、この屋敷のお嬢様なのに……いつものようにお母様の「容赦なく厳しくやってちょうだい」という命令が遂行されているのだ。

　そうしてクラエス家の使用人たちの素晴らしい仕事により無事にちゃんとした令嬢に仕上がった私は、お城へ行くために準備されている馬車へと向かった。

　そこでは先に準備を終えたジンジャーとキースが待っていた。

　私と同じように使用人によって支度がほどこされたジンジャー、思ったとおり私のドレスはぴったりで、そしてよく似合っていた。

「よかった、やっぱりサイズはぴったりね、それによく似合ってるわ」

　そう言うとジンジャーは真っ赤になった。そして、

「このたびは本当にありがとうございます。まことに光栄です……もういくら嫉しっ妬とされてもかまいません」

　そう言ってドレスをそっと撫なでた。

「いえいえ。……ん、嫉妬ってどういうこと？」

　私が聞き返そうとすると、

「あまり時間がないから早く馬車に乗って」

　しっかり者の義弟がそう言ってきて、私たちは慌てて馬車に乗り込んだ。







「なんだか荷物が多かったですね。途中で衣装を変えられるのですか？」

　馬車が走り出して、しばらくするとジンジャーがそんな風に聞いてきた。

　確かに馬車にはパーティーに行くだけにしては少し多すぎる荷物が積まれていた。

　そしてジンジャーの言うように高位の貴族の中にはパーティーの間に衣装をチェンジするという者もいるらしいが……私はそんなことはしない。

　そんなことしている間に、どれくらいご馳走を味わうことができるか、私は衣装を変えるより、ご飯を食べたいのだ。なので積み込んだ荷物は衣装ではなく……。

「パーティーでの替えの衣装じゃないわよ。あれは夜のパジャマとお泊まりセット、それから明日あすの着替えよ」

「え！　お城にお泊まりになるのですか？」

「ええ、そうよ。もう学園も卒業してしまったからその記念にね」

　そう言うとなぜかジンジャーの顔がものすごく赤くなった。

「……そう、なのですね。カタリナ様はついにジオルド様と……」

「？」

　なにやら赤い顔で、もごもごと言ったジンジャーの言葉の意味がわからずにきょとんとしていると、

「いや、違うから！　生徒会のメンバー皆で泊めてもらうだけだからね！」

　なぜかキースが必死な顔でそう叫んだ。

「……ああ、そうでしたか。私はてっきり……」

　ジンジャーが赤い顔で俯うつむく。

「それはないからね……義姉さんはメアリ様たちと一緒に深夜のお茶会をするんだよね」

「えぇ、そうよ。皆で朝まで女子会をしましょうって約束してるの。楽しみだわ」

　今日はパーティー後にお城の客間を借りて卒業記念のお泊まり会をする。卒業したらなかなか会えなくなってしまう皆との記念に少し前から計画していたのだ。

　朝までパジャマで女子会、うん、本当に楽しみだわ。

「それは楽しそうですね」

「ええ、今日のためにパジャマも新調したのよ。あとお勧めのお菓子や紅茶なんかも色々と持ってきたわ！」

　私が得意げにそう言うとキースは、

「……かなり荷物がかさんでいると思ったらそんなものまで……義姉さんあんまり夜に食べすぎちゃだめだよ」

　とまた小言を始める。

「……大丈夫よ」

「それから、夜はちゃんとメアリたちと一緒にいるんだよ。危ないからくれぐれも夜中に一人で出歩かないこと」

「わかってるわよ。迷子になったら大変だものね」

「……いや、迷子とかそういうことじゃなくて……まったくわかってないじゃないか」

「お二人とも、盛り上がっているところすみませんが、もう到着しますよ」

　ジンジャーに言われて窓から外をうかがえば、もうお城の門へと差しかかっていた。

『とにかく、くれぐれも一人で行動しないこと』とキースに念を押されながら、私たちはお城のパーティー会場へと向かった。







　私が到着した知らせがいったのだろう、会場入り口ではすでにジオルドが待っており、

「やぁ、待っていましたよ。僕のお姫様」

　と普通の人なら歯が浮いてしまいそうな台詞せりふで出迎えてくれた。

　差し出された手に淑女らしく手を重ねれば、ぎゅっと握りしめられてにっこりと微笑ほほえみを向けられる。

　数か月前、ジオルドが私に思いを寄せているとわかってから、今まで気にもならなかったこういう態度にドギマギしていたが……数か月たつとさすがに少しは慣れてきた。

　完全に平常心とはいかないまでも淑女の笑顔でふわりと返せるようになった。

　うん、私だってやればできる。

　にこにこといつもの調子でスムーズにエスコートしてくれるジオルド、だが到着したばかりの私とは違いジオルドは今夜の主役なのできっと今までもたくさんの来客に挨拶していたのだろう。その顔にいつもの王子様スマイルを浮かべてはいるが、なんだか少し疲れているように見えた。

「あの、ジオルド様、大丈夫ですか？」

「何がですか？」

「いえ、疲れているみたいなので」

　私がそう言うと、ジオルドは一瞬驚いた顔になり、そして今度はくしゃりと崩れた作り物でない笑顔を見せた。

「本当にカタリナはすごいな。なんでもお見通しですね」

　そう言うと、繋つないでいた手を引いて私を引き寄せると、

「心配してくれてありがとう。でも大丈夫ですよ。僕の愛いとしい人が来てくれたから、いくらでも頑張れますよ」

　そう耳もとで囁ささやいた。

「!?」

　不意打ちに私は赤くなって固まってしまう。いや、耳もとでこの激甘ボイスはさすがに厳しい。

　私が口をパクパクして固まっているうちに、またジオルドに来賓が挨拶に来たとかで声がかかった。

「ダンスに誘いにきますから、僕以外とは踊らないでいい子で待っていてくださいね」

　そう言ってジオルドはまたいつもの笑みを浮かべて去って行った。







　最初の入りこそジオルドにエスコートしてもらったが、なにせ彼は本日の主役であり、忙しいので別行動だ。ダンスが始まれば最初の相手は婚約者である私なので、踊るために一度は戻ってくるだろうが、その後はきっと色々な令嬢たちと踊ることになるのだろう。王子様も大変である。

　ジオルドと別れた私の元に真っ先にやってきたのは、私と同じく今日のもう一人の主役の婚約者であるメアリである。

　メアリの婚約者であるアランもジオルドとともに来賓の挨拶やらなにやらに多忙なようだ。エスコートの相手もおらず時間を持て余していたのかもしれない、優雅さを保ちつつもかなりの勢いだった。

「ふふふ、カタリナ様、今夜もとても素敵ですわ」

　そう言って微笑むメアリはちゃんと当初の予定どおりに、このパーティー用に用意したというドレスを優雅に着こなしていた。

「ところで今夜のお泊まり会の準備はされてきましたか？」

　メアリが目をキラキラさせてそう聞いてきた。

「もちろんよ。パジャマも新調してきたし、お気に入りのお菓子も紅茶も持ってきたわ」

「まぁ、私も新しいものをそろえてまいりましたの、一緒ですわね」

「私はお気に入りのロマンス小説を持参してきましたわ」

「わっ、ソフィア！」

　驚いて声の方を見れば、そこには可愛らしいドレスに身を包んだソフィアの姿があった。

「ごきげんようカタリナ様、メアリ様」

　そう言って淑女の礼をするソフィアの横には、エスコート役である兄のニコルが今日も今日とて妖よう艶えんな魅力を放ちながら立っている。あまりの美しさからか髪も瞳も黒なのになぜか輝いて見える気がするのは私の気のせいだろうか。

「私、今日のお泊まりが、もう何日も前から楽しみで仕方なくて」

　白い頬をピンクに染めるソフィアにニコルが兄らしく、

「城の客室に宿泊させて頂くんだから、はしゃぎすぎるなよ」

　と窘たしなめる。

「そういえばニコル様も今夜、お城にお泊まりになるんですよね？」

　確か女子会が決まる時にそんな風に話していた気がするので本人に確認してみると、

「あぁ、ソフィアだけを外泊させるのは色々と心配だからな」

　とさすがお兄ちゃん的な発言がかえってきた。

「妹思いですわね。あ、うちのキースも泊まることになりましたよ」

　キースは義弟だけど、ニコルと同じように『私一人で泊まらせるのは心配だ』というお母様の強い希望もあって一緒にお城にお泊まりとなった。うちは姉弟の立場が逆転しているからな。

「では、予定どおりに皆でお泊まりですね。そうすると今夜、お城には昨年度の生徒会メンバーが勢ぞろいですね」

　ソフィアがニコニコとそう言った。

　確かに、ニコル、キースが泊まり、それにジオルドとアランは元々、お城に住んでいる。そう思えば今日のお城には昨年度の生徒会メンバー勢ぞろいである。

「女子は皆で女子会をするんですが、男子は個々で泊まることになるんですよね……」

　せっかく皆、勢ぞろいなのにそれだとなんか寂しい気がするな。

「あ、そうだ！　男子は男子で男子会とか開いたらいいんじゃないですか」

　美形男子ばかりの男子会、なんだかとても絵になりそうで素敵だ。これは名案だと思って発言したのに、

「義姉さん何言ってるの……絶対しないからそんな会」

　返事は、目の前のニコルではなく背後から返ってきた。振り返れば、とても嫌そうな顔をしたキースが立っていた。

　どうやら、皆で集まっているのを見つけて、寄ってくるご令嬢たちをなんとかすり抜けてこちらへやってきたようだ。

「あら、キース、なんで？　男子会、素敵じゃない。男同士で朝まで語りあかせばいいじゃない」

「いや、全然素敵じゃないから……ジオルド様たちと何を朝まで語りあかせばいいのかわからないし……ニコル様もそう思いますよね」

　キースにそう同意を求められたニコルだったが、

「……男同士で語りあかす……」

　そう呟つぶやいたニコルは心なしかワクワクしているように見えた。

　そんなニコルを見たキースは『うそでしょニコル様！』と愕がく然ぜんとした顔になり、ニコルの妹の方は『男性だけで朝まで語りあかす……新しいロマンスの扉が開きそうですわ』と頬を染めた。

　ニコルのワクワクはおそらく男同士のトークへの憧れだろうが……ソフィアのそれは兄とは違い純粋なものでない気がする。

　最近、より様々な分野の小説に手を出しているって言ってたからな……深く考えないでおこう。

　なんとなく収拾のつかない雰囲気が流れ始めたところに、フレイとジンジャーの後輩コンビがどこか疲れた様子のマリアを引き連れてやってきた。

「男性陣に囲まれて困っていたマリア様を保護してまいりました」

　淡々としたジンジャーの報告によると、パーティーに来て早々にエスコートの相手役のいないマリアに、我こそがエスコート役にという男性陣が群がり、かなり大変な事態になっていたのだそうだ。

　金色の髪に青く澄んだ瞳のスーパー美少女、さすが最強に可愛いヒロインマリアだ。だがそれはそれで大変だ。

「確かに、そうなる事態は十分に予測できたな。こちらでよいエスコート役を見繕っておくべきだったな。すまないマリア」

　ジンジャーの報告を聞いたニコルが眉まゆを寄せてそう言うと、マリアはぶんぶんと首を振った。

「いえ、私が今日は必ずエスコートが必要な会ではないとお聞きして、親切にエスコートしてくださると言ってくれた方々をお断りしたのが悪かったのです。ちゃんと誰かにお願いするべきでした」

　どうもマリアの話を聞くと、かなりたくさんの男性からエスコートするとお誘いがあったらしい。しかし、皆、そう親しくしているわけでない相手だったので断ったとのことだった。

　あれ、私が気づいてないだけでマリアって普段からモテモテだったの？

　ちなみにドレスの贈り物もたくさんあったらしいが、なにぶん、よく知らない相手からの贈り物だったので、そこは自分で魔法省の方に頼んで準備してもらったらしい。

「贈り物のドレスはサイズもぴったりだったのですけど、それがなんだか……」

　そう言って口ごもったマリアの気持ちはなんとなくわかる。

　よく知らない相手からの贈り物のドレスのサイズがぴったり。正直、ちょっと怖いよね。親しくしてる人ならまだしも、どうやってサイズ知ったのって感じだもんね。

　はっ！　っていうかじゃあ、この会場にそのドレスの送り主たちがいるのか！　それは危険だ！

「そういえば、さきほどここにくる途中にお聞きしたんですが、今、ジンジャー様の着ているドレスはカタリナ様にお借りしたのですってね。羨うらやましいです」

「本当に、マリアの言うとおりです。私もぜひカタリナ様のドレスをお借りしたかったです」

「メアリ様はもうご自分でドレスを用意されていたでしょう。義姉さんのものを借りる必要はないではありませんか」

　もしかして、このパーティーでマリアにさらに接近しようともくろんでいる奴やつがいるかもしれない。よく見張らなくてわ！

「それはそれです、キース様。私はカタリナ様のドレスが着たかったんです」

「……そんな堂々と宣言されても……って義姉さん、もうこっちの話聞いてないし」

　ああ、あの男こちらをちらっと見たわ、怪しい。あっ、あっちの男も。

　ここは私がしっかりと盾になってマリアを守ってあげなければ！

「カタリナ様は先ほどから周りを威嚇されており、まったくこちらの話は耳に入っていらっしゃらないようです」

「……義姉さん……わかりやすい解説をありがとうジンジャー」

　あいつも怪しい、う～、敵がいっぱいだわ！







　ドレスが汚れてしまった。

　前世のドロドロのドラマみたいにわざとワインをかけられて汚された訳ではない。

　マリアを男性陣の魔の手から守るために周りを威嚇しつつ、護衛をしていたら食事のテーブルに自らぶつかり料理をこぼし、それがドレスにべったりついてしまったのだ。
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　私的には名誉の負傷だけど、キースにはすっごい大きいため息をつかれた。

　汚れたままではさすがに困るので、別室でお城の汚れとり専門の使用人に綺麗にしてもらうことになった。

　仕方ないのでマリアの護衛はキースに頼んだ。『くれぐれもマリアをしっかり護衛するように』とキースに言い聞かせると、逆に『くれぐれも余計なことはせずに、終わったらまっすぐに帰ってくるように』と言い聞かされた。私のほうが義姉だというのに……もう完全なる子ども扱いである。

　そんな訳で別室で汚れを落としてもらう。

　なにやら水に粉や石せっ鹸けんのようなものを駆使し、それは綺麗に落としてもらいおまけにドライヤーのような道具でかわかしてもらった。

　べったりついていたミートソースは見事に落ちた。この凄い技ぜひ教えてほしい。

　本当に凄いと絶賛する私に、お城の使用人であるふくよかなマダムは『めっそうもありません』とほっこりする笑みを浮かべた。

　そして、マダムに付きそわれ、会場に戻ろうと廊下を歩いていた時、新たなドレス汚れの被害者が出たらしく、他の使用人がマダムを呼びに来た。

　すぐ来てほしいという様子の使用人に、私を気にするマダムに『もうここからの道はわかりますので大丈夫です』と言い先に行ってもらう。

　ここからは会場まで一本道だ。いくら私でも迷子にはならない。

　そうして一人歩き出すと、背後で『ワフ』という鳴き声が聞こえた。

　振り返ると、普段は私の影に入っている闇やみの使い魔のポチがひょっこり外に出ているではないか！

「こら、ポチ、今は出てきちゃだめよ。影に戻って！」

　普段ならちゃんと言うことを聞いて戻るポチなのに、初めての場所に興奮しているのか、戻る気配もなく、それどころか来た道ともまた違う廊下の方へ尻尾しっぽを振りながら走っていってしまったではないか。

　これはまずい。いくらポチが使い魔でご飯も食べずフンなどをしないから清潔であると言っても、さすがに犬をお城で勝手にお散歩させるわけにはいかない。私は慌ててポチの後を追った。







　ポチを必死に追いかけてようやく捕獲したら、なにやらまったく見たことのない場所へと出てしまっていた。

　あまり灯りがともされていない暗い廊下、ここは一体どこなんだろう。

　どっちに行けばパーティー会場に戻れるのかてんで見当もつかない。とりあえず、少しでも灯りがある方へと進んでみようと歩き出す。

「ワフ」

　腕に抱えていたポチが声を上げた。そんなポチの視線の先に女性が一人立っていた。

「……ひっ」

　暗闇の中に立っていた女性の存在に、思わず声が漏れる。ホラー映画のようだ。こ、怖い、怖すぎる。固まる私にその女性は静かに、

「ここから先は立ち入り禁止ですよ」

　と言った。

　声を聞いたらまだ若い女性のようで、とりあえずお化けではなさそうなので、

「……あ、あの道に迷ってしまって……パーティー会場に戻るにはどちらへ行けばいいですか？」

　と聞いてみると、

「……そうですか。でしたら、ここを引き返して～」

　と意外にも親切に道を教えてくれた。怖がってすみません。いい人だったみたいだ。

「ありがとうございます」

　とお礼を言い女性に教えてもらったとおりに引き返して歩き出した。そして、そういえばなぜあの女性はあんなところに一人いたのだろうかと思い振り返ると、そこにはもう女性の姿はなかった。

　なんだか、背中がゾクリとして慌てて私は逃げるようにパーティー会場へと戻った。







　会場に戻るとまさにこれからダンスが始まろうとしていて、すぐに私を捜していたらしいジオルドに捕獲された。

「いくら捜しても見つからないので心配したのですよ」

「……すみません。ちょっと会場の外に出てて」

　少し怒られたけど、深くは追及されなかったので話はそこで終わった。

　迷子はともかく、その後の暗い廊下や女性のことはなんとなく気味悪くて話す気になれなかったのでよかった。

　それにジオルドの顔を見たら少しほっとした。

「では、戻ってきてすぐで申し訳ないのですが、カタリナ、僕と踊っていただけますか？」

　そう言って手を差し出される。

　こういった場でのファーストダンスの相手は基本的に婚約者と決まっている。たくさんの令嬢の嫉妬と羨せん望ぼうの視線を集めながら私はジオルドの手をとった。

　そして音楽に合わせてダンスを始める。

　ダンスも上手なジオルドのリードで踊れば、あまり得意ではない私もかなり優雅に踊ることができる。

　優雅に踊る私たちというよりもジオルドを見て令嬢たちが頬を染めている様子が横目に見える。

　何をやらせても優雅にこなす美しい王子様、そりゃあ、憧れるなという方が無理よね。

　私も前世のゲームの画面越しに何度うっとりしたことか……そんな王子様がまさか元々悪役令嬢であるこんな私を本気で好きだとは誰が思うだろうか。

　正直、まだ冗談じゃないだろうかと思うことがある。だってどう考えてもジオルドに私では釣り合わない。

　それに、そもそも私は……。

「カタリナ、大丈夫ですか？　少し疲れましたか？」

　ジオルドの声が自分の考えに沈んでいた私の意識を引き戻した。ジオルドのリードが上手すぎてほとんど無意識でも踊ることができていたようだ。

「あ、すみません。ちょっと色々と考えてて」

　そう謝ると、ジオルドは少し眉を寄せて、

「僕とのダンス中に他のことを考えるなんて切ないですね。せめてダンスの最中くらいは僕のことだけ考えていてくださいよ」

　と激甘なボイスで囁いてきたもんだから腰が抜けるかと思った。不意打ちは本当にやめてほしい。

　そうこうしているうちに一曲目が終了した。

「もう一曲踊りましょうか？」

　とジオルドは誘ってきたけど、そこにはすでに義弟のキースが準備万端で待っており『あちらに来賓の方のご令嬢がお待ちですよ』とジオルドににっこり微笑んだ。

　キースが示した方に視線を向ければ、キラキラした目でこちらを見ているご令嬢が……さすがのジオルドも来賓のご令嬢の期待に満ちた顔を曇らせるのははばかられたらしい。

　キースに黒い笑顔を向けつつ『すぐに戻ってきますからね』と私に言い残してそちらに向かっていった。

　ジオルドの後ろ姿を見送ると次の音楽が流れ始める。今度はキースにダンスに誘われ、手をとると流れるようにリードされる。

「義姉さん、ドレスの汚れ落としにはそんなに時間がかかったの？　いつまでも戻ってこなかったから心配したんだよ」

　優雅にダンスをしながら、キースはそう切り出してきた。

　ジオルドと違って長い間、戻ってこなかったことを知っているキースにちゃんと説明しない訳にもいかない。

　私は素直に途中で使用人と離れたこと、それからポチが影から脱走して迷子になってしまったことまでを話した。

「ポチが脱走？　普段は義姉さんの言うことをきいて大人おとなしいのにどうしたんだろう？」

　怪け訝げんな顔でそう言うキースに、

「ポチもこの盛大なパーティーに浮かれたんじゃない」

　と返すと、

「それは義姉さんでしょう」

　とぴしりと言われてしまった。いや、確かにだいぶ浮かれてはいるけどね。

「でも、この広いお城の中で迷子になってよく戻ってこられたね」

　そこであの暗闇の女性のことを話すべきかと思ったが……やっぱりどこか薄気味悪くて背がぞわりとしたのでそこは適当に、

「まぁ、そこは野生の勘よ」

　と言ったら『あぁ、義姉さんにはありそうだよね』と納得されてしまった。

　私としては『野生って何、女の勘でしょ』とか返されると思っていたのに……この返しは予測してなかった。なんか腑ふに落ちない。

　しかし、まぁ、追及されなかったのでよしとするか。

　そしてとりあえず迷子の話が片付いたところで、

「ところでジオルド様には、何か言われなかった？」

　キースがそんなことを言ってきた。

「何かって？」

「いや、その……今夜、部屋に来てとか、誘いに行くとか」

「なんで？　今夜は女子会だからジオルド様とは会う予定はないけど、何、やっぱり男子会がしたくなったの？」

　実はキースも男子会に憧れていたのかしら？

「違うから、男子会とか興味ないから……そうじゃなくて……もしかしたらジオルド様が今夜、義姉さんを狙ってくるんじゃないかと心配して」

　ジオルドが、私を狙ねらって……それってつまり……。

「私、まだ命を狙われてたの！　もう大丈夫だと思ってたのに……」

　まさかまだ命を狙われていたなんて、もうゲームのストーリーも終わったし、完全に大丈夫だと思っていたのに……まさかだ！

　あれ？　でもジオルドは私のことを好きだと言ってくれたよね、やっぱりあれは冗談……。

「いや、なんで狙われるイコール命になるの！　しかも『まだ』ってジオルド様が義姉さんの命を狙ったことなんてないだろう。まったく義姉さんの思考回路はどうなってるの」

　キースに怒られました。でも元々、私の役割は悪役令嬢で命を狙われる危険がいっぱいだったのだから仕方がない。

　むーと眉を寄せる私に、キースはハァーとため息をつき、

「義姉さんがジオルド様に狙われるって言ったらそれは……その男女のそういう行為のことでしょう」

　最後の方は小声で赤くなりつつキースがそう言った。

　男女のそういう行為………その言葉はゆっくり脳に浸透していく。

　前世、今世と色恋には無縁で生きてきた私だが……さすがにキースの言っているのが、前世の小学校で踊ったフォークダンスではないことはわかった。

　男女のそういう行為……それってまさかあの！　お父様とお母様が、子どもが寝た後にやっているであろうあれのこと！　カッーと顔がひどく熱くなる。

「……ま、まさか、そんな！」

　アワアワと狼狽うろたえる私にキースは、

「いや、あれだけあからさまにアプローチしてきてるんだから、今夜、義姉さんがここに泊まるとなれば、そういうことを考えていてもおかしくないよ。あの人は」

　なんてことを言ってきた。

　いや、確かにアプローチはすごいけど、でもそんな、嘘うそでしょう。

　だってそれじゃあ、十八禁になっちゃうから。ゲームは全年齢対象だったし、そんなそんな……前世でも十八歳まで生きてないから十八禁はやってないし、いや、興味がなかったと言えば嘘になるが、そういうのにはまだ触れたことがないし、そもそも現実ではキスだけでもういっぱいいっぱいなのにその先なんて……。

「……どうしようキース」

　不安になり涙目で義弟を見つめれば、なぜかキースはうっと固まり、やや赤くなった。

「と、とにかく一人で部屋の外は歩かないようにして、ジオルド様に誘われてもお菓子につられてホイホイついて行っちゃ駄目だからね！　今夜はメアリやソフィア、マリアと離れないこと、いいね」

「……はい」

　今日はキースの言うとおりにしよう。十八禁はまだ今の私には早すぎる。

　ちなみにすっかり立ち止まって話し込んでしまっていたが、気がつけばもう曲は終わろうとしていた。

　そして、止まっていたせいだろう、いつのまにかなにやら目をギラギラさせた令嬢たちに囲まれていた。曲が終わったと同時に、彼女たちはまだ婚約者のいない独身美形の公爵家子息キースの周りに一斉に集まってきた。

　私はそんな彼女たちに邪魔だとばかりに輪の外に追いやられた。

『私と踊ってください』『いえ私と』とまるで肉食動物のようにがつがつと迫る令嬢たちにタジタジな義弟を視界の隅にとらえたが、あの群れの中に入っていける勇気など私にはない。頑張れ義弟よと心の中でエールを送りつつそっとその場を離れる。

　まずはダンスホールから移動して、それから食事のコーナーへ行こうと歩みを進めていると、周りから『はぁ～』だの『ふぅ』だのというため息が聞こえ始めた。何事だとそちらを見ればどの顔も頬が赤くうっとりした様子で一点を見つめている。

　その視線の先を追えば……やっぱりね。予想どおりの人物が優雅に歩みを進めていた。どうやらこちらへと近づいてくるようだ。

　そして、彼かの人物は私の前へくると、

「空いたのなら、俺とも踊ってくれないか？」

　はにかんだ笑みを浮かべそう言った。その笑顔を目にした何人かが『ふわぁ』とグラつくのを視線の端にとらえた。

　そんな笑みを目の前でされた私の衝撃は凄すさまじかったが、そこは長年の付き合いによる耐性を駆使してなんとかいつもどおりの状態を保ち『よろこんで』と淑女らしく、差し出された魔性の伯爵ニコルの手をとって再びダンスフロアへと繰り出した。

　フロアで優雅に踊るニコルにたくさんの視線が集まってくる。

　ジオルドやキースと踊っていても、もちろん視線は集まってくるが、その大半は女性なのに対してニコルの場合は男性のものも多い。それもなんだか熱量が高い気がする。

　特にさっきからやたらギラギラした様子でニコルばっかり目で追ってる壮年紳士の顔のマジなこと……え、あなたニコルに何する気？　これはマリアだけでなくニコルにも護衛が必要なのかと心配する私をよそにニコル本人ときたら、あの熱い視線に気づいていないわけもないだろうに、平然としている。あ、まさか本当に気づいてないのかな？

「あの、ニコル様、先ほどからあの紳士がやたらと熱い視線を送ってきているんですけど……」

　試しにそう言ってみると、

「あぁ、あの方はいつもあのような感じだ。直接こちらに何かしてくることはないので問題はない。使った食器などをこっそりと持っていくくらいのものだ」

「!?」

　いや、それ大丈夫じゃないでしょう！　使った食器を持っていかれるなんて怖すぎるから！　もはやストーカーじゃないか！　私は衝撃で思わず固まったが当のニコルときたら、

「さほど害はない」

　とのことで、え！　じゃあ、もっと害のある人って一体、何をしてくるの？

　私たちの間になんとも言えない沈黙が流れる。その先は怖くて聞けなかった。

「そういえば、ソフィアからニコル様が自分に内緒でお見合いをしていたって聞きましたけど」

　あからさまだが、私は話題を変えた。

　自分から話題を振っといてなんだが、あの紳士の視線を受けつつ、さらにリアルストーカーの話を聞くのはさすがの私もちょっと怖すぎる。そんな私の意図を汲くんでくれたのか、

「ああ、ソフィアに話すと色々とうるさそうだと黙っていたのだが、ばれてしまった」

　ニコルもすっと話に乗ってくれた。よかった。しかし……。

「……うるさそうって……」

　まぁ、わからなくはないけど、だってあのお兄ちゃん大好きっこのソフィアのことだからニコルがお見合いをするとなれば黙って送り出すことはなさそうだ。なんだったら、お見合いの場まで同行しそう。

「しかし、ばれたらばれたで、なぜ隠していたのだとさらにうるさくて、おまけにひどく機嫌を損ねて大変だった」

「それは、そんな大事なことを家族に内緒にされてたら機嫌も悪くなりますよ」

　私だって、内緒でキースがお見合いしてたらかなり機嫌悪くなると思う。

「確かに、そのとおりだったな」

　そう言って納得するニコルは、しっかりしているようで意外と抜けているのかもしれない。

「それで、そのお見合いはどうだったんですか？」

　と尋ねてみる。

　モテモテなのに今まで相手を決めようとしなかったニコルがついに動いたのだ。きっとすぐに相手は決まっただろう。それは素敵な人を射止めたに違いない。

　わくわくとニコルの顔を見つめれば、

「いや、見合いはうまくいかなかった」

　とまさかの答えが返ってきてしまった。

「え！」

　ニコルほどのモテモテで魅力的な人物をもってしてもうまくいかなかったとは！

　美形で（魔性のオーラが出てるけど）伯爵家の跡取りで、できもいいし、優しいし、それでいて常識的（少し抜けてるとこもあるけど）だし、紳士だし、特に大きな問題点など見つからない、婚活中の令嬢にとって超優良物件であるはずだ。

　そんなニコルのお見合いがうまくいかなかったとはそれはどういうことなのだ。

『まさか、お見合いとは私が思っているよりもずっとハードなことをするのかしら？　それこそ正式な婚約をかけた決闘的なこととか？』

「いや、そこまでハードではないし、そんなことはしない」

　とするどく入ったニコルの突っ込みに驚く。

「えっ！　私、声に出てました？」

「ああ」

　考えているだけのつもりだったのに、今後は気をつけなくては。しかしそうなると……なんでうまくいかなかったのだろう？

「俺おれ自身がまだ伴はん侶りょを見つけられる状態じゃなかったからだ」

　また疑問に答えが返ってきた。もしかしてこれは……。

「……また声に出てました？」

「いや、顔に出ていた」

「……」

　そうですか。う～ん。私ってそんなにわかりやすいかしら？

　思わず頬に手を当てた私を見てニコルはくすっと笑って、

「いずれは決断しなければならないが、今はまだもう少しだけな」

　そう囁いた。台詞の意味はよくわからなかったが、それよりもすごい濃厚な魔性のオーラがぶわぁっと押し寄せてきて……私の耐性も見事に崩れさってしまった。

　頭はポーっとなり……気がつけば、食事のコーナーでなぜか無心にサラダをほおばっていた。

　あれ？　私ニコルと踊って、そしたらストーカーのおじさんが熱い視線を送ってきて…そのあとの記憶がおぼろげだ。どうやってここにきて、しかも無心にサラダを食べていたのかわからない。

　魔性の伯爵様、凄すぎる。私もあのおじさんのようにならないように意思を強固に持ち気をつけなければ！

　よし、とりあえずはもうこのサラダはいいから、肉を食べよう。なんとなくどっと疲れた気がするし、栄養をつけなくちゃ！　私は肉料理の方へと向かった。

　おぉ、これは美味しそうだ。ん～、これも捨てがたい。

　やはりお城のパーティーはすごい、肉料理だけでも何種類もある。

　さすがの私も全部を食べることはできそうにないので、厳選して皿にとっていく、しかしどれも美味しそうで迷ってしまう。

　これもいいわね、う～ん、これも捨てがたい。気がつけばほぼ全種類を皿にとってしまっていた。

「おい、なんだその量は、いくらなんでもとりすぎじゃないか？」

　私の肉料理を盛り付けた皿を目にしてそう声をかけてきたのは、

「え、アラン様！　なぜこんなところに？　何してらっしゃるんですか？」

　本日の主役であり、大忙しのはずのアランがなぜ、こんな隅のほうの食事スペースに？

「さすがに疲れたから、こっそり抜けて隅まで移動してきた。ここで少し休憩しているところだ」

　そう言ったアランはかなりげっそりした様子だ。王子様も大変である。

「お疲れ様です。よかったらこれ食べますか？」

　私はお疲れの王子様に少しでも力をつけてもらおうと、こんもりと皿にとった肉を勧めてみたが、

「……いや、さすがにそんなにいらん」

　とお断りされた。

「ごはんを食べれば元気になりますよ」

　と言ったら、

「それは、幼い子どもとお前くらいだ」

　と失礼な返しをされたので、私の厳選肉料理はわけてやらないことにした。

　よし、アランの前で食べてやるわ。後から欲しがっても、もうわけてあげないんだから。

　私は皿に盛った肉料理をもぐもぐと食べ始めた。

　うん、やはり美味うまい。最高だわ。このステーキの肉汁のしたたりがたまらないわね。こっちのお肉はまるで口の中でとろけるようだ。

　ああ、こんなに美味しいものが食べ放題なんて幸せ。

　もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。

　もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。

「ぶはっ……くっはははは」

　突然、アランが肩を震わせて笑い始めた。

　え！　なに、突然どうしたの？

「アラン様、ど、どうしたんですか？」

「……いやどうしたって、お前、いくらなんでも無心で食いすぎだろう……くはっはっはっ」

　どうも私が必死に肉をほおぼっていたのが可笑おかしかったらしい。アランのツボはよくわからない。

　そうして笑い出したアランだったが、その笑いがなかなか終わらない。

　こんなに爆笑されている中で再び、肉をほおばるのもなんだかな。

　だいたい、そりゃあ、必死にもなっちゃうわよ。この肉料理が美味すぎるんだから、食べてないアランにはそれがわからないからな。

　あ、そうだ！　私は肉料理を一つフォークにさすと、そのまま目の前で爆笑するアランの口へと突っ込んだ。

「……んっ！　もがっ……」

　口に肉を突っ込まれてアランは固まったが、私がぐいっと顔を近づけて『食べてみてください』と言うと、呆ぼう然ぜんとしたままコクコクと頷きフォークから料理を食べた。

　アランは笑いすぎたためかなんだか赤い顔をして、もぐもぐと料理を食べた。

　食べ終えたアランに、

「ねぇ、美味しかったでしょう」

　と聞けば、ぶっきらぼうに『あぁ』と返してきたけど、その顔がご機嫌な感じなのを長い付き合いで私はわかっているのよ。

　だから美味しいって言ったでしょう。絶対、アランだって我を忘れて食べちゃうはずだわ。

「あ、こっちのも美味しいんですよ」

　よし、こうなったらアランにもたくさん食べてもらおうと、もう一つの料理をフォークにさして持ち上げたところに、

「カ、カタリナ様、わ、私にもそれをしてください……はぁはぁはぁ」

　なぜかやたら息を切らしたメアリが駆け込んできた。

「メ、メアリ、大丈夫!?」

　友人のあまりの息切れは、何事だと心配になる。

「だ、大丈夫ですわ、ちょっとお腹が減っただけですわ」

「あぁ、ずっと踊りっぱなしだったものね。じゃあ、私、なにかとってくるよ」

　そう言ってダンスで疲れた友人のために新たに料理をとってこようとすると、

「え！　あ、そうではなくて、カタリナ様、そのフォークで食べさせてくださるのを私にも……」

「ずるいですわ、メアリ様、だったら私にも」

　なぜかソフィアも再びやってきた。しかし、そのエスコート役であるニコルの姿は見えない。

「あれ？　ソフィア、ニコル様は一緒じゃないの？」

「お兄さまは先ほどお父様くらいのお年の紳士にお声をかけられて、テラスの方へ行きましたわ」

　ソフィアはいい笑顔でそう答えてくれたけど……それはかなり危ないのでは！　もしかしてさっきの熱い視線送ってきてたおじさんじゃないの、いや、別の人かもしれないけど、どっちにしろ色々と危ない気がする。

　口をパクパクする私の意図を察しているのか、どうなのか、ソフィアは変わらない愛らしい笑顔で言った。

「おそらく商談か何かだと思うのですけど、お兄様は色々と慣れていらっしゃるので問題ないですわ」

　色々と慣れてるって、それはどういう解釈をすればいいのだろうか、ストーカーにもってことかな……気にはなるが、実の妹が問題ないと言っているのでおそらく大丈夫だろう。大丈夫だと信じたい。

　そんな風に私がニコルのことを心配し悶もん々もんとしているうちに、メアリがアランの方に話しかけていた。

「アラン様はこんなところで何をされていたんですか？」

　メアリの声がややとがって聞こえるのは気のせいだろうか？

「あ、いや、少し疲れて休憩をしていたんだ」

　なぜかアランはオロオロと慌てたように答える。

「そうでしたか、確かに今日は大変ですものね。でもそろそろ戻った方がよろしいのではありませんか？　使用人が探しておりましたよ」

　口調も穏やかで顔も笑顔だったが、なんだか有無を言わせない迫力を持ったメアリのその言葉に、アランは『あぁ』と大人しく従い、どこかトボトボした様子でパーティーの中心へと戻っていった。

「メアリやソフィアはもう挨拶やダンスはいいの？」

　残った女子二人にそう聞いてみると、

「ええ、もう必要な相手とは終わりました」

「私もです」

　との返事がきたので、ちょっと提案してみた。

「じゃあ、二人も一緒にご飯食べよう。できればちょっとずつシェアして」

　そうすればより多くの食事を食べられるしね。実はなかなか食べるものをしぼりきれなくて困っていたのだ。

「「いいですわ」」

　そう言って私の提案に快く同意してくれた二人と、そしてその後しばらくして沢山の男性のアプローチをかわしつつやってきたマリアと、一緒におしゃべりしつつ美味しくご馳走をいただいた。

　ちなみにマリアにちょっかいをかけようとするチャラチャラした輩やからは激しく威嚇しておいた。

『すぐに戻ってきますからね』と言っていたジオルドは忙しすぎたようで、少しだけ顔を出してまたすぐ使用人に呼ばれて戻っていった。キースの言っていたような夜のお誘いはなくてほっとした。

　心配していたニコルは無事にソフィアのところへ戻ってきたけど、その顔がやや疲れたようだったのが気になった。

　そしてパーティーも終わり頃に使用済みと思われる空いたグラスをこそこそと持ち帰ろうとしているおじさんと目が合った。ニコルと踊った時にニコルを熱く見つめていた人物だった……そっと目をそらし、見なかったことにした。

　こうして、ちょっと迷子になった以外は大きな問題が起こることなくお城のパーティーは終了した。







　パーティーが終わると、泊まり客はそれぞれお城の客間に案内された。さすがお城の客室だけあってなかなかのお部屋だった。

　そしてこれからいよいよ待ちに待った夜の女子会である。

　自分の部屋で準備を整えて、メアリの部屋に集合して朝まで語り合う予定である。

　メイドのアンに手伝ってもらい身体を綺麗にしたり、荷物をまとめたりして、新調したパジャマに着替えた、準備は万端だ。

　しかし、ちょっと張り切って急ぎすぎたので、約束の時間までしばらくある。

　う～ん、ただ部屋で待機しているのも暇だな～。そうだ、少しお城を探索して……迷子になるかもしれないし、それにもしかしたらジオルドから大人なお誘いがかかる可能性もあるから、あまり出歩くなってキースに言われてたんだっけ。あ、そうだ！

「ちょっと、隣に行ってくるわ」

「え、隣ってカタリナ様……」

　アンにそう言って私は部屋を飛び出した。そして、お隣の客間をノックした。

「はい、どちら様で……」

「キース。遊びに来たわよ」

　返事が聞こえるとともに私は部屋に入った。そしてベッド脇わきでくつろいでいたキースの元へ行く。キースと私は家族なので部屋が隣なのだ。

「ね、義姉さん。どうしたの？」

　キースは突然の私の訪問に驚いた顔をしていた。

「メアリの所に行くまでにまだ時間があったから、キースにも新しいパジャマを見せようと思って」

　私はアンに部屋を移動する用にと着せられたガウンを脱いで、新調したパジャマを見せた。

　春っぽい淡い色のパジャマはふんわりとしていて可愛らしく、一目で気に入った。

「ほら、見て見て可愛いでしょう」

　パジャマがよく見えるようにくるりと回ったのだが、なぜかキースは眉を寄せて硬い顔をしていた。

「このパジャマ変かしら？」

　アンも可愛いと言ってくれたのだけど、何か変なのだろうか、可愛すぎて悪役顔には似合わないとか……。

「いや、パジャマは可愛いと思うけど」

「そう、よかった」

　私がほっとすると、

「う～、そうじゃなくてさ」

　キースは深いため息をついた。

「あのね、義姉さん。僕はもうメイドには部屋に戻ってもらってるんだ」

「ああ、そうみたいね」

　確かに部屋の中に、キース付きのメイドの姿が見えない。

「うん。だからこの部屋にはもう僕ら二人しかいない訳だ」

「ええ、そうね」

　私もアンを部屋に置いてきたからね。

「はぁ～、まったくわかってない」

　キースが再びため息をついた。そして、私の腕をぐっと引き寄せたと思うと、そのまま脇にあったベッドにポンと仰向けに倒された。

　優しく置かれたので痛くはなかったが、何が何だか訳がわからずオロオロしていると、キースが倒れた私の上に覆いかぶさってきた。

「義姉さんはこの間、僕が告白したの忘れちゃっているみたいだね」

「!?」

　そうだった！　私、この間、誘拐事件の後にキースに告白されていたんだった！　いや、でもそれは忘れてたっていうか……。

「……その後、キースがあんまりにいつもどおりだったから、もしかして夢だったかもと思って……」

　そう言うと、キースは複雑そうな顔をした。

「義姉さんがそういうのに免疫ないのはよくわかってたから、困らせないようにあえていつもどおりに接してたんだけど」

　確かに私はそういったことに免疫がなく、ジオルドのアプローチだけでタジタジな状態だ。そんな私に優しい義弟は気を使ってくれていたようだ。なので、

「……ありがとう」

　そうお礼を言ったのだが、

「でも、やっと伝えた思いを夢だと思われるくらいなら、もうそこまで気遣わないことにするよ」

「!?」

「だって、少しは僕を意識してくれないと……義姉さんは無防備すぎるから」

　そう言うとキースはぐっと顔を近づけてきた。

「僕、気をつけるように言ったよね。夜に寝間着姿で男の部屋に一人でくるなんて、何をされても文句言えないからね」

　その言葉に私はやっと今のこの体勢が非常にまずいことに気がついた。

　ベッドの上に仰向けで倒され、その上にはキース……これってよくマンガやゲームで見た押し倒されてるという状況じゃない！　まずい、これはまずい。ど、どうしたらいいの！

　混乱しすぎて固まったままの私に、キースはその綺麗な顔を近づけてくる。

　その熱を帯びた目はまるで知らない人のようで、なんだか怖いと思ってしまった。

　どうしたらいいのかわからず、たまらず、ぎゅっと目をつむると、

『ちゅっ』

　と可愛らしい音がして、おでこに柔らかいものを感じ、それと共にそれまで私の上に乗っていたキースの気配がなくなった。

「？」

　恐る恐る目を開けると、キースは私から距離をとり切なそうな顔をしていた。

「あ、あの、キース？」

「僕だからこれで我慢するけど、ジオルド様だと取り返しのつかないことになるから……もう少し、自分が女だって自覚を持ってよ」

　そう言ってキースは、私に脱いだガウンを再びかぶせて、部屋の外へと追い出した。

　ポイッと部屋の外に出された私は、その後、しばし呆然としてしまい、約束の時間に遅れてしまった。







「……カタリナ様、カタリナ様」

「あ、あぁ、どうしたのメアリ？」

　ボーっとしていたところに声をかけられたので慌てて返事をすると、

「どこか具合がお悪いのですか？」

　と心配されてしまったので、

「あ、いいえ、ただ卒業式、パーティーと続いたから、少し疲れたみたい」

　と返す。実際に朝早くから準備だなんだと大忙しでかなり疲れていたのも事実なので。

　ただボーっとしてしまっていたのは、先ほどのキースとの出来事が大きいのだが……今まで、多少叱しかられることはあってもあんなことをされたり、言われたりしたことなどなかったので……それにあんな顔も初めてみた。

「大丈夫ですか？　お菓子を食べますか？」

「お茶もジュースもたくさんありますよ」

　そう言って気遣ってくれる皆に私は『ありがとう』とお礼を言って、差し出されたお菓子とお茶をありがたく頂いた。

　せっかく楽しみにしていた女子会、しかもこれから就職したらこんな風に皆で集まれなくなってしまうかもしれない、今は精一杯、楽しまなくちゃ！

「うん。美味しい！　元気が出たわ」

　そう言うと、皆、ほんわり笑ってくれた。

　ここはお城のメアリにあてがわれた客間だ。そこに私とマリア、ソフィアがそれぞれお菓子やお茶、ジュースなどを持ち寄って集まり、朝まで語りあかそうと計画したのだ。

　ちなみに服装は私の発案でパジャマだ。パジャマパーティー憧れてたんだよね。

　皆、それぞれの個性にあったパジャマが可愛らしい。

「確かに、本日は予定がびっしりで疲れてしまいましたよね」

　ソフィアが先ほどの私の発言に同意して、しみじみとそう言った。

「そうですね。特に私はこのようなパーティーなんて出たことがなかったのでへとへとになりました」

「ああ、そっか、マリアは学園以外のパーティーは初だったものね」

　平民のマリアはそもそも貴族のパーティーなんて参加したことがない。

　それなのに、最初の貴族パーティーがお城での大規模なものじゃあ、そりゃあ、大変だっただろう。

「そうなんです。皆さんに教えてもらったように気をつけて振る舞ったつもりですけど、たくさん失敗していたことがあったのではないかと心配で……」

　そう顔を曇らせたマリアに、

「いえ、とても素晴らしかったですよ。本当にパーティーが初めてとは思えないくらいに完かん璧ぺきでしたわ」

　メアリがそう言ってあげていた。社交界の華と呼ばれるメアリにこんな風に言ってもらえるなら本当に完璧だったのだろう。

　私から見ても今日のマリアは、立派なご令嬢にしか見えなかった。

　ただ私自身がいつもお母様やキースに小言をもらういまいちな令嬢なので、人を評価する自信がないのだ。

「そう言っていただけると嬉しいです。思ったよりもたくさんの方に声をかけていただいて、いっぱいいっぱいだったので」

「……本当にすごい人数がアプローチしてきていたものね」

　肝心の攻略対象たちこそなぜか友人以上には発展しなかったマリアであったが、そこはさすがヒロインだけあって男性にモテモテだ。本日のパーティーではかなりの人数にアプローチされていた。

　これだけ可愛くていい子でおまけに料理まで上手で、もう女子としていうことなしだものね。私も男だったら確実にアプローチしている。

「でも、どの方のお誘いもお受けにならなかったのですよね」

「え!?　そうなのマリア？」

　メアリの言葉に私は驚いてマリアを見つめた。迷子になって途中かなり抜けていたから知らなかったが、どうやらマリアは誰ともダンスをしなかったようだ。

「……はい。ちゃんと踊れる自信がなかったので」

　マリアはそう恥ずかしそうに言った。私たちは子どもの頃からダンスのレッスンをみっちり仕込まれてるが、平民の出であるマリアはそういったレッスンを受けていない。

「私もすごくダンスは苦手だけど、いつも皆がすごくうまくリードしてくれるからそれなりにはなるわよ」

　なんだったらうわの空でも上手にリードしてもらえてなんとかなっている。

「カタリナ様が踊ってるのはジオルド様や、キース様などですので、またうまさが格段ですから特にそうですが……でも確かに男性のリードに身を委ゆだねればそれなりには踊れますわよ。マリアも学園でのレッスンには参加しているでしょう？」

　そう言ったメアリに、マリアはこくりと頷いたが、

「そうかもしれないんですけど……やはりよく知らない方に身を委ねるのはちょっと気が引けて」

　と眉を下げた。

　確かに、よく知らない人にリードを任せきってしまうのはなんだか嫌かも。

「まぁ、それはそうですわね。私もあまり面識のない方は誘われてもお断りしていますもの」

　と社交界の華メアリも同意した。しかし、そこでソフィアが、

「でも、素敵な方なら一度くらい踊ってみてもよかったのでは？　そういう方はいらっしゃらなかったのですか？」

　とキラキラした目をマリアに向けて聞いた。ロマンス小説の読みすぎでソフィアの頭の中は妄想でいっぱいなのだ。

「素敵な方ですか～」

　と考えるマリア。

　そういえばマリアから好みのタイプをきちんと聞いたことがない気がする。どんな人が好みなんだろう。

「マリアはどんな人が好みなの？」

「好みの方ですか？」

　マリアは少し考えて、

「いつも笑顔で太陽みたいに明るい方がいいですね。あとは私の作ったお菓子を美味しそうに食べてくださる方ですかね」

　と意外と具体的に出てきて驚いた。なんとなくマリアは『まだそんな、考えたこともないです』と困って返すかと思ったのだ。

「そ、そうなの」

　予想と違う答えに私が少し戸惑っていると、

「私もですわ。私も明るくて元気な方がいいですわ！　ちなみに髪は茶色で瞳は水色がいいです！」

　なぜかメアリまで便乗して好みのタイプを言ってきた。えらく具体的だったが……メアリあなたアランはどうするのよ。今のを聞いたら銀髪碧眼の王子様は泣くぞ。

「それで、カタリナ様はどんな方がいいんですか？」

　メアリがぐいぐいとそう私にも聞いてきたが……。

「私は……」

　正直、ほんの最近まで今世どころか前世でもそういった恋愛事には無縁だった。二次元の萌もえこそあったが、現実にロマンスなんてなかったのだ。

「私はまだそんな具体的に考えたことなくて……ソフィアはどうなの？」

　なんだか皆に一人おいていかれたみたいでなんだか複雑な気分になって、最後の砦とりでであるソフィアに聞いてみると、

「私ですか、私はですね～、失われし国の元王子様とか～」

　と安定のロマンス小説の妄想全開のコメントが返ってきたので、どこかほっとした。

　その後しばらくソフィアの妄想話が続いたが、私は自分がふった手前とりあえずちゃんと聞いた。

　ソフィアの妄想話はやがて、最近はまっているロマンス小説の話へと移行した。ここぞとばかりにソフィアは持参してくれたらしい新作の小説を何冊か貸してくれ、その素晴らしさをネタバレしない程度に力説してくれた。

　そうして小説の話題が盛り上がり、続いて女子に最近流行のお菓子屋さんの話や、雑貨屋さんの話など話題は尽きることなく、夜の女子会は大いに盛り上がった。

　あぁ、楽しい、今夜は最高だ。
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　やってしまった。

　薄暗い廊下の真ん中で僕、キース・クラエスは深いため息をついた。

　今さらながら、先ほど義姉カタリナにしてしまったことへの深い後悔が押し寄せてきていた。

　いやでも、そもそもはカタリナがいけないのだ。夜に一人で男の部屋にやってきて、ガウンを脱ぎ捨て寝間着になるなんて、それこそ誘っているとしか思えない。

　むしろあれだけで留とどまった自分の理性をほめてやりたいものだ。もし相手がジオルドなら今頃、美味しく頂かれてしまっていたことだろう。

　でも、これで今後、カタリナが僕を怖がるようになってしまったら、避けられるようになってしまったら……それはそれで切ない。

　まったく意識されないのはつらい。でも意識されすぎて避けられるのもつらい。自分でも我わが儘ままなことを言っている自覚はある。

　八歳で初めて芽生えた恋心、九年もずっと胸に秘めたまま思い続けて、気持ちはどんどん膨らんで、気づけばだいぶこじらせてしまっている。

　しかし、少し前に、成り行きから九年間秘めてきた思いをついにしっかり伝えたのだが……そこからどうしたらいいのか迷っている。

　いっそ避けられるのも覚悟して開き直って、最大のライバルであるジオルドのように積極的にアプローチをすればいいのか、しかしそんなことが自分にできるのか？

　先ほどこそ、色々と限界であんなことをしてしまったが、基本的に自分から積極的にアプローチをかけられる性格ではない。

　むしろ、そんなことができるなら九年間もうじうじと初恋をこじらせていない。

　はぁ～と僕は再び大きなため息をついた。するとそこに、

「おぉ、キースもきてたのか」

　後ろから聞きなれた声が聞こえて振り返れば、銀髪碧眼の王子アランが歩いてきており、そしてさらにその後ろには、魔性の伯爵ニコルがいた。

　突然の二人の登場だったが、なんとなく彼らもここへくる予感はしていたので、さほど驚くことはなかった。僕の視線を受け、

「どうしても心配だから協力してくれとメアリに頼まれてな」

　まるで言い訳のようにアランはそう言い。ニコルも、

「俺もソフィアに頼まれた。とりあえず、ここにいれば大丈夫だろう」

　そう言った。

「そうですね。ここを通らずに行けないのですからね。ここにいれば問題ないかと思います」

　なにせメアリはそのために、わざわざこのこんな隅の部屋を選んだらしいのだから。

　僕は前に延びた廊下をじっと見つめた。するとその廊下の先から誰かがやってくる気配がした。

　来たのか？　こんな時間にこんな場所にわざわざやってくるのだから、たぶんそうだと思うのだが。

　じっと目を凝らすと薄暗い中でも目立つ金髪が見えた。やはりきた。

　第三王子ジオルド・スティアートがこちらへと優雅に歩いてきた。

「やぁ、キース、アラン、ニコル。皆そろってこんな所で何をしているんですか？」

　僕らの姿を見つけたジオルドはそう言っていつもの胡う散さん臭くさい笑みを浮かべた。そうして口こそ笑っているが目が明らかに『邪魔だ』と言っている。

　そんなジオルドになんと返してやろうかと考えていると、先にニコルが口を開いた。

「少し男子会でもしようかと思ってな。ジオルドこそこんな所になんの用だ？」

　ずばりと聞いたニコルにさすがだなと思いつつ、『男子会』って、昼間の話をまだ引きずっていたのかと驚いた。

「男子会ですか。それは楽しそうですね。僕はこの先の部屋に用がありまして、お楽しみのところすみませんが少しどいてもらっていいですか？」

　ジオルドはさらっとそう言ってきたので、僕も、

「この先にはメアリ様の借りている客室しかないはずですが」

　と素知らぬ様子で言ってやったが、

「えぇ、そちらに用があるのです」

　としれっと言われた。

　こいつ、堂々とカタリナの元に行く気か！　さすがだな。

　あまりに堂々としたジオルドの態度にやや呆然としていると、今度はアランが、

「メアリの部屋では今、女子会とやらをやっているので、今夜は客を通さないでくれと頼まれている」

　ときっぱりと言い放った。

「……アラン、あなた、本当にメアリ嬢にいいように使われてますね。あなただってせっかくなんですから、婚約者と親交を深めればいいのに」

　ジオルドはあきれたようにそう言ったが、アランは『俺たちには俺たちの関係があるんだよ』となんでもないように返した。

　そして意地でもここをどかないという姿勢の僕たちを見てジオルドはため息をついた。

「まぁ、メアリがわざわざここの部屋を希望した時点でこうなる気はしてましたけどね。しかし、僕のこの後のためにせっかく作った時間も無駄になってしまいますね」

　そんなジオルドの言葉になぜかニコルが食いついた。

「ジオルドは、この後に時間があるのか？」

「ええ、婚約者との親しん睦ぼくを深めるために時間を確保して面倒な仕事もあらかた片付けてきたので」

　前生徒会長であったジオルドには、卒業後にも引き継ぎの資料など仕事が満載らしい（あえてメアリ嬢がまわしていた節もある気がしたが）。

　なんだかんだといってジオルドはなかなか大変だななどとぼんやり考えていた僕は、次のニコルの発言で一気に覚かく醒せいした。

「じゃあ、せっかくだから男子会をやろう」

「!?」

　えっ、ちょっと何言ってるの、ニコル様、急にどうした？　顔はいつもどおりの無表情だが心なしか目がキラキラしているのは気のせいか！

　どうしたらいいんだ、ちなみに誘われたジオルドを見れば彼も怪訝な顔をしていた。そりゃそうだ。

　しかし、もう一人の銀髪の王子様の方は、

「ん、なんだ男子会って？」

　なんだか食いついていた。え、本気か？

「男子会というのは、男同士で朝まで様々なことを語りあかすことを言うらしい」

　ニコルがそう答えると、アランは、

「なんだそれ、面白そうじゃん。いいぜ、やろうぜ」

　完全に食いついた。しかもやる気だ。

「よし、ならばここではなんだから皆で俺の部屋へ移動しよう」

　やる気満々のニコルがそう宣言して開催が決まってしまった。しかももれなく僕もメンバーに入っているようだ。

　いや、そこの楽しそうな二人（ニコルは無表情だが）、よく見てくれジオルドのあの非常に迷惑かつ嫌そうな顔を……。

　しかし、そんなジオルドの様子にまったく構うことなく二人は彼を強引に引きずっていく。

　このままこっそり自分の部屋に戻ってしまおうかとも思ったが、連れさられていくジオルドが『お前一人逃げたら許さない』と射殺さんばかりの視線を投げてきたので、それもできなかった。

　結局、なぜか男子会にすごい魅力を感じいつもの冷静さを欠いたニコルと、便乗して非常に楽しそうなアランによって強制的に開かれた男子会は、ジオルドの不機嫌の嵐あらしの中で行われ、僕の胃をきりきり痛めることとなった。

　あぁ、つらい、今夜は最悪だ。







★★★★★★★







　盛り上がりに盛り上がった女子会だったが、さすがに今日は朝からずっと忙しかったので、眠気もマックスになってきて自然と皆、船をこぎ出した。

　そして私もそろそろ限界がきていた。頭がボーっとしてきた。ああ、これはもう起きていられない……。







　それはかつてよく見た光景だった。薄いピンク色の壁に黒いテーブル、パイプベッドには水色のカバー、ベッドの上には青いクッション。

　前世でしょっちゅう遊びに行っていた親友あっちゃんの部屋だ。ああ、懐かしいな～。

『あのこが最後にやってたゲームの続きだから、クリアしたら報告に行かなきゃな』

　あっ、この声はあっちゃん！　懐かしい～、どこにいるんだろう？　姿が見えない。

　ん、というか今の声どこからしたの？　と思ったら目の前の鏡にあっちゃんの姿が……あれ？　この視線の位置って……これは私があっちゃんなの!?　どういうことだ？

　しかも、よくよく考えると身体を私の意志で動かせない。感覚としてはあっちゃんの中に意識だけがある感じだ。

　そこで私は『あぁ、これはきっと前世の夢だな』と結論づけた。そして懐かしい前世を堪能しようと思った。

　あっちゃんはどうやらゲームをするようで、ディスクをゲーム機に入れて起動させる。

　ゲームか～懐かしいな～。なんのゲームするんだろう。わくわくして見ているとゲームが起動し、オープニング映像が流れ始めた。そこには――。

　あれ、これってマリア？　よく知る人物の姿が映像で流れ始めた。ということは、これは前世で私が亡くなる直前にプレイしていた『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』なのかな。

　なんの因果か、こうして転生してしまった世界のゲームをこんな風に画面で見るのはなんだか不思議な気分だ。

　そんな風に考えながら見ていると画面に『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』という文字が大きく映し出された。

　えっ、今『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』って出た!?　なに『Ⅱ』って！

　激しく動揺する私をよそにオープニングは続いていく。

　そこには見慣れたジオルド、アラン、キース、ニコル、ラファエル、そしてソラまで映っていて、他にも見たことのない男性キャラが二人もいた。

　なんだこれは、まさか私が亡くなる前にやっていたものとは違うものなの!?　というかもしかしてこれは人気があってⅡが出たパターンなの……。

　呆然とする私をよそにオープニングは終わり、ゲームのスタート画面になり、そこには再び『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の文字、サブタイトルには『魔法省での恋』とある。

　あっちゃんが画面を操作した。どうやら、もうある程度進んでいるようで『続き』を選択していた。

　そしてゲームが始まった。

　画面には私の知らない男性キャラが映っている。Ⅱから出てきた新キャラなのだろうか。また所々に知った顔のキャラたちも出てきていた。

　これは本当にⅡが作られたということ？　でもって私のいなくなった後に発売されたのだろうか。

　そんなことを考えている間にもあっちゃんは選択肢を選びながらゲームを進めていく。

　最初こそひどく動揺したが、しばらく眺めていて落ち着いてきた。

　なぜなら、たとえⅡが出ていたとしても、そこにカタリナは関係しないことに気づいたからだ。

　だってカタリナはⅠですでによくても国外に追放されてる。もはや次のゲームには登場しない。よってもう何の関係もなく破滅もない。何も恐れることはないのだ。

　そう思うと、とても穏やかな気持ちでゲームを見ることができた。

　うんうん、発売日前から予約もかなりされていた人気作だったから、Ⅱが出たっておかしくないよね～。そういうのってよくあったからな～。

　次は魔法省での恋か、マリアが就職先でまた出会いがあるってことなのね。

　おぉ、Ⅱではかなり大人な男性も出てくるのね～、名前はサイラスさんか、大人な色気がいいわね。それにショタキャラも登場か～名前はデューイくんか、可愛いわね。学園だと同級生か一年先輩しか攻略できなかったから、今回は年齢幅も広げたのね。

　ソラも新キャラで登場なのね。何枠になるんだろう？

　そうして私はゲームでの新しい攻略対象と思われる男性たちを確認した。マリアがこの人たちと恋に落ちたら応援してあげなくちゃ。

　そんな風にウキウキと楽しく眺めていると、画面にフードを深くかぶった陰気そうな女が現れた。名前は『？？？』となっている。

　怪しげな風ふう貌ぼうだけどこれも新キャラなのかな？　そう思った時だった。

『あぁ～、またこの悪役が出てきた。名前隠されてるけど、これって絶対にⅠに出てたジオルドの婚約者のカタリナだよね』

　そうあっちゃんが言った。

　え、な、なんだって!?

『Ⅰで完全にやっつけられたくせにまた戻ってきて悪事を働くなんて本当に懲りない女だな』

　ちょっと、どういうこと！　やっつけられたのに戻ってきた、そしてまた悪役なの！　どうなっているんだ！

『今度はもう国外追放とかより重い刑罰になるんだろうな』

　え、国外追放より重いってあと何が、それって処刑とか？　マジで！　ちょっと勘弁して～。カタリナ働かせすぎでしょう、カタリナは、カタリナはもう……。










「退場でいいでしょう～～～～～～～～～！！！！」

　そう絶叫して飛び起きると、そこは自宅でも寮でもない見慣れない部屋。

　あれ？　っと思い周りを見わたせば、目を丸くした友人たちの姿が……。

　そこでようやくここがお城の客間で、昨日きのうの夜から女子会を開催してそのまま眠ってしまったことを思い出した。

　そっか、それで眠ってしまって、あんな夢を……。

「カ、カタリナ様、大丈夫ですか？」

　横にいたソフィアがどこかおそるおそるそう聞いてきた。おそらく私の絶叫で起こしてしまったのであろう。起きたてという表情をしていた。

「だ、大丈夫よ。ちょっと怖い夢を見ちゃって。それより騒いで起こしてしまってごめんね」

「いえいえ、もう起きなくてはいけない時間でしたから、ちょうどよかったです」

　謝った私にソフィアはふんわりと微笑んだ。

「きっと疲れて怖い夢を見たんですよ。昨日は色々忙しかったですから」

　メアリもそう言ってくれた。

「魔法省の入省日まで、まだ数日、ありますからしっかり休んでください」

　マリアもそう言っていたわってくれた。

　そうだ、あと数日で魔法省の入省日だ。

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』『魔法省での恋』先ほどの夢で見た画面が再び脳裏にくっきりと浮かびあがった。

　いや、あれはただの夢、メアリの言うとおり疲れてたから、あんな悪夢を見たに違いない。

　私は先ほどの悪夢を忘れるべく頭をふった。







　その後、女子皆で朝食をとり、ジオルドやアランに『自宅へ帰ります。泊めていただいてありがとうございました』の挨拶をして、それぞれ帰宅の運びとなった。

　昨晩ぶりとなるジオルドはなぜか、かなり不機嫌なオーラを出しており、キースはひどくげっそりしていた。

　しっかりと休めなかったのかしら？　それとも私と同じように悪夢でも見たのかしら？

　帰りの馬車の中でキースが、

「義姉さん、あの昨日は、その……ごめん」

　と謝ってきた。

「ん、昨日？　何かあったっけ？　……あ、それより昨日、ひどい夢を見てね。絶叫して起きちゃったのよ」

『きっと疲れてたからね。本当にひどい夢でね』とさらに私が話すと、キースの朝からげっそりしていた顔が、なぜかさらにまたげっそりした。

　そして『一晩でもう忘れるって信じられない』となにやらブツブツと言っていた。

　そんな義弟を横目に私は私で『昨夜の夢はただの夢、疲れて悪夢を見ただけだ』と呟き自己暗示をかける。

　そうしないととても冷静さを保っていられない。

　だってあまりにもリアルな夢すぎたから……。

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の発売、次の舞台は魔法省――そこまでは別に夢でなくても問題ないことだ。ただ……。

　再び舞い戻ってくる悪役令嬢カタリナ。

　そして今度は処刑……い、いや、いやすぎる～～～～！！！！

　せっかく破滅フラグを無事に乗り越えて安穏な生活を手に入れたと思ったら、また、また悪役で破滅フラグなんて、もう勘弁してほしい。

　い、いや、でもあれはただの夢だ。夢でしかない。すっごいリアルだったけど、夢は夢だ！

　きっと色々あって疲れてたのと、初めての就職で不安があってあんな夢を見てしまっただけだ。現実にはありえない。

　そう思っても、なかなか不安は消えてくれず私は『昨夜の夢はただの夢、疲れて悪夢を見ただけだ』とひたすら呟き自己暗示を繰り返した。







第二章　魔法省へ







　自己暗示をかけ続けたかいがあったのか、流れる日々のお陰か、数日もたてば『何をあんな夢一つにあんなにおびえていたのだ』くらいの気持ちになれた。

　そして本日、ついに魔法省への入省日を迎えることとなった。

　前世のマンガや映画なんかで見た魔法使いのローブっぽいマントをまとう魔法省の制服に袖そでを通すとなんだか気分が高まった。

　今日きょうは入省式、それと魔法省案内というオリエンテーション的なものが開かれる。

　よ～し、今日から社会人、頑張るわよ！　そう気合を入れて私は魔法省へ出発した。

　魔法学園と同じ敷地内にある魔法省、場所的にはそう目新しいところではないが、入省式で集められた新人たちが講堂的な所に集めれている今日はなんだかいつもよりぴしりとした空気が流れているようで背筋が伸びる。

　新人だけで五十人近くはいそうな感じでかなりの大人数だ。各地にある魔法省の支部に入省する者たちも今日は皆、ここに集っているらしいのでそれもあるかもしれない。

　大人数の中、どうも落ち着かずにそわそわしていると横から声をかけられた。

「おはようございます。カタリナ様」

「おはようございます。クラエス様」

　マリアとソラだった。くる途中に偶然に出会ったという二人が、私を発見して寄ってきてくれたのだ。

　少し前から魔法省に通って見習いのようなことをしていた二人だが、一応、入省日は他ほかの新人と合わせて今日からということになったらしい。なので新人として一緒に入省式に参加だ。

　見知った顔の登場に少しほっとした。

　ちなみにマリアは言わずもがなだが、ソラとも少し前のキースの誘拐事件の時に一緒に旅をした仲である。それなりに気心も知れている。

　まだ周りもざわついていたので、ちょっとおしゃべりを振った。

「二人はどこから一緒にきたの？」

「ええと、ここにくる途中で少しトラブルがあって、ソラさんに助けてもらって、そこから一緒に」

「ああ、マリアさんが面倒な感じの男に絡まれてたから、追い払うのにちょっと手助けをさせてもらって」

　つまりは魔法省にくる前に町で男に絡まれていたマリアをソラが見つけ、颯さっ爽そうと助けて一緒に来たということらしい。

　うん、なんだかそれってすごく乙女おとめゲームの出会いイベントっぽい。絡まれている主人公を助けた男性が、実は同期入省者。

　青色の髪に瞳ひとみの色っぽい系美青年ソラもあの夢では新たな攻略対象だったし、これはあるかも。ありえる。そういうストーリー結構あった……いや、いやいやいや。ないないない。あれはただの夢であって、現実ではない。いくらすごくリアルで鮮明だったからってただの夢だ。考えすぎだわ。

　私はフルフルと頭を振って浮かんだ考えを打ち消した。

「カタリナ様、どうしました？」

　不審な動きをする私をマリアが心配そうに見つめてきた。

「う、うん。ちょっと緊張して」

　とごまかすと、

「私もです。いよいよ今日から魔法省の正式な職員ですから」

　とマリアは不安そうな表情を見せた。その表情はとても庇ひ護ご欲をそそるもので、思わず『私が守ってあげるわ』と言ってあげたい気持ちになったが……実際には土ボコしか使えない私にできることは少ない。

　それに私も緊張しているといった手前、その発言も少しおかしい。なので、

「一緒に頑張りましょうね」

　と手を握ってみた。すると、マリアは頬ほおを染めて『はい』と愛らしく頷うなずいてくれた。

　さすが主人公、ちょっとした表情も可愛かわいすぎる。隣にいたソラも小さな声でぼそっと『人ひと誑たらし』と呟つぶやいていた。

　ソラの気持ち、わかるわ！　マリアって本当に可愛くて女の私でも誑しこまれちゃうほどの『人誑し』だものね。

　そうこうしているうちに式に出席する新人も皆そろったようだ。お偉い方たちも続々とやってきて、にぎやかだった場も静かになってきた。

　私が誘拐された時、キースが不明になった時にお世話になったラファエルの上司ラーナ・スミスの他、それぞれの部署の代表と思われる上司たちも会場に集まってきた。

　私はそんな会場を見まわし、あの夢で見たゲームキャラがいないかを確認した。

　いや、ただの夢だとは思うけど、一応ね、念のためにね。

　だが、残念ながらというか喜ばしいことにそのような人物は見当たらなかった。やっぱりありえないわね。私はかなりほっとした。

　やがて、全員そろったらしく、開式の言葉が述べられて式が始まった。

　ちなみにこの式では偉い方には椅い子すがあるが、新人たちや他の職員には椅子はなしである。これは起立したまま祝辞とかを聞くパターンのようだ。

　まぁ、魔法学園の入学式や卒業式もそうだったので、たぶんそうだとは思っていたが。

　立食式の舞踏会とかもよくあるから、皆、鍛えられてて前世のように校長や教頭の話が長いと貧血で倒れちゃうような子はいないと思うが……それでもあんまり長いと嫌だな～。学園での式典はいつも短めだったけど、入省式はどうなんだろう。

　だいたい、個人的に起立のまま話を聞くのって疲れるのよね。体育座り可にしてほしいところだわ。でもこのスカートの制服だとうまく座れなさそうだからな。体操服なら、いや作業着ならうまく座れるだろうけど。

　そんなことを考えているうちに、何人かの方々が祝辞的なことを述べたようだ。そして段の上にはついにこの国のトップが立った。

「本日、皆はこの国の要とも言える魔法省の職員となる」

　そう話し始めたのはこのソルシエ王国の国王だった。

　一応、公爵令嬢であり王子の婚約者という立場である私は、何度か形式的な挨あい拶さつを交わしたことがあるが、それ以外に何かを話したことなどない遠い存在だ。

　魔法学園の入学式や卒業式は、側近が国王からの言葉を代わりに伝えていたが、さすが国王につぐ権力を有する魔法省の入省式、国王本人が挨拶をするようだ。

　とても二十を超えた子供がいるようには見えない若々しい見た目の国王だが、さすが国のトップだけあってなんともいえない迫力がある感じだ。

　銀髪碧へき眼がんはアランと一緒だけど顔はジオルドのほうが似ている感じだな。息子たちと変わらないすごい美形であるのは間違いないけど。

　こんな機会でもなければあまりじっくり見ることのできない国王をまじまじと見ていると……バチッと目が合った。そして意味ありげなまなざしを送られた気がした。

　えっ、えっ、なんで、なんなの、今のどういう意味？

　と少し焦ったが……隣にいた新人も小声で『今、国王様と目が合った』とか言っているのが聞こえてきた。

　あ、なんだ、これは前世でアイドルのコンサートとかで偶然視線がこちらを向いていたら、そのあたりの全員が『目が合っちゃった』となるあれだな。びっくりした。勘違いして無駄に焦っちゃったよ。

　やがて、国王の祝辞も終わり、閉式の言葉が述べられ、偉い方々は退席となった。すると皆、張っていた気が抜けたのか少しざわつき始める。

「終わりましたね。この後は先輩方の魔法省案内ですね」

　マリアも張っていた気が少し抜けたのか、先ほどよりいくぶん穏やかな顔でそう言ってきた。

「そうね。ここに先輩方がきてくれるのかしら？」

「はい、それぞれの部署から何名か案内役の方がきてくれるようです」

　私の問いには、少し前から魔法省に勤務しているソラが答えてくれた。

　先輩方が案内、これからその先輩方がやってくる。

　この式の会場にいる上司、また新人の中にも夢で見たゲームのキャラはいなかったが……もしかしたらこれからくる先輩たちの中にいるかもしれない。私は内心、ドキドキしながら先輩方がくるのを待った。

　十数人の先輩方が連れ立って式場に入ってきた。じっと確認したがその中にもゲームのキャラと思おぼしき人物は見当たらなかった。

　やっぱりあれは只ただの夢だったんだ。あまりにリアルすぎたからちょっと考えすぎてしまった。私はホッと胸を撫なでおろした。

　やってきた先輩方の指示のもとに七、八人のグループになり、グループごとに魔法省を案内してもらうことになった。

　近くにいたのでマリアやソラも一緒のグループなので心強い（ソラはもう大体魔法省の間取りはわかっているらしいが、新人として気持ちを新たに勤務するために一緒にオリエンテーションに参加するらしい）。

「やぁ、新人の諸君、僕が本日、諸君の案内役を務めるニックス・コーニッシュだ」

　私たちのグループの案内をしてくれることになった男の先輩がそう挨拶した。

　その台詞せりふ自体は可笑おかしくはない。ただ、なぜそれを髪をかき上げながらわざわざ流し目で言ったのだろう。その意図がまったくわからない。

　しかも流されている前髪は片側だけ異様に長いし、服装も他の人と違う。

　皆、同じ制服が支給されているはずなのに……彼の着ているそれはやたらひらひらキラキラし、そして胸元が異様に開いている。これは自ら改造したのだろうか。

　なんとも微妙なコーニッシュ先輩を戸惑いの目で見つめていると、彼の隣にいた女の先輩が、

「皆さん、戸惑わせてしまいすみません。この人はナルシストをこじらせた変人なのです」

　と言った。いや、正確には彼女が言ったのではない。しゃべったのは、

「ちなみに私はリサ・ノーマンです。よろしく」

　そう言ったのはノーマン先輩の持っているアライグマに似たヌイグルミだった。肝心のノーマン先輩の口はほとんど動いていない、とても見事な腹話術であった。

　ノーマン先輩の顔はまったくの無表情だが……これは場を和ませようとしているのかしら？

　さらに困惑する私たちに、今度は先ほどのコーニッシュ先輩が、

「君に変人だなどと言われるのは心外だな、リサ。新人諸君、見たとおり彼女は人形でしかしゃべらない変人だ」

　と言った。

　見たとおり人形でしかしゃべらないってなんなんだ。わけがわからない。

　わかったのはこの腹話術は場を和ませようとしたとかではなく、通常運転なものなのだということだけだ。

　そして、つまりはこの二人はどちらとも変人のようだ。

　さすが魔法省、キャラが濃すぎでしょう。

　他の人もやっぱり皆、こんななのかしら？

　そう思って隣のグループの先輩を盗み見るが、制服を改造している様子もなく、ヌイグルミも持っていない。しゃべり方もいたって普通だった。

　これは私たちだけが、可笑しな人に当たってしまっただけらしい。初っ端からこんなことになるとは、なんだか先が少し不安になった。

　だが、新人の私たちが『担当の先輩がなんか変なのでチェンジをお願いします』とか言えるわけもないので、大人おとなしく可笑しな先輩二人組によって魔法省を案内をされることとなった。







「ここが魔法省が誇る国で一番の蔵書を有するとも言われる図書館だ」

　とナルシスト、もといコーニッシュ先輩は言った。台詞自体は可笑しくないが、いちいち髪をかき上げ流し目になるのはどうにかしてほしい。

　そんなコーニッシュ先輩の案内のもと、やってきたのは図書館だった。

　このオリエンテーション案内では他のグループとかぶらないように、それぞれまわる場所が決まっているのだそうで、私たちは図書館からスタートとなったのだ。

　基本的に魔法省の職員以外は勝手に入ることができないとされている図書館に初めて足を踏み入れた率直な感想としてはとにかく大きいの一言だった。

　広さもかなりあるが、とくに天井の高さは格別で、その高い天井近くまで本棚があり、びっしり本が並べられている様子はなんだか圧巻といった感じだ。

「ここにはありとあらゆる魔法に関する蔵書がそろっています」

　とアライグマのヌイグルミ、もといノーマン先輩が言った。本当にヌイグルミでしかしゃべらないようだ。それにしてもノーマン先輩の表情はまったく動かないままだ、本当に見事な腹話術である。

「基本的に、ほとんどの本が貸し出し自由なので、借りたい時にはそちらのカウンターの中にいる司書に許可を得るのだよ」

　コーニッシュ先輩はそう言ってカウンターの中の司書のお姉さんにバチンと腕の振りもつけたウィンクを飛ばし、それを受けた司書のお姉さんは露骨に顔をしかめた。

「あと、借りたい本の種類を司書に言えばどこにあるか教えてもらえます」

　横で謎なぞのポージングをするコーニッシュ先輩はがん無視しつつ、アライグマ、でなくノーマン先輩が無表情で言った。

　確かにこの膨大な本の中から目的の本を自力で探し出すのは難しいだろうな。私は天井まで伸びる本棚を見上げながら思った。

　それにしても本当にすごい量の本ね～。もしかして、

「ねぇ、マリア、こんなにたくさんの本があるなら……」

　隣にいたマリアに小声で話しかけると、その反対側の隣にいたソラが、

「あんたの好むような、ロマンス小説は置いてないから」

　と私にだけ聞こえる小声で言ってきた。

　なぜ、私がロマンス小説もあるかしら？　と聞こうと思ったのがわかったのかしら？

　ソラは心が読めるのか？　思わずそう聞けば、

「いや、あんたがわかりやすすぎるだけだから」

　と苦笑されてしまった。そうかしら？

　しかし、これだけ本があってもロマンス小説がおいていないならあまり興味が持てないな。どこかにこのくらいの量が全部、ロマンス小説の本ばかりという図書館があれば素敵なのにな。

　その後、先輩たちが大体、ここに、こんな感じの本があるとざっと説明してくれたが、とてもじゃないけど覚えるのは無理そうだった。

　よし！　使わなくちゃいけない時はすぐに司書の人に聞くことにしよう。







　図書館の次には、どこにどの部署があるか簡単に案内するとのことで、私たちがまず連れてこられたのは図書館から一番近い『生物研究室』という所だった。

「ここは魔法植物、動物なんかの研究を主にしている部署だ」

　そう扉の前で言ったコーニッシュ先輩は、そのまま扉をノックして、

「あ～、新人の案内で、少しだけ中を見せてほしいんだが、今、開けて大丈夫か？」

　と大きな声で扉の中に声をかけた。

　すると、扉の中からはガシャン、バリンと謎の音がして、その後に女性の声で、

「い、今はちょっと……あと、少し、ほんの少しお待ちください」

　と返ってきた。そして再びバシン、バリンと謎の音が続いた後に扉が開き中から一人の女性が顔を出してきた。

「あ、あのお待たせしました。と、とりあえず落ち着きましたので、中へどうぞ」

　どうやら、先ほどの声の主は彼女だったようだ。しかし、やたらと髪は乱れており、その顔は汗だくでげっそりしている。

　一体、何があったのだろう。それにあの音はなんだったのか、不審に思いつつ開けられた扉から皆とともに中へ入ると、そこには……散らばった書類に割れた食器たち、あきらかに何かが暴れまわった後のようだ。

　そしてこの部署の職員と思われる人々が、疲れた表情で書類を拾ったり、割れた食器を集めたりしていた。

　なんなの、嵐あらしでも起こったの？

　荒れはてた部屋の様子に唖あ然ぜんとする私たち新人たちとは対照的に、コーニッシュ先輩たちは特に驚いた様子もなく、

「またいつものか、大変だな」

　と扉を開けた女性職員に声をかけた。すると、彼女は大きなため息をつき、

「……本当にもういつもいつも……勘弁してもらいたいです」

　と遠い目をした。

　このやり取りの様子からこの部屋の荒れ具合はいつものことのようだ。

　どういうこと？　何が起こったらいつもこんなことになるの？　私たちにもわかるように説明をしてほしい。そう思って女性職員や先輩たちを見つめていると、

「いや～、皆、ごめんごめん。ちょっと新しい実験をしようと思って、檻おりから出したらすぐに飛び出していっちゃって」

　そう言いながら、奥の方のドアから男性が出てきた。

　長い髪を後ろで一つにくくり、大きな丸い眼鏡めがねをかけたその男性の登場に目の前の女性他、職員の人たちが微妙に眉まゆを寄せた。

「部署長、今月に入ってもう何回目ですか、いい加減になさってください」

　女性職員が先ほどまで私たちを対応してくれていた声とはまるで違うドスの利いた声でそう言った。その声色から強い怒りを感じる。しかし言われた当の本人は、

「いやいや、ごめん、ごめん。ちょっと油断したらあっという間でさ」

　とへらへらとまったくこたえた様子はなかった。

　こんな怒っている人を前にしてすごいな。

　そしてどうやら、この会話からこの部屋の惨状はこの人が何かを逃がしてしまったせいらしいが……一体、何が逃げたんだろう。

　なんとなく、その男性を見つめていると目が合った。

　すると彼はようやく私というか私たちの存在に気がついたようで、

「あれ、この方たちはどなただい？」

　そう女性職員に尋ねた。尋ねられた女性職員はまったく反省の色のない男性に剣けん呑のんな視線を送りつつも、

「新人の方々が、うちの部署を見学に来られたのです」

　と答えた。すると男性は目を開いて、

「ああ、そうか今日は新人が入省する日だったね。すっかり忘れてた」

　思い出したという風に言い、再び女性職員に、

「ええ、そうでしょうね。いくら声をおかけしてもお返事がないので、仕方なく式には部署長の代わりに私が出席しておきました」

　とそれは冷たい目でドスの利いた声で言われていた。

「ああ、そっか～全然、気がつかなかった。ごめんね、ありがとう」

　女性職員にそう言った男性は、今度は私たちに向き直ると、

「じゃあ、改めて挨拶するよ。僕はこの『生物研究室』の部署長をしているヘクター・デーリアスです。新人の皆さん、どうぞよろしくね」

　ニコニコと笑ってそう言った。

　先ほど女性職員が『ぶしょちょう』と呼んだ気がしていたがどうやら彼が『部署長』で間違いないようだ。ということはこの部署のトップはこのヘクター・デーリアスと名乗った男性ということになる。

　なんだろう、この部署に不安を覚える。どうしようここが配属先だったら。

　そんな不安を覚える私とは対照的に、デーリアス部署長は『そっか、新人か、いいね～』となにやら楽しそうだ。そして、

「そうだ、せっかくだから、奥の部屋も見学してもらおうよ」

　とキラキラした目でおっしゃった。すると、女性職員が青い顔をして、

「だ、だめですよ！　何考えてるんですか、今、まさに逃げたあれが暴れて惨事になったばかりじゃないですか！　あんなところ見せたら新人たちに引かれますから」

　そう止めに入ってきたが、デーリアス部署長はまったく聞く耳を持たず、

「大丈夫。もうしっかり檻にいれてあるから安全だよ。ささ、皆さんどうぞ」

　と優雅に私たちを案内し出した。

　なんとなく有無を言わせぬその案内に私たちはややおびえつつも従わざるを得ない感じで、デーリアス部署長が先ほど出てきた扉をくぐった。

「わぁ～」

　扉をくぐって目に飛び込んできた光景に私は思わず、そう声を上げていた。

　机の並べてあった前室の何倍もあるのではないかという大きなその部屋にはたくさんの檻、飼育小屋のようなものが並んでおり、そこには今まで見たこともないような生き物たちがずらりとそろっていた。

　馬に角の生えたユニコーンに、羽の生えたウサギ、上半身は馬なのに下半身は魚である謎の生き物など、とにかく物語の中でしか見たことない生き物がたくさんいた。

　幻想的な生き物に見み惚とれていると、デーリアス部署長がどこか得意げに、

「すごいでしょう。これは様々な国から色んな伝つ手てやルートで必死に集めた希少種だよ。皆、可愛いでしょう」

「あ、はい」

　可愛いかどうかは別としてすごいのはわかる。だってこんな生き物見たことがない。

　生まれ変わって魔法がある世界に転生したと気づいた時にはもしかしたらこういう幻想生物もいるのかなと思ったりもしたけど、実際に目にするのは前世でよく知った犬や猫など普通の動物ばかり、破滅フラグ回避で忙しかったから、詳しく調べた訳ではないが、そういう生き物はいないのだと決めつけていたのだが……まさか、こんな風に実在するなんて、とても感動した。そういった気持ちで、

「本当に素晴らしいですね」

　と言ったら、

「でしょう～～～～！！！」

　デーリアス部署長の目がキラリと輝いた。

　ああ、これはなんだかまずいスイッチを押しちゃったらしいと気がついた時にはもう遅し、デーリアス部署長の熱い熱い可愛らしい生物たちへの愛語りがさく裂してしまっていた。

　もう何も聞いてもいないのに『この子はね～』とそれぞれの檻の生き物の説明を始めるデーリアス部署長、もう誰も口をはさめない。

　魔法省をまわる時間にも限りがある。しかし、ここでデーリアス部署長の話を最後まで聞いていたら、一日が終わりそうだ。そんな風に思っていると、

「部署長、いい加減にしてください。ここだけで彼らの一日を潰つぶすつもりですか」

　先ほどの女性職員が現れて、弾丸トークでしゃべり続けるデーリアス部署長にばしりと言った。それで、ようやく少し正気にかえったらしい部署長は、

「ああ、ごめん、ごめん。つい夢中になっちゃって」

　と反省を見せたが、『じゃあ、最後にこの一つだけ』と懲りずに、何かの植物の鉢を出し、

「これは最近、発見された珍しい植物で……」

　と語り出したところで、

「いい加減にしてください！　あなたがそんなだから、うちの部はいつも行きたくない部署ナンバー二に選ばれるんですよ！」

　ついに怒り心頭の女性職員がデーリアス部署長を引きずって強制退場させた。

　あぁ、行きたくない部署のランキングとかあるんだ。しかもナンバー二って……ナンバー一が気になるところだ。

　デーリアス部署長の強制退場で『生物研究室』の見学は終了となった。

　私たちは再びコーニッシュ先輩たちの案内のもと次の目的地へと向かおうとした。その時だった……。

「君たち新人の魔法省案内か？　ちょうどいいところにいたな」

　通りかかった男性がコーニッシュ先輩たちにそう声をかけてきた。

　おお、すごい美形だ。

　褐色の髪に緑の瞳、フチなしの眼鏡をかけたその男性は知的な雰囲気の美形だった。彼の前ではそれなりに整った顔のコーニッシュ先輩も霞かすんで見えた。そんな先輩が、

「はい。そうですが、何かご用ですか？」

　と答えると、

「ああ、ちょっとトラブルで入省式に遅れてしまった新人がいるということで迎えに行ってきたんだが、私も次の仕事が立て込んでいるので、ここから君たちのグループに入れてやって一緒に案内をしてやってくれないか」

　と美形さんは頼んできた。

　そうか、入省式に間に合わなかった人がいたんだ～、それは大変だったな。

　それにしてもこの美形さん、初めてお目にかかったはずなんだけど……なんだろう、前にどこかで見たことあるような気がしてならない。どうしてだろう？

　なんとも言えぬモヤモヤを抱えたまま、美形さんを見つめていると、その視線に気づいたのか、

「入省式には出られなかったので、新人諸君とは初対面になるな。私は魔力・魔法研究室の部署長を務めるサイラス・ランチャスターだ。よろしく」

　そう言ってメガネをぐっと引き上げたその真ま面じ目めな表情が、あるものと一致した。

　それはお城で見た夢の中であっちゃんがやっていた『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の画面の中だった。褐色の髪に緑の瞳、フチなしの眼鏡をかけた知的な美形、その絵の下にはサイラス・ランチャスターという名前があった。

　ただの夢だと忘れかけていたのに、今、はっきりと脳裏によみがえってきた。

　ま、まさか本当に、Ⅱが始まろうというの!?

　呆ぼう然ぜんと固まる私を置き去りにサイラス・ランチャスターさんは、

「では、彼を一緒に頼む」

　と自らの後ろにいた遅れてきた新人だという人物を前に出した。

　髪は橙だいだい色いろで瞳は綺き麗れいな青、かなりの美形だった。ただとても小さかった。私やマリアよりも背が低い。ランチャスターさんの背に隠れて、こうして前に出されるまでまったく姿が見えなかったくらいだ。はっきり言ってほぼ子どもだ。

　すぐ隣のマリアからも『えっ』と小さな声が漏れ、皆が驚いた顔になる。

　おそらくなんでこんな子供がここにと驚いているのだろう。私もそんな皆と同じ驚き顔になった。ただそれは皆と同じ理由ではない。

　なぜなら私はこの小さな彼がここにいることを知っていた、いや画面で見ていた。

「デューイ・パーシーです。年は十三ですが、もう学校は卒業して魔法省の一般試験にも合格しています」

　どこか生意気そうな顔でそう言った少年の顔はやはり夢で見たあのゲームの人物、そのものだった。

　ああああああああああああああ～～～～！　嘘うそでしょう！

　本当に、あれは正夢というか、現実で、本当にⅡが始まってしまうの！

　そう愕がく然ぜんとする私の耳に、

「あ、ダメだよ。エリザベス、待ちなさい！」

　なぜか先ほど強制的に退場させられたデーリアス部署長の声が聞こえて、その後、肩にドンと突然、重みがかかった。

　何!?　と肩を見ればなぜか、先ほどの研究室の檻にいたサルが私の肩に飛び乗っていた。

　そしてそのサルは先ほどデーリアス部署長が語ろうとした植物の鉢を持っていた。

　え、なんなの、今度はサル？　それにサルが手にもっている鉢はさっき、デーリアス部所長が持ってたやつじゃない。これはどういう状況？　疑問に思ったのは一瞬だった。

「あ、エリザベス、それは引っこ抜いちゃまずいやつだから……」

　そう言ったデーリアス部署長の声とほぼ同時にサルが鉢に入っていた植物を引っこ抜いた。すると、

　ぎゃあああああああああああああああ～～～。

　私の肩の上で鉢が絶叫した。いや、鉢に植えられていた植物が絶叫したようだ。なぜなら、引っこ抜かれた植物の根には顔がありまるでムンクの叫びのような顔をしていたから。

　ああ、これって前世の本や映画で見たマドレーヌみたいな名前の叫び声を聞くと死んじゃうという……え、Ⅱでの破滅フラグの前にこんな所で謎の植物によってやられてしまうの？

　絶望する私に、

「ああ、ごめんね。これ耳元で聞くとちょっと気絶しちゃうけど、なんの害もないから～大丈夫だよ」

　とデーリアス部署長が呑のん気きな声でそう言った。

　ああ、そうか、気絶するだけなのか、ならよかった、のか？　……そこで私の思考は途絶え、意識を失った。
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　薄いピンク色の壁に黒いテーブル、パイプベッドには水色のカバー、ベッドの上には青いクッション、前世でしょっちゅう遊びに行った親友あっちゃんの部屋……ということは、これはまたあの夢なのか？

『ふぅ～、なかなか進まないな』

　あっちゃんの声がした。出所は私自身からだ。

　今回も前回と同じだ。私の意識だけがあっちゃんの中にある感じで、自分で身体からだを動かすことはできない。

　なので私ができることと言えば、あっちゃんが絶賛攻略中の『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の画面を眺めることだけだ。

『う～ん、少しスチルのチェックでもするか』

　あっちゃんはなかなか進まない展開に疲れて、集めたスチルと呼ばれる、クリアした名シーンの画像を一気に見られる画面コーナーを見ることにしたようだ。私も前世ではよくそんな風にしてたな。

　そしてスチル画面が開く。前回の夢では始めたばかりという感じだったゲームも、もうだいぶ最後の方まで進んでいるのかほとんどのスチルが埋まっていた。

　サイラス・ランチャスターと見つめ合うシーン、デューイ・パーシーを抱きしめるシーン、ソラに壁ドンされているシーンなどなど胸キュンのスチルがいっぱいだ。

　おぉ、これは素敵、いいシチュエーションだわ。思わず夢中になって見入っていると……ん、これは……そこにもういないと思っていた人物を見つけた。

　私の親友であるメアリにソフィア、魔法省にはいないはずの二人がなぜかスチルの中に小さく映り込んでいた。

　ジオルドたち前作の攻略対象が魔法省にきているのは、まあ、わからなくはない。

　うちのお父様だってお仕事できているのだから、王族や貴族の子息が仕事で訪れることもあるだろう。だから皆、こうしてⅡに登場して恋発展という展開になるのもわかる。

　だけど貴族令嬢の二人は基本的に魔法省に用などないはずで、こんな風にスチルに映り込んでいるはずはないのだが……。

　そんな私の疑問はあっちゃんが飲み物をとろうと下を向いた時に解決した。そこには『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』説明書が広げてあり、再びライバル、また友人として登場する令嬢たちとしてメアリとソフィアの名前が書かれていた。

　どうやら二人もマリアの友人、またはライバルとして魔法省でⅡに登場することになるらしい。しかしそうなると、

『こうしてみるとこのゲームⅠで出てたキャラもだいたい出してきてるのよね』

　私の心の声を代弁した独り言をあっちゃんが呟いた。そのとおりだ。ゲームによってはⅡになるとキャラクターをほとんど入れ替えてくるものもあったが、このゲームは新キャラこそ出るが前作のキャラも皆、登場させるパターンをとっているようだ。しかし、

『だから、追放されたはずのカタリナも出てくるのかな。仲間外れにしちゃ悪いと思ったのかしら？』

　そこはまったく仲間外れでよかった。むしろ仲間から外してほしかった。

　なんでわざわざ呼び戻したのだ。もう十分に悪役として働いたんだからそこはもう退場でよかったところでしょう！

『それにしてもカタリナは出すぎよね。どの攻略対象でもちょいちょい邪魔しに出てくるからな』

　なんだと!?　どの攻略対象でも出てくる！　ちょっとあっちゃん、その話くわしく！

『制作スタッフが気に入ってるのかな？』

　いや、気に入ってたら追放とか処刑とかなくない？　じゃなくて、カタリナがどう絡んでくるかもっと聞かせて～～。

『でも、その割にはどの最後も悲惨だしな～』

　え、悲惨って、カタリナのその後には何が待ってるの？　やっぱりカタリナ処刑？

　お願い、あっちゃんもう少しでいいから……。










「くわしく教えて～～～～～～！！！」

　そう絶叫して飛び起きると、そこは自宅でも寮でもない見慣れない部屋だった。

　あれ？　っと周りを見渡せば、目を丸くした友人たちの姿が、

「カ、カタリナ様、大丈夫ですか？」

　横にいたソフィアがどこかおそるおそる聞いてきた。

　あれ、なんでソフィアがここに、というかここは一体どこなの？　そんな私の混乱を察してくれたらしく、

「カタリナ様は、サルが引き抜いた新種の植物の声を聞いて気絶されたのです。それでこの医務室に運ばれて」

　メアリがそう説明してくれた。どうやらここは魔法省の医務室らしい。

　そして私はあの『生物研究室』から飛び出してきたらしいサルと、その手に持っていた植物のせいで気絶してしまったので運ばれたということだった。うん、思い出した。

　なんて迷惑なサルと植物というか、そもそもの原因はあの部署長か……。

「あれ？　倒れた経緯は思い出したけど、なんで皆がここにいるの？」

　だってソフィアやメアリは魔法省には勤務していないはずだ。

　それによくよく確認すればジオルド、アラン、キース、ニコルまでいるじゃないか、どうなっているんだ。

「私はお父様にお願いして社会勉強のために、たまに魔法省で雑務をお手伝いさせてもらうことになったんです」

　とソフィアは言った。あの優しそうで娘が可愛くて仕方ない感じのお父様なら娘のお願いは断れまい。

「私も同じでお父様を脅してソフィア様と一緒に雑務のお手伝いをすることになりました」

　メアリもニコニコとそう言ったが……あれ、お父様にお願いの部分が『脅して』と聞こえた気がするが、気のせいだよね。

「僕やニコル様も同じような理由です。社会勉強のために仕事に参加させてもらうことになって」

　とキースが言えば、ニコルもコクンと頷き。

「僕たちも王族として、今後の勉強のためにしばらく研修させてもらうことになったんですよ。ねぇ、アラン」

「あ、あぁ」

　とジオルドとアラン。

　つまりはなんやかんや勉強のためなどで、学園が終わったらもうあまり会えないと思っていた皆もこれから魔法省に通うことになっていて、また前のように会うことができるようだ。

　そのこと自体は嬉しいのだが……まさに先ほど見た夢のとおりだ。

　これはどうやら本当に『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ　Ⅱ』が始まってしまうようだ。

　あの夢はやはり間違いなく現実のことだったに違いない……正夢？　いや正ゲーム……。

　すると、私は再び悪役に返り咲き、そして下手へたすると処刑……あぁ、また気が遠くなってきた。

　そうして頭を抱えて突っ伏した私を皆が心配してくれ、結局、この日はこのまま帰宅することとなった。

　帰りに生物研究室のサル（どうでもよいが名前はエリザベスというらしい）とデーリアス部署長が例の女性職員に連れられ謝りにきたが、

「いや～、あの植物の声、人には初めて使った形になったんだけど、思いのほかよく効いたね。ねぇ、どんな感じだった」

　とデーリアス部署長はまったく反省した様子がなく、再び女性職員にそれは怒られていた。

　そしてもちろんサルにも反省の色はなく、怒られるデーリアス部署長の横で友人たちが私に食べてねと置いてくれた差し入れのバナナを勝手に食べ出した。

　そんなデーリアス部署長とサルをぼんやり見つめながら、私はこれからの魔法省での日々に大きな不安を覚えていた。







　キースに付き添われて自宅に戻った私は、少し一人で休みたいと部屋にこもった。

　今後のことをじっくり考える必要があったためだ。

　まさか、本当にあの夢で見たキャラが登場して、皆も魔法省に通うことになるなんて……。

　私はベッドに転がり大きなため息をついた。

　きっともう『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ　Ⅱ』は始まっているのだ。今日の攻略対象たちとの遭遇はおそらく出会いイベントといったところだろう。

　現在、誰だれとも結ばれていないマリアに新しい恋の予感が訪れること自体は素敵なことだ。ただ、カタリナが、カタリナさえ再び悪役で出てきていなければ……。

　なんで追放されたのに出戻ってきて、また悪さをするの、カタリナは馬ば鹿かなのか、そんなことしたら今度こそ命が危ないって気がつかないのか、そこは大人しく国外で農民として立派に畑を耕しておけよ！

　そうゲームのカタリナに激しくつっ込んでみたが……なんだか空むなしくなってきた。

　あぁ、なんてついてないんだろう、せっかく破滅を乗り切ったと思ったら……また新たな破滅フラグが訪れるなんて……。

　でも……せっかくここまで来たのに、こんな所で破滅なんて絶対に嫌だわ！　なんとか解決策を考えなくては！

　破滅エンドを回避するために作戦会議だ！

　議長カタリナ・クラエス。議員カタリナ・クラエス。書記カタリナ・クラエス。







　では、カタリナ・クラエスに再び訪れてしまった破滅エンド回避のための作戦会議を開幕します。

『では、何かよい案のある方はいらっしゃいますか？』

『はい』

『はい。では、カタリナ・クラエスさんどうぞ』

『ここはもうお腹なかが痛いとか言って魔法省へは行かず、ゲームが終わる頃ころまで自宅に引きこもるというのはどうでしょうか？』

『それは名案ね～って小学生じゃないんだからさすがに無理があるんじゃない。それにいつまで引きこもっていればいいのかわからないわ』

『……確かにそうね』

『では、攻略対象やゲーム関係者に近づかないとかは？』

『え～、今さら皆をさけるなんて無理よ』

『そもそも私は大好きなマリアをいじめる気なんてこれっぽっちもないんだけど、それでも破滅フラグは立つのかな』

『そうね。でも魔法学園では、何もいじめてないのにもかかわらず、断罪のイベントが起きましたからね』

『どうなるかわからないわね』

『そもそも今回はどこでどうなって処刑になるのかまったくわからないわよ』

『そのとおりね。しかも全部のエンドが処刑なのか、それともまた国外追放で許してもらえるのかもわかんないわね』

『本当ね。そもそも情報が足りなすぎるのよ。だってⅡはプレイしてないんだもの！』

『そうよね。どうすればもっと情報を得られるのかしら、こちらにはゲームは売ってないからもうできないし……』

『なら、またあの夢を見ればいいんじゃない。あっちゃんがゲームやっているあの夢をいっぱい見られれば情報も増えるわ！』

『おぉ、確かに！』

『そのとおりですね！』

『よし、では皆さん。また夢を見るために、今日はしっかり眠りましょう！』

『『『　はい　』』』

　そして満場一致で私は眠ることにした。眠ってまたあの夢を見ればいいんだわ。

　よ～し、たっぷり眠るわよ！







　おかしい。魔法省の入省式から二日後、私は頭を抱えていた。

　あの入省式の日に魔法省が『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ　Ⅱ』の舞台であり、新たなゲームが始まったと確信した私は家に帰り再び訪れた破滅フラグを回避するために作戦を立てた。

　そしてよく寝てあの夢を再び見て情報を集めようと決めたのだが……眠れど、眠れど、あのお城や医務室で見た夢を見ることはできなくて……無駄にたくさん眠るだけでせっかくの休みを消費してしまった。

　いや、すごくよく寝たから体調も万全でお肌の調子もよいのだが、なにせ一番、大事な破滅フラグ対策がまったくできていない。

　もう明日あすには再び魔法省に出勤しなければならないのに、どうしよう。

　私は途方にくれながら、お菓子をパリンとかじった。

　休みの間、なぜか寝てばかりの私を心配して友人や使用人が持ってきてくれたお菓子である。

　非常に美味おいしい。今度、どこで買ったか聞かなくちゃ……じゃない。さてどうしたものか？

　そもそもあの夢はなんだったのか？　私に危機を教えてくれる神様のお告げ的なものだったのかしら？　また眠れば簡単に見られると思ったのに、あれから何度、眠ってもいっこうに見ることができない。

　自室ではだめなのかと試しに庭や食堂などでも寝てみたがやはりだめで、無駄にお母様に怒られただけだった。

　あ～、どうしていいかわからない。

　そんな風にしばらく色々考えたが……そもそも考えるのがあまり得意ではない私の頭はもう限界だ。

　よし、少しリフレッシュ休憩しよう！　頭を使うにはほどよくリフレッシュをしなくてはダメね。

　そうして、私はお城でのお泊まり女子会でソフィアが貸してくれたロマンス小説を手にした。

　実は、せっかくソフィアの貸してくれた本を入れていた荷物を自分で持つからと使用人から奪ったのにもかかわらず、夜に見た悪夢に動揺してお城のしかも廊下あたりに忘れてきてしまっていたのだ。

　運よく親切な誰かに拾われてお城の使用人に届けられたらしいが、しばらくは持ち主不明でお城の倉庫で預かられていたらしい。中身はお菓子と借りた本くらいだったので、持ち主がわからなかったらしい。

　私も夢のことで動揺していて忘れたことにしばらく気がつけなかった。そんな中、忘れ物の荷物を見たジオルドが私のものではないかと気がついて、つい先日届けてくれたのだ。

　ソフィアから借りた大事な本が入っていたので戻ってきて本当によかった。

　よし、じゃあ、せっかく戻ってきたのだから、この本を読もう。そして私は本を開いた。

　うん、今回のものは普通に男女の物語だな～、最近のソフィアは少し怪しげなジャンル、それこそ男性同士のロマンス、前世で言うところのＢとＬの話にはまっていて、たまにそういった本も交じってきてるんだよね。

　前世オタクだけど、腐女子ではなかったからな～興味がまったくないわけでもないんだけど、なんか一歩踏み出すのがな～、というかこの小説なかなか素敵な話ね、このヒーローもなんともいえない味を出してて……ん、これはなんだろう？

　ペラペラとめくっていた本の間に、１枚の折りたたまれた紙が挟まっているのを見つけた。

　しおり代わりにソフィアが挟んだ紙かな？

　私は紙を取り出し、何気なく紙を広げてみた。すると、しおり代わりの白紙だと思っていたその紙にはびっしりと文字が書かれていたのだ。







『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ　Ⅱ』

　主人公が就職した先の魔法省での恋物語がスタートする。

　前作『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ』でのキャラクターが成長して再登場、また新たなキャラも登場する。

〈物語〉

　平民で光の魔力保持者であるとわかった主人公は十七歳で魔法学園を卒業し、国の最高機関である魔法省へと就職することとなった。

　生真面目な上司や、くせのある同期などとの新しい出会いに、一筋縄ではいかない魔法省の仕事の数々、あらたな恋の物語が始まる。

〈登場人物〉

（主人公）

　マリア・キャンベル、平民の出にして、国に数人しかいない光の魔力保持者。明るく前向きな女の子。

（新たな攻略対象）

　サイラス・ランチャスター、真面目で堅物な上司、女性の扱いには不慣れだが、仕事はできる。魔力が非常に高く、魔法省の幹部。

　デューイ・パーシー、飛び級で学校を卒業して今年から魔法省に入った天才少年。ツンデレでやや天然。魔力は持っておらず魔法省には試験で合格、家は貧しくほぼ独学で学んだ努力家でもある。

　ソラ（孤児で姓はない）

　ある事件でマリアと知り合い、魔法省の預かりとなる。孤児で闇やみの魔力保持者、軽いノリの青年。




　前回からの攻略キャラにはそれぞれのライバルキャラ等が関わってきて、その子たちとうまく付き合ったり、認めてもらったりすることで恋が進展していく。

　今回からの新しい攻略キャラの攻略には謎の女の嫌がらせをどう乗り越えていくかが主となる。

　ちなみにこの謎の女の正体は前回、国外に追放されたという設定のカタリナ・クラエスだとのちに明らかになる。

　国外追放にされたことで主人公を深く恨んだカタリナは禁忌である闇の魔力を手に入れたことで再び密ひそかに国内へ侵入、そして魔法省に忍び込んでいたのだ。そして主人公マリアへの復ふく讐しゅうを企くわだてている。

　カタリナの嫌がらせを攻略対象とともに乗り切り、その正体を突き止め、役人につき出しカタリナを監獄に投獄することでハッピーエンドを迎えることができる。

　反対にカタリナを役人につき出せない場合、カタリナと相打ちとなり、攻略対象は闇の魔力で廃人となってしまう。













　こ、これはまさに『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥ　Ⅱ』についての情報じゃないか！！！

　なんでこんなものが本の間に……っていうか、前回に引き続きやっぱりカタリナのラストが破滅だけなんですけど！

　ハッピーエンドで監獄に投獄、バッドで相打ち……またまたカタリナにはバッドエンドしかないじゃない！

　やっぱり制作スタッフはカタリナのこと好きじゃないだろう！　好きだったらこんな可哀かわい相そうなラストしか用意しないなんてありえないもの！

　前回の方がまだ国外追放があってよかったよ。むしろ、今なら国外に追放されても鍛え抜かれた鍬くわさばきで農家にもぐり込むという選択肢があるのに！　なんで国外追放なくなったの！　カムバック国外追放！

　しかし、なくなってしまったものを嘆いても仕方があるまい。過去を振り返っても前には進めないとか前世のマンガかなんかで言ってたわ！

　ここは与えられた情報をもとに新たに破滅フラグへの対策を立てることが先決ね。

　議長カタリナ・クラエス。議員カタリナ・クラエス。書記カタリナ・クラエス。







　では、新たな情報を得ましたので、それを踏まえて再び破滅エンド回避のための作戦会議を開幕します。

『いやだー、また破滅よ！』

『しかも今度は投獄か死の二択よ！』

『……ち、ちょっと。みな……』

『それに新攻略対象三人を攻略するうえで必ず出てくる悪役って、前より出番増えてる！』

『……ちょっと、みなさん、おちつ……』

『おまけに闇の魔力を手にしてってポチのことじゃない！　ちょっと当てはまってるわよ、怖すぎるわ』

『まさか、ポチが私になついたのもゲームのせい！　どうすればいいの！』




『落ち着けって言ってるでしょう～～～～～！！！』




『『……はい……』』

『ここでワタワタしても何も解決しないでしょう！　とにかく何かいい案を考えなさい！　わかった！！！』

『『……はい……』』

『あ、あの～、発言をよろしいでしょうか？』

『はい、どうぞカタリナ・クラエスさん』

『と、とりあえず、監獄ってどんなところか、調べてみるとかどうでしょう、逃げ出せるかどうか検討しておくとか？』

『じゃあ、鍵開けとか練習しておく？』

『一年でどうにかなりますかね？　なんだったらなんとか頼み込んで国外追放にしてもらうとか？』

『その辺が妥当かもしれませんね。頼み込むための賄わい賂ろのお菓子とか考えておきましょう』

『そうしましょう。あとは新キャラに討ち取られるかもしれないのはどうします？』

『前と違って、どうやられるかわかんないからな～』

『ジオルドのヘビみたいに弱点でも探しますか？』

『おぉ、それいいですね。こっそり探ってみましょう』

『闇の魔法で戦う？　みたいな感じだし、ポチにもいろいろ教えておくのはどう？　棒を取ってきてだけじゃなくて、なんかこう吠ほえてびっくりさせるとか、そんな感じのやつ』

『それもいいかも、まずはお座りくらいから順に教えていきましょうか』

『え～と、ではまとめると監獄を調べる、鍵開けを練習する、いざとなったら国外追放にしてもらえるように頼む準備をしておく、新キャラの弱点を探る、ポチに芸を仕込むって感じでよろしいですか？』

『そうだね。かなり具体的にまとまったんじゃない』

『なんか、なんとかなる気がしてきたね』

『ええ、こうして対策を具体的にすると先が見える気がしますね』

『では、これから魔法省の仕事もあって大変だろうけど、破滅を乗り切るために、皆で頑張りましょうね！』

『『お～～～！』』

　こうしてカタリナたちの会議はまとまり、夜はふけていく。

　対策が具体的に決まり安心した私は、ぐっすりと眠った。

　なんでソフィアに借りた本の中にあのようなメモが入っていたのかを考えるのをすっかり忘れて、一日中寝ていたのにもかかわらずそれはよい眠りに落ちた。







第三章　試験内容と貸し出し魔法道具







　安心してよく眠ったので、とてもすっきりと目を覚ました私は魔法省へと出勤すべく準備を始めた。

　いや～、ちゃんと対策を考えることができてよかった。これで今日きょうから気持ちも新たに社会人として頑張っていけるわ。

　しっかり仕事をしつつ、新しい攻略対象たちの弱点を探したり、ポチに芸を仕込んだり大忙しだわ。頑張らなくちゃ！

　それにしてもあのメモには本当に感謝だわ。あんなに丁寧にわかりやすくまとめてくれるなんて素晴らしい人だわ……ってあれ？　あのメモって誰だれが書いてくれたんだろう？

　ソフィアに借りた本から出てきたからソフィアかしら？　それとも届けてくれたジオルド？　はたまた荷物を預かってくれていた場所の誰かか、廊下で荷物を見つけて届けてくれた人？

　でも、そもそもあのゲームは私の前世のものでこちらの世界の人は知らないはずだし、じゃあ、一体、誰が？

　昨日きのうは欲していた情報がもたらされた喜びに、その辺のことを考えるのをすっかり忘れていたが、こうして一夜あけ改めて考えるとかなり謎なぞの多いメモであることがわかった。

　なんで本に挟まっていたのか？　誰が書いたのか？　まずは本の持ち主のソフィアに、それから届けてくれたジオルドにも聞いてみよう。

　そうして、私はメモを再び本に挟み、鞄かばんに入れると魔法省へと向かった。







　魔法省に着くと入り口に『新人は、入省式が行われた講堂へ行くように』という指示が出ていた。

　配属部署の発表でもあるのかしら？

　先日、入省はしたもののまだ配属先の部署については何も知らされていなかった。

　できればあの生物研究室には行きたくないな～。大変そうだったし、また気絶させられても嫌だし……でもあれで配属されたくない部署ナンバー二って言ってたよな。ナンバー一はどこなんだろう。あそこよりさらに嫌だと思われているなんてどんなところなんだろう。

　そんなことを考えながら講堂へ行くと、そこにはもうほとんどの新人たちが集まっていた。私はあまり早い方ではなかったようでかなり後ろの方だった。

　マリアやソラがいないか捜してみたけどすぐには見当たらなかった。他ほかの皆も魔法省にはきているはずだけど新人という括くくりではないのでここにはいないだろう。

　まだきてないのかな？　それともかなり前の方にいるのかな？　前の方に少し移動してみよう。そう思って動くと、ドンと人にぶつかってしまった。

　前の方ばかり見ていてすぐ目の前を確認していなかったのだ。

「あ、ごめんなさい」

　慌てて謝ると、その人物は「あ、いえ」と声を発して振り返った。

　橙だいだい色いろの髪に青い瞳ひとみの少年、その顔には見覚えがあった。それは先日、廊下で出会ったⅡの攻略対象であるデューイ・パーシーだった。

　こうして近くで見ると本当にため息が出そうなほどの美少年だった。さすが攻略対象、これはショタ好きのお姉さんたちにはたまらないだろう。

　しかし、そんなデューイ少年は私と目が合うと、その愛らしい顔をゆがめ、まなざしをきつくした。

　それはあまりに急激な変化だった。だって目が合うまでは普通の顔をしていたのに！

　なんでこんな親の仇かたきみたいな鋭い目を向けられるの？

　ゲームの設定では敵対する予定かもしれないけど、今はまだほぼ初対面だよね。なんで、なんで？

　困惑しているうちに、デューイ少年は私からふぃと目をそらし、さっさと離れていった。

　な、なんだったの、今のは……まさか気づかないうちにすでに何か因縁が生まれている？

　やばい、弱点を探る前にもう恨まれているとか、今回の破滅フラグはかなり強敵かもしれない。

　よし、頑張ってポチに芸を仕込もう、なんだったら敵がきたら知らせてくれるようにしつけるなんてどうだろう。それなら、やられる前に逃げられるかもしれないし……あとは牢ろう屋やを抜けるために絶対に必要な鍵開けは誰に教えてもらえばいいだろう？　ソラならできるかな？　聞いてみよう。そしてまず家の部屋とかで練習してみなきゃね。何が必要になるかしら？　針金かな～、その辺はトムじぃちゃんに頼めば手に入るかな。

「カタリナ様」

「！」

　そう呼びかけられて、はっと気づくと笑顔のマリアが目の前にいた。そしていつの間にか皆がバラバラと移動していた。

　ん、あれ？　どうしたんだろう。

「私たち一緒の班でしたよ！　すごく嬉うれしいです」

　マリアがそれはいい笑顔でそう言ってくれたが、なにがなにやらまったくわからない。

　班？　一緒？

「え～と、マリア、実はちょっと色々と状況がわからなくて、説明をお願いしてもいい？」

　マリアは目をまるくしてびっくりしたが、優しく『いいですよ』と言ってくれた。さすが（私の心のお嫁さん）マリアだ。

　そしてマリアの話を聞くとどうやら、先ほど魔法省のお偉いさんから『これから最終的な部署決めのための試験を行います』とのお達しがあったらしい。まったく聞いて、いや聞こえていなかった。

　なんでも大体、それぞれの適正などから部署は考えられているらしいが、実際の能力等を確認し、正式に決めるというのが魔法省の毎年の習わしなのだそうだ。

　その実際の能力確認のために入省後すぐに、何名かの班に分けて簡単な任務をこなしてもらうのだという。

　その班分けが今、前の方の紙に貼はり出されたらしいのだが、どうやらマリアと私は一緒だったようだ。

　こんなたくさんの人数の中から友達と一緒の班になれるなんてついている。

「私もマリアと一緒でよかったわ。他のメンバーは何人くらいいるの？」

　まさか二人っきりということはあるまい。

「えっと……カタリナ様と一緒なのが嬉しくて、他の人のところは見てなくて」

　そう恥ずかしそうな顔で言ったマリアは非常に可愛かわいらしかった。

　私と一緒なのを見つけて嬉しくてそのまま私の所に飛んできてくれたのね。なんて嬉しい。

「じゃあ、一緒にもう一度、確認しに行きましょう」

「はい」

　私はマリアとともに貼り出された紙が見える前まで出てきた。

　すると、そこには『マリア・キャンベル』『カタリナ・クラエス』そして続いて『ソラ・スミス』の文字が、

「あれ、ソラ・スミスって」

　そう私が呟つぶやくと背後から、

「僕ですよ」

　と青い瞳の美青年が顔を出してきた。

「やっぱりソラ！　そうかなって思ったのよ。でも、あれ？　ソラって姓がスミスっていうの？」

　確か『孤児で姓はない』って聞いていた気がするけど。

「あぁ、姓がないと何かと余計な推察をうむと面倒なので、魔法省ではそう名乗るようにラーナ様が適当に自分と同じ姓をつけられたんです」

　ソラはあっけらかんとそう言った。

　まあ、そのとおりかもしれないが……あっさりなんのこだわりもなく適当な姓を名乗る彼もすごいが、適当に自分の姓をつけるラーナはさらにすごい。まさに姓になんの思い入れも何もないのだろう。まぁ、そういう私も特に姓に思い入れがあるわけでもないが。

　しかし、こうしてマリア、ソラと一緒ということは、

「皆、知り合いね。嬉しいわ」

　与えられる任務が何かはわからないが、皆、知り合いなのは心強くて嬉しい。ほくほく顔でそう言うと、

「あれ、クラエス様はもう一人とも面識があるのですか？」

　そうソラに言われて、えっ！　と再び目の前の紙に目をやれば『マリア・キャンベル』『カタリナ・クラエス』『ソラ・スミス』そしてそのさらに下には『デューイ・パーシー』の名前が……。

　デューイ・パーシー、Ⅱの攻略対象で、先ほどなぜか私を親の仇のような鋭い目で睨にらんできた少年であった。

　まさか同じ班だとは……これはもしかして、この部署決め試験……ゲームのイベントなのだろうか？　だが、まさか逃げ出すわけにもいかない。

　なんだか破滅フラグ的なものが待ち受けている予感を感じつつも、私は観念して指示された各班の集合場所へと向かった。

　デューイはすでに集合場所に来ていた。

　マリアやソラもいるためか、先ほどのようにあからさまに嫌そうな顔はしなかったが、決して私の顔を見ようとせず、敵意だけはビシビシ感じた。

　優しいマリアが、こちらを拒絶する雰囲気のデューイになんとか話しかけようとはしているが、どうもうまくはいっていない。

　なんだかこれから先が憂ゆううつである。なんとも気まずい雰囲気で待っていると、

「あなたたちが二班のメンバー？」

　と声をかけられた。

「「「「はい」」」」

　と私たちは新人らしくよい返事をして振り返り……皆、そのまま固まった。

　なぜなら声をかけてきたのが、あまりにも奇抜な人物だったからだ。

　腰のあたりまで長くのばされた髪は綺き麗れいに編み込まれており、結び目には大きなリボン、そして、その服装はおそらく元は制服だったのかもしれないというくらいのレベルに改造されていた。

　全体をフリルとリボンに覆われたその服の目立つことといったら……先日、案内役をしてくれたナルシスト先輩の比ではなかった。

　そしてその顔にはこれまた服に引けをとらない派手なメイクが施されている。キラキラ光る目もとにつけまつ毛だろうか、異様に長く量の多いまつ毛、真まっ赤かな口紅。

　もうそんなメイクと服だけでもすごいのに……なんとその人物……どこからどう見ても男性だった。しかもマッチョな大男、あごには青い鬚ひげらしきものもうっすらとだが見えた。

　どうしようすごすぎるのがきた……昨日の人たちなんてまだまだほんの序の口だったのね。

　もう、なんと発言していいかわからずただただポカンと見つめていると、

「私がこの二班の試験を監督、担当するガイ・アンダースンよ。でも、この名前だと可愛くないからここではローラって名乗ってるの、あなたたちもそう呼んでね」

　と彼、いや彼女はちょっぴり首をかしげて言った。動作だけならもう可愛い女の子そのものだった。見た目はでかいマッチョのおっさんだが……。

「それと、もう一人、あれ？　嘘うそ、またいないわ。ちょっとネイサンどこ？」

　そういうとアンダースン先輩（さすがにローラさんとは呼べない）は辺りをキョロキョロと見まわした。

　そこで、気づいたけど周りの新人たちもアンダースン先輩をぎょっとした目で見ている。

　そうだよね。そんな反応になっちゃうよね。

　そしてそのまま他の班の先輩も盗み見てみると、制服がフリルになっている人も、女装のマッチョもいなかった。

　これは再び、私たちだけが可笑おかしな人に当たってしまっただけのようだ。続けざまになんたる不運だ。そう嘆いているとすぐ真横から、

「います。ここにいます」

　とか細い声が聞こえた。まったく人の気配など感じていなかった真横から突然聞こえたその声に思わず『ひっ』と跳び上がってしまうと、

「あら、そんなところにいたのネイサン、また存在感を消して～、新人さんが驚いちゃってるじゃない」

　そう言ったアンダースン先輩の視線を追って隣に目をやれば、アンダースン先輩とはまったくの真逆の男性が立っていた。

　い、いつからここにいたんだろう。まったく気づかなかった。

　制服は他の職員と同じもので改造した様子など微み塵じんもない。それを着崩すこともなく、きっちりと着ている。

　背は高め、前髪が長く、大きくて厚い眼鏡めがねをかけている。特徴といったらそのくらい、特徴がないのが特徴といったような人だった。

「僕は存在感を消したりはしてません。ただ周りが気づいてくれないだけです」

　しょんぼりした感じでそう言った彼は、今度は私たちに向き直り、

「ガイと一緒に君たちの試験を監督、担当することになったネイサン・ハートです。皆さんよろしくお願いします」

　と丁寧に頭をさげてくれた。

　そんな彼を見て私はなんてまともな感じな人なんだと感動した。これまでの可笑しな先輩たちとはあまりに違う普通でまともな人だ。少し存在感が薄いくらいなんてことはない。

　アンダースン先輩の登場に一気に不安感が増していたが、ハート先輩のお陰でなんとかなりそうな感じがした。しかし、

「では、試験について詳しく説明しますので、とりあえず二班に割り当てられた部屋まで一緒にお願いします」

　と私たちを誘導してくれようとしたハート先輩が歩き出すと。

　あれ？　嘘、どこに行ったの？　一瞬にして人ごみにハート先輩を見失ってしまった。

　どうしようと慌てる私たちに、決してその姿を見失うことなどないだろう凄すさまじい存在感のアンダースン先輩が、

「あぁ～、また見失っちゃったわ。ネイサンっていい子なんだけど存在感がなさすぎてね、おまけにすごい方向音痴だから、すぐに行方ゆくえ不明になるのよね」

　と頬ほおに手を当て困った顔をした。

　そんな仕草だけは可愛いアンダースン先輩を見つめながら、やはり私たちの元に普通の先輩がくることはないのだなと悲しい気持ちになった。

　フリルのオネエマッチョに、存在感なく消える先輩、そしてなぜか私を敵視する美少年、どうやら前途は多難のままのようだ。







　結局、ハート先輩は見つけられなかったので、アンダースン先輩の案内で割り当てられたという部屋に行くと、しばらくしてハート先輩も現れた。

　そんなに距離はなかったのに、だいぶ息を切らしていた。

「ごめんね。だいぶ捜したんだけど見つけられないから、先に来ちゃったの」

　というアンダースン先輩にハート先輩は、

「いや、いつものことなので大丈夫です。僕の方こそすみません」

　とまたしょぼんとして言った。確かにいい人そうだが、なんだか哀れな感じだ。

　そうして、ハート先輩も戻ってきて皆がそろったところで、

「じゃあ、今回の試験内容について詳しく説明するわね」

　と先輩方が本題を話し始めた。

「まずは今回の試験なんだけど、内容としては魔法省に依頼された仕事で比較的簡単で新人にもできそうなものをあらかじめ確保してあるの、その中から私たち担当がその班で遂行できそうなものを選んできたわ」

「その任務をこの二班の四名で協力して遂行してもらいます。それを僕らが同行して監督して審査させてもらう形になります」

　要は先輩方が選んできた魔法省にきた仕事をこの四人で協力して行う。そこに先輩方がついてきて、その様子を見て審査するということのようだ。

　なんだ、試験というからなんだかすごい大変なことをさせられるのかと思ったが、そこまで難しいものではなさそうだ。少し安心した。

　そして、ここまでの話が大丈夫か確認した後に先輩方は、

「では、私たちが選んできた任務を発表するわね」

　と紙を取り出して、読み上げ始めた。

「今回の君たちの任務はある村の外れに出没して村人たちを困らせている生き物を退治してもらいます」

　おぉ、村人を困らせる生き物退治！　なんだかロールプレイングのイベントっぽい任務ね。

　魔法省に依頼されたってことはただの生き物な訳ないわよね。

　きっとあの生物研究部で目にしたような不思議動物なんだろうな。

　なんだろうな、ペガサスとか？　いやペガサスは村人を困らせたりしないか、ならなんだろう。あのマドレーヌみたい名前の植物だったら嫌だな、なんとなくもう関わりたくないし、なんだろう。もしかしてゲームでよくあるドラゴンとか!?　だったらすごいな。

「……あの、ちなみにその生き物って何ですか？」

　気になってそう聞くと、ハート先輩がさらりと答えてくれた。

「狸たぬきです」

　ん？　あれ、聞き間違い？　今、先輩ったら『たぬき』って言った？　あの畑の天敵のあの茶色くてまるっこい生き物？　いや、まさかの狸退治とか魔法省にそんな仕事がくるわけがない。ならば、

「あの、たぬきとはどんな生き物なのですか？」

　おそらく私の知ってるあれとは違う何かすごい生き物なのだろう。そうに違いない！　しかし、

「あれ、狸って知らないの？　農村で田畑とかによく出て作物を荒らしたりする茶色くてまるい生き物なんだけど」

　とアンダースン先輩にきょとんとした顔で返されてしまった。

　それは完全に私の知っている狸だった。不思議な生物でもなんでもないその辺にいる普通の生き物だった。というかなんでそのどこにでもいる生き物である狸をわざわざ魔法省の職員が退治しに行かなければならないんだ。そこは村で狸とりとか仕掛けてなんとかしようよ。なんで国の最高機関に依頼とか出しちゃってるのよ。

「あの、なんでわざわざ狸の退治を魔法省の職員が行うのですか？　それは村の方でなんとかすべきことなのでは？」

　おっと、私の心の声が漏れてしまったのかと思ったら、デューイ少年だった。

　聞いてくれてありがとう、私もそこ非常に気になるわ。

　すると、ハート先輩がなんともいえない複雑そうな顔をしながら、

「村の方でもなんとかしようとこころみたそうなんですが、かなりの数がいるようで埒らちがあかなくなってしまったらしくて、それで依頼してきたようです」

　ハート先輩はここで一度、言葉を区切ると、

「あと、新人の方はおそらく魔法省の職員というと、いつも仰々しい仕事をしていると思いがちかもしれませんが、実際の仕事にはそれは魔法省でやる必要があるのかというような雑務が多いんです。魔法省は各地に支所も持っていますし、人員もそれなりに確保しているので雑用係的に使われるんです」

　雑用係的に……そりゃあ、私は魔法省で素晴らしい成果を出してやるとか意気込んでやってきた訳ではないが、そこはほら国で王様に次ぐ権力を持つ機関と言われているところにきたからには、なんかもっとこうすごいことをする気がしていたのに狸の退治、雑用係って……。

　地味にショックを受けて落ち込む私を見かねてかアンダースン先輩が、

「あ、でも今回の二班の任務は、中でも特に簡単なものを選んだのよ。ここの班には攻撃力の高い魔力を持っている人がいないから」

　とフォローを入れてくれた。

　そう言われてみれば、マリアは確かに強い魔力を持っているけど、癒し魔法的なものだし、ソラの魔力は火らしいけど弱い、あと闇の魔力は公にしてはいけないので秘密、同じ理由で私もポチはむやみに出してはならないし（出しても何にもできないけど）使えるのは土ボコのみ、デューイに至っては、魔力は持っていない。

　皆、優秀ではあるのだろうけど、やっぱり魔力がないことにはできることは限られるかも。

　うむうむと私が納得しかけたところで、

「……あの、それでは、そもそもこの班わけはどのように行われたんですか？」

　デューイがなんだか難しい顔で再び口を開いた。

「魔力バランスを考えた訳でもなく、年齢的なものとも違うようですし、何を基準に組まれたのかわかりません」

　そう言ってデューイは一瞬、私に厳しい目を向けた。これは私と一緒なのが不満ということなんだろうか。しかし、

「特に基準なくランダムに行ったと聞いていますが、何か不満がありますか？」

　ハート先輩がそう問えば、

「……いえ」

　下を向いてそう返していた。しかし、その顔は明らかに不満そうだ。

　やはりデューイは私に何か思うところがあるのだな。まだⅡもスタートしたばかりでほとんど関わりもないというのにどういうことなんだろうか？　まずはそれを突き止めなくてはいけないな。

　私がそう決意したところで、ハート先輩が再び口を開いた。

「では、改めて今回の任務内容を詳しく説明します」

　そう言って先輩は今回の試験である任務の内容についてを丁寧に話し始めた。

　まずこの狸退治の依頼があったのは、国外れの方にある田舎いなかの小さな魔法省支所なのだそうだ。田舎の支所なのでそういった雑務が都市部と比べさらに多いのだという。

　いつもならこのくらいのことは支所の方でさっさと片づけるのらしいが、ちょうど他にもトラブルがあって人も足りず手がまわらないので、少しだけお手伝いを派遣してほしいと本部に連絡があったそうだ。

　そうして本部にきた要請が『簡単そうだし新人の試験にちょうどいいんじゃない』という感じでこちらにまわってきたらしい。

　最初から難しい任務を任されてもあれだからいいんだけど……本当にただの狸退治でなんの事件性もなさそうだ。ちょっとワクワクした分、期待はずれ感はいなめない。

「そういう訳で任務自体はそんなに難しいものではないと思うのですが、ただ場所が少し遠いので本日から動くと夜も暮れてしまいます。なので明日あすの朝、出発して依頼のあった支所に出向くことにします。何日か泊まることになるかもしれないので、各自、明日はしっかり旅支度をしてきてください」

　おぉ、場所が田舎だから泊まりがけになるのか、ちょっと行って狸捕まえて帰ってこられる距離ではないのだな。

　何日かお泊まりか、仕事とはいえ少し楽しみになってきた。

　そうして明日からの詳しい予定などや任務についての説明が終わると、アンダースン先輩がニコニコと立ち上がり、

「それと、あなたたちは皆、攻撃力の強い魔力などを持っていないということで、上司が魔法道具を貸してくれるみたいだから、ちょっと『魔法道具研究室』の倉庫についてらっしゃい」

　と言った。

　なんと、魔法道具！　それは嬉しい。確かに攻撃力が乏しい我々にはそういったものが必要かもしれない（相手は狸だけど）。

　そうして私たちは先輩方について、魔法道具が収められているという倉庫へ向かった。

　魔法道具……その言葉に、私の脳裏には前世の本で読んだ魔法使いの杖つえや透明になれるマント、時を戻せる時計などが思い浮かび、ワクワクしたのだが……実際に先輩たちに案内された倉庫にあったのはだいぶ想像とは違うものだった。

　え～と、なんだこれ、ガラクタ？

　そこには大小さまざまな、用途不明の道具が積み重なっており、下の方の道具にはだいぶ埃ほこりも積もりそれはもはや倉庫というよりごみ置き場といった感じだった。

　私含め、皆もそう感じたのか誰もなんともコメントできずにただガラクタいや、魔法道具の山を見つめる。

　そんな私たちの様子から、気持ちを察したらしいアンダースン先輩が、

「試作して色々と作ってるんだけど、なかなかうまくいかなくて、こんな風にたまってるけど、中にはちゃんと使えるものもあるのよ」

　慌ててフォローらしきものを入れたが、ようするにそれは、ここにあるものは見た目どおり使えないガラクタがほとんどということではないのか？　フォローになっていないのでは。しかし、

「あの、例えばどんなものがあるんですか？」

　マリアが少し遠慮がちにそう尋ねると、待ってましたとばかりにアンダースン先輩は、さっと近くにあった手のひらサイズの小さな道具を持つと、

「これは遠く離れた場所でも会話することができる道具よ。今、試作中なんですけどなかなかよい結果が出てるのよ」

　と得意げな顔で語ってくれた。

　離れたところでも会話できる道具、まるで前世の携帯電話だ。それは確かにすごい道具である。

「それはすごいですね。どんな場所でも話すことができるんですか？」

　マリアも携帯電話的な道具に感動したようでキラキラした目でそう問いかけた。

「あ、いえ、場所は外でなければならないの、あとはそれなりに高いところじゃないと使えないのよ」

　アンダースン先輩の口調がどうも歯切れ悪くなった。突っ込んじゃいけないところだったようだ。だが、

「高いところってどのくらいの高さなんですか？」

　空気など読むことなくデューイがズバリと聞くと、

「……三階くらいの建物の上からなら……だからあまり田舎の方だと厳しいかもしれないわ」

　だいぶ場所が限られていた。都市部ならともかく、田舎の方にはなかなか三階建ての建物はないだろうからな。

「では、今回の任務の場所では使えないでしょうね。他にはどんなものが？」

　心なしかしょんぼりしたアンダースン先輩にデューイは容赦なくそう続けた。

　なんかデューイはそのショタな見た目とは相反し、中身はなかなか手厳しいようだ。

「あ、これなんかいつでもひんやりして暑さ対策にいいのよ」

　とアンダースン先輩が手のひらくらいの石のようなものを取り上げ、こちらに勧めてきた。

「あ、本当ですね。ひんやりしてます」

　勧められたマリアが手に取りそう同意したが、

「今は春ですから必要ないですし、任務にも使えなさそうですね」

　デューイにぴしりと言われてしまった。

　確かに夏には重宝するかもだけど、今はいらないし敵（狸）にもあまり効果はなさそうだ。

　そんな後輩からの手厳しい指摘にも負けずアンダースン先輩は『ほっこり温かい石』や『いつもほんのりいい匂においがするハンカチ』『少し扇げばかなりの風が吹く団扇うちわ』『食べ物の匂いを溜ためておける袋』などを紹介してくれた。

　すごいとは思ったが……任務には使えないだろうなというものがほとんどだった。

「色々、本当に色々あるんだけどね。ただ試作品でまだ実用可能なものが少なくてね」

　まるで言い訳のようにそう言ったアンダースン先輩は、最終的にもう色々とめんどくさくなったようで、

「まぁ、皆、各自適当に好きなのを持っていってよ。使えるかどうかは運次第よ」

　とすべてを投げ出してしまった。

　ちなみにここにきて存在を思い出したアンダースン先輩の相方ハート先輩はいつのまにか消えていた。いや、そもそもここに来た時から姿がなかったような気もする。

　途中で迷子になったのかもしれない。本当に恐ろしいほどの存在感のなさである。

　結局、頼れるはずの先輩のアドバイスもなく、ガラクタの山に投げ出された形になった私たちは仕方ないので、各自、黙々とゴミの山もとい倉庫の捜索を始めることとなった。







　う～ん。見た目だけだとなんの道具かわからないんだよね。

　このぱっと見、箒ほうきにしか見えないのはどういう道具なんだろう？

「あの、アンダースン先輩。これはどんな道具なんですか？」

「あら、私のことはローラって呼んでね。それは自動で掃除をしてくれる箒よ」

「あ、そこは見たまんま箒なんですね。でも、自動で掃除をしてくれるなんてすごいですね」

「ええ、ただゴミを感知することはできないから、ただやみくもに動いて散らかしてしまうことの方が多いのが欠点なのよ」

「……」

　それはもう掃除してくれるとは言えないんじゃあ……とこんな風に用途がわからないものはアンダースン先輩に聞けば答えてくれるのだが、やはり使えないものがほとんどである。

　興味深くはあるが、でも持っていこうと思えるものは見当たらない。

　デューイなどはすでにもう探す気がないらしく、倉庫の隅で本を広げて読んでいる。なんともふてぶてしい態度である。

　せめて簡単に持ち運べるものならば何個か持っていけるんだけど、意外に大きい道具が多いんだよね。

　何か小さくて役に立ちそうなものはないかな～。あ、あれはなんだろう。

　道具が重なり合った隅のほうにキラリと光る何かを見つけた。

　もしかして魔法少女のステッキ的なものかしら？　どうせ役に立たない道具ならせめて何かそれっぽい素敵な見た目なものを持っていきたいものだ。

　そう思い、近寄ってみると、そこにあったのは……鏡？　いや虫眼鏡？

　手のひらサイズのそれは前世で子どもの頃に見た記憶のある虫眼鏡そのものだった。

　まったく素敵魔法道具風なものではなかった。

　こじゃれた飾りがついている訳でもなく、なんの変哲もないどこにでもある虫眼鏡なのだが……覗のぞいてみても物が大きく映ることはなくて……やっぱり用途がわからない。

「あのアンダースンじゃなくて、ローラ先輩これはなんの道具ですか？」

「あら、なぁに」

　ローラと呼んだことが効果的だったのか、すごくいい笑顔で振り返ってくれた。

　よしここは腹を決めてアンダースン先輩のことはローラ先輩と呼ぶことにしよう。

　そのローラ先輩は、私の手にしていた虫眼鏡を見ると、う～んと首をひねった。

「これは部署長が研究していたもので、私もよくわからないんだけど確か暗いところで光ったりする道具だったと思うわ」

　どうやら虫眼鏡ではなく、懐中電灯的なやつだったようだ。

　懐中電灯か、それはなかなか役立つ道具なのではと思ったが……どのくらい光るのか聞いてみると手元がぼんやりするくらいだとか……やはり他のものと変わらず、ぱっとしないもののようだ。

　その後、いくつか見つけて聞いてみるも、どれもぱっとしない感じだった。しかし、せっかく貸してくれるというので何も借りないのもなんだしということで、虫眼鏡型の懐中電灯（光はぼんやり）と食べ物の匂いを溜め込んでおける小袋（香りはほんのり）を借りてみた。

　もしかしたら、夜に歩く時やお腹なかがすいた時に使えるかもしれないからね。

　マリアやソラも色々探して、何かしら借りていたが、デューイは結局何も借りなかったようだ。もったいない子である。

　そうして各自、道具をレンタルした後は明日に備えて準備をし、また明日の朝、魔法省に集合ということとなった。
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「それでローラ、新人たちの方はどうなった？」

　そう上司に尋ねられた私、本名ガイ・アンダースンことローラは、先ほど解散してきた新人たちについての報告を行った。

「はい。皆、それぞれ迷いながらも道具を選んでいきましたよ。ただデューイ・パーシーだけは『いらないです』と何も持っていきませんでしたけどね」

「ははは、彼は可愛い顔に似合わずなかなか気難しいらしいからな」

　私の上司であり、魔法道具研究室の部署長であるラーナ・スミスはそう言って笑った。

　そんな上司に私は、疑問をぶつける。

「しかしデューイではありませんが、あのような試作品か失敗作ばかりのところで道具を選べと言われても困ると思いますよ。なぜ、ちゃんと実用できる道具を貸してあげなかったのですか？」

　そう実はあの新人たちを案内した倉庫の他に実用できる道具をきちんと保管している場所もあるのだ。

　それなのに、ラーナが新人たちを案内しろと言ったのはあの試作品と失敗作が集められている倉庫だったのだ。

　おそらくこの上司のことだから、何か深い考えがあってのことだとは思ったが、あれだと新人たちは、魔法道具研究室はしょうもない道具しか作れないと思ったことだろう。

　しかし、肝心のラーナの答えは、

「だってちゃんとした道具を新人に貸して壊されたら困るだろう。それに試作品を試してもらういい機会にもなる」

　という割としょうもない、いや深さもなにもない答えだった。

「……そうですか」

　考えすぎた自分になんとなく疲労感を覚えていると、

「それにあそこにあるのは使えないものばかりではないぞ。特定の人物しか使えないものだってそれなりにある」

　ラーナが意味深な顔でそう告げた。

「特定の人物しか使えないものですか？」

　そんなものがあのガラクタ、いや試作品の中に？

「そうだ。ちなみにマリア・キャンベルは何を選んでいった？」

「えっ、え～と、確か、魔力を増幅させる腕輪ですね」

　私の答えに、ラーナの目がキラリと光った気がした。そしてその表情が実に楽しそうなものに変わる。

「ふふふ、期待以上じゃないか。あれを選ぶなんて」

「あのでも確かあれは、効果なんてほとんどなくて、ただのお守りみたいなものでしたよね」

　それで使えなくてあの倉庫行きになったと記憶していた。ラーナもそれは知っているはずなのだが……。

「ああ、あれは普通の人間、いや普通の魔力を持つ人間が持っても効果はない。だがある魔力を持つ者だけには大きな効果をもたらすはずなんだ。ただその魔力を持つ者の数が少なすぎて実験が進まず、結局、倉庫行きになったんだ」

「まさかその魔力って……」

「ああ、そうだ。光の魔力だ」

　その言葉に一瞬、身体からだにゾクリとしたものが走った。あの大量の使えない道具の中からまさかピンポイントでそれを選び抜くなんて……。

「さすがマリア・キャンベル、噂うわさどおりのまさに選ばれし乙女おとめだな。実に興味深い。ぜひうちの部に欲しいところだ」

　平民でありながら強い光の魔力を持つ美少女のことを陰で選ばれし乙女と呼んでいる者たちがいることは知っていたが、今回の件、まさにその者たちの言うとおりのような気がしてくる。

　マリア・キャンベルは普通とは違う何か特別なものを持っているのかもしれない。しかし、

「あんな優秀な人材。うちにはもらえないと思いますが」

　なんせうちは魔法道具研究室だ。魔力、学力ともに優秀でなんの欠点もない優等生であるマリアを引っ張ってこられるとは思えない。

　だが、そんな私の忠告は興奮気味のラーナの耳には届かなかったようで、

「あとは、ソラやカタリナ嬢はどんなものを持っていった？」

　と華麗にスルーされた。

　ラーナは基本的にはいい上司なのだが、面白そうで興味を引かれることがあるとすぐこんなふうになってしまうのがたまに瑕きずである。私はそんなラーナにやや苦笑しつつ、

「ソラは魔力で出した火がしばらく保持できるスティックで、カタリナ嬢は食べ物の匂いを溜めておける小袋だったかと」

　と答えれば、

「ぶはぁ、ソラのはともかく、カタリナ嬢のチョイス面白すぎる」

　ラーナはゲラゲラと腹を抱えて笑い出す。

　まぁ、私もカタリナ・クラエスが匂い袋を持ってきた時には、思わず笑いをかみ殺した。

　あれは疲れが溜まりすぎてハイになった同僚がそのハイな勢いのまま冗談で作ったものだ。そもそもそうやって作ったはいいが、あまりに使い道がなさすぎて倉庫に投げられていたのだ。まさかそんなものを持っていくとは、というかそもそも何に使うのだろうか、謎だ。

　しかもそれを何気に自信に満ちた顔で持ってきたのだから……私、よく噴き出さずに堪こらえたな。

「カタリナ嬢は、なんだか噂とはだいぶ違う感じの方ですね」

　思わずそう呟くと、ラーナはにやりと笑みを浮かべた。

「噂って、あの我わが儘まま令嬢が暇つぶしに魔法省へコネで入ってきたってやつ？」

「はい。そのように言っているものが多いので。ですが今日、会った感じではそんな風には見えなかったです」

「へぇ～、どんな風だった？」

「我儘な感じはまったくしませんでしたし、そもそも公爵家の令嬢らしさもないというか、なんだか変わった子という感じでした」

　私が素直にそう答えると、ラーナはまたゲラゲラと笑い出した。

　カタリナ・クラエス。クラエス公爵家の一人娘にして、第三王子の婚約者。そんな人物が魔法省に勤めるという話が伝わってきた時には皆、それは驚いた。

　そして色々と憶測が流れたが、最終的には我儘な令嬢が結婚までの暇つぶしに遊びがてらやってくるという噂が事実のように伝わり、彼女の魔法省での印象はあまりよいものではない。

　かくいう私も実際に会うまではあまりいい印象は持っていなかったが……少し接すればどうやら噂とはかなり違うようだと気づいた。

　今まで、私が出会った高い身分のご令嬢たちとはあまりにも違うカタリナ。その普通とはズレた言動に初日から笑わせてもらった。正直、これから一緒に旅するのが少し楽しみでもある。

　そこまで考えて、そういえばカタリナはもう一つ持っていくと言っていたことを思い出した。

　匂い袋の印象が強烈で忘れかけていた。

「あとカタリナ嬢は、ラーナ様が作られたあの光る鏡みたいなものも持っていかれましたよ」

　そうラーナに告げると、その顔つきがそれまでの楽しそうなものから、がらりと変わって急に真ま面じ目めなものになった。

「光る鏡みたいなやつって、私が最近、開発していたあれかい？」

「は、はい。あれです」

　ラーナの迫力にやや呑のまれながらそう返事をすると、

「最近、見当たらないと思ってたら倉庫のほうに紛れていっちゃってたのか……そしてそれをカタリナが持っていった」

　難しい顔をして考え出したラーナに、不安になって、

「あの、あれはただ光るだけのものではなかったのですか？」

　と尋ねれば、

「ああ、ほとんどの人間にとってはそれだけのものなんだけどね」

　どうやら、あれもマリアが選び抜いたものと同様に特定の人間にだけ特別に作用する道具だったようだ。

「……カタリナ嬢に貸してはいけなかったでしょうか？」

　おそるおそるそう尋ねれば、

「いや、別に持っているだけならなにも危険なものではないから大丈夫だけど……」

　そこでラーナは言葉をきって、

「あれをカタリナが持っていったということに何か嫌な予感がする。ローラ、今回の試験もしかしたら、そう簡単には終わらないかもしれない。もしもの時はすぐに私に連絡を入れて」

　いつになく真面目な顔でそう告げる上司に私は「はい」と深く頷うなずいた。

　例の噂がまったくの的外れならば、カタリナがここに入ったのはおそらく何か訳あるのだろう。普段お気楽な上司がこんな真剣な顔をするような何かが。

　行う試験内容は非常に簡単なもので、こんな任務ならなにも起こるはずがないと気楽に思っていたが、どうやら気持ちを改めて臨まなければいけないようだ。

　よし、今日は念入りに就寝前の体操をしよう。そう気合を入れ直す私に、

「ちなみに相方のネイサンはどうした？」

　ラーナがそう聞いてきたので、

「いつもの迷子です」

　と答える。

　今回の試験監督の相方ネイサン・ハートは非常に優秀で真面目でいい奴やつなのだが、その薄すぎる存在感と、数歩歩くと迷子になるのが欠点だ。

「監督はランダムで選ばれるとはいえ、ネイサンに外での任務は大丈夫なのだろうか……行く時は縄でつないでいったほうがいいかもな」

「……そうですね」

　もしかして何か起こるかもしれない任務に、あの相方、私はだいぶ不安になった。
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　さぁ、明日は魔法省に勤めて初の任務（試験ではあるけど）である。なんだか、ちょっとワクワクしてしまう。

　しかも初回から遠出でお泊まりであるので、泊まりの準備もしなければならない。

　服は制服とパジャマがあればいいだろうけど、あとは何が必要かしら？

　行きや帰りに食べるお菓子に、お昼にご飯の後おやつで食べるお菓子に、夜に小腹がすいた時に食べるお菓子に～、あとは何がいるかしら、とりあえず借りた魔法道具の匂い袋と虫眼鏡を持っていけばあとはどうにかなるかしら。

「よ～し、明日から頑張るわよ！」

　ベッドの上に立ち上がり拳こぶしを掲げてそう宣言すると、傍そばにひかえていたアンが、

「はしたないのでおやめください」

　と冷ややかな目線で注意してきた。そして、

「明日から大丈夫でしょうか、一緒に行くというマリア様によく頼んでおかなくては」

　と子どもを遠足にやるお母さんみたいなことを言っていた。

　そんな風に言われてはいるが、私だってもう立派な社会人である。前まではアンにかなり手伝ってもらっていた（ほとんどアンがやってくれていた）泊まりの支度だってちゃんと自分でやった。

　しかし、私の詰めた荷物を『確認させてください』と見ていたアンは、

「この菓子は？」

「ああ、行きや帰りに食べる分よ」

「こちらの菓子は？」

「お昼ご飯の後おやつで食べる分よ」

「こちらは？」

「夜に小腹がすいた時に食べる分よ」

「食べすぎです。こんなにいりません」

　そう言うと、私の詰めたお菓子を半分以上、取り出してしまった。

　あぁ～、私のお菓子たちが～～～。

「ちなみに髪をとかすための櫛くしや、鏡などが入っていませんが」

「いや別にいらないかな～と思って」

「カタリナ様、あなたはもう成人した女性ですよね。成人した女性には最低限の身だしなみというものがあります。奥様からもさんざんとご指導されていることと思いますが」

「……持っていきます」

　こうして私が自ら準備したお泊まりの荷物は、厳しいチェックを受け、結局ほとんどアンによって詰め直されてしまった。

　せっかく自分でちゃんと準備したのにな～。

　そんなこんなしているうちに夜はふけていった。

　そして、明日のことを考えると興奮してなかなか眠れないかもしれないなどと思っていた私だったが、結局、出勤初日の疲れなどもあってかベッドに入るとすぐに深い眠りに落ち、やがていつものようにアンに起こされて出発の日の朝を迎えた。







第四章　狸たぬき退治へ







　出発の朝、外はとてもいい天気だ。これはなかなか幸先がよい気がした。

　父の仕事先について行くので今日は魔法省へは出向けないというキースが、庭まで見送りにきてくれて、

「色々と本当に本当に気をつけてね」

　と昨日きのうからもう何度目かになる言葉をかけてきた。

「大丈夫よ。ちょこっと田舎いなかを散策しに行くだけみたいなものだもの。何にも危険なことなんかないわ。まったくキースは心配性ね」

「いや、僕が心配性なんじゃなくて、義姉さんがトラブルに巻き込まれすぎなんだよ。くれぐれも変な場所にはいかないで、変な人にもついていかない。お菓子をくれるって言われても絶対についていかない。わかったね？」

　私は小学生かとも思ったが、こんなに厳しい顔をしたキースに何か言い返そうものなら、またさらに長い小言をくらうのは目に見えているので、

「わかったわ。気をつけるわ」

　と素直に返事をしておいた。

　そして、『とにかく気をつけて』と口をすっぱくして言い続けるキースに見送られて屋敷を出発し、しばらくして魔法省へと到着した。

　馬車をおりて集合場所へと向かうと、すでに他ほかの新人メンバーは集合していた。

　ソラはいつもと変わらない飄ひょう々ひょうとした様子で、マリアは少しだけ緊張した様子だった。デューイは昨日見た時と変わらずどこか不機嫌そうだ。

　そんなチームのメンバーに挨あい拶さつをしていると、今回の試験の監督である（個性的な）先輩方が現れた。

「さぁ、皆、しっかり準備はしてきたかしら、いよいよ出発するわよ」

　前世の子ども番組のお姉さんお兄さんのような感じで、女装マッチョ、アンダーソンもといローラ先輩が言った。

　朝からメイクもばっちりのローラ先輩の本日の制服はまた昨日のものと違うフリルとリボンがついている。何着あるのか気になるところだ。

　そしてそんなローラ先輩の手にはなぜかロープが握られており、その先には……ネイサン・ハート先輩に結ばれていた。

　え、何、どういうこと？　怪け訝げんな目でじっとロープでつながっている二人を見つめると、

「これはネイサンの迷子対策で、決して私たちに変な趣味があるわけではないのよ！」

　ローラ先輩が必死な感じで言ってきた。

　いや、別に変な趣味だとは思ってませんけど……というかそもそもその派手な女装の方は変な趣味ではないのだろうか、ローラ先輩の変の基準が気になるところだ。

　ちなみに結ばれているハート先輩の方はただ黙って切ない目をしていた。

　確かに昨日のあの短距離を迷子になる先輩だものな、対策は必要だよな。

　ただ、その腰にロープを結びつけられた状態は、どうしても飼い主とペットに見えてしまうのだが。

「では、時間ももったいないから改めて、さぁ、出発しましょう」

　ローラ先輩のその掛け声とともに私たちは準備された馬車へと乗り込む。

　今回の任務のためにローラ先輩が手配したという馬車はキースを探しに行った時に使用した馬車よりもさらに大きいので、私、マリア、デューイ、先輩方が皆、乗っても平気だ。

　ん、あれ？

「あの～、ソラはどこへ？」

　ともに乗り込んでこない仲間の行方ゆくえを尋ねると、

「ああ、ソラ・スミスには馬車の御者をお願いしたのよ。馬車は頼んだんだけどうっかり御者を頼むのを忘れちゃったの。でも、私、馬車は扱えないし、ネイサンにさせたら目的地にたどり着けないから困ってたら、ソラが自分がしますって言ってくれて本当に助かったわ」

　とローラ先輩がにこにこと答えてくれた。

　さらにくわしく聞くと昨日の夕方に馬車が届いたところでローラ先輩のうっかりミスで馬車の御者を頼み忘れたことが発覚、どうしようかと困っているところにソラが偶然居合わせて、仕方なく引き受けたらしい。ソラお気の毒様。

　しかしローラ先輩、うっかりで御者忘れてしまうのもなかなかだが、そもそも先輩が馬車を扱えないのも意外だ。見ため的には（衣装と化粧を除けば）得意そうなのに……。

　そしてハート先輩は馬車でも迷子になるのか、チラリとハート先輩に視線を移せば、ハート先輩は非常に申し訳なさそうな顔で「すいません」と頭を下げてきた。

　今朝けさは目覚め爽さわやかで、外に出れば天気もよくて幸先がいいと思ったのに……試験を監督する先輩たちがこんな感じでほんとうに大丈夫だろうか。

　これから出発するという馬車の中で私はなんとなく不安になっていった。







　馬車の動き出し始めこそ皆、静かにしていたのだが（というよりこのメンツで何を話せばいいのかわからなかったのもあるが）しばらくするとローラ先輩が、

「マリアちゃんの肌ってすべすべで本当に綺き麗れいよね。なにか特別なケアとかしてるの？」

　といきなり女子トークを始めた。

　え、なんでいきなりそんなトークを！

　私と同じくマリアも驚いたようだが、そこはさすが、

「いえ、特にこれといったケアはしていません」

　ときちんと答えていた。そんなマリアの答えにローラ先輩は、

「え～何もしていないのにそのお肌なの～ずるいわ～」

　と頬ほおを膨らました。その仕草（のみ）は、それは可愛かわいらしい。

　しかし、マリアのあのすべすべお肌がまさか天然ものだったとは……さすがは主人公。

　ちなみに私は、毎日、お風呂あがりには化粧水やらなんやらを丁寧に塗り込んでケアしている、主にアンが（自分ではしない）。そのおかげかマリアほどではないがお肌の具合も良好である。

「デューイちゃんは、そのふわふわの髪は何かしてるの？」

　ローラ先輩はデューイ少年のことも『ちゃん』付けで呼ぶことにしたようだ。ニコニコして仏頂面のデューイにそう尋ねたが、

「いえ、何もしてません」

　とぶっきらぼうに返されていた。しかし、まったくめげた様子はなくやはりマリアの時と同じように『ずるい～』と頬を膨らませていた。

　そして次に私の方に目を向けてきた。

　おぉ、これは私も何かケアしてるか聞かれるパターンなのね。でも、私、何でケアしてるのか把握してないんだよね。アンにすべて任せてるからな。というよりアンによって強制的に塗り込まれているだけだからな。

　どう答えたらいいやら。

「カタリナちゃんは～」

　ローラ先輩が口を開いた。とりあえず『後でメイドに何でケアしてるか聞いておきます』って言っておけばいいかしら、

「なんのお菓子が好き？」

「……」

　予想外すぎて返事に詰まった。

　美容全然関係なかった。色々と考えたが無駄だった。というかなぜ私だけ菓子なの？　なぜ美容の話じゃないの？　男の子のデューイにも美容の話で振ったんだから、そこは私にも同じように振ってちょうだいよ。

　肌とか髪とか褒めてよ～、そりゃあ、二人の方が全然あれだけど……私だって、いやアンが頑張ってくれているのに！　なぜ一人だけ菓子なの。

「……なぜお菓子なんですか？」

　意味がわからずローラ先輩にそう尋ねれば、

「う～ん。なんか好きそうに見えたから？」

　と小首をかしげて言われた。やはりその仕草（のみ）は、それは可愛らしい。

　それにしても『なんか好きそうに見えた』とは……どういうことだろう。確かに私はお菓子が好きだ。

　自宅の屋敷の使用人が買ってくるお菓子には定期的に目を通して味をチェックしているし、また自ら城下町を散策して美味おいしいお菓子を探したりもするし、なかなか味にも厳しいと自負している。

　まさか、そうした菓子へのこだわりが顔に出てくるようになったのだろうか？

「好きじゃなかった？」

　ローラ先輩が再び可愛い仕草で聞いてくる。

「……いえ、好きです」

「やっぱり！　ねぇ、何かお勧めはあるの？」

「お勧めですか……どんな種類のものをお好みでしょうか？」

「う～んとそうね～」

　こうしてお菓子トークが始まるとかなり盛り上がっていった。

　美容系や恋愛の話はやや不得意な私だが、ロマンス小説と、食べ物、特にお菓子のこととなれば、いくらでも話すことができる。

　王室御用達の高級店から城下町の小さなお菓子屋さんまで色々とチェックしているので話題にはことかかない。

　途中でマリアの手作りお菓子の話になり、マリアも巻き込んでお菓子トークは盛り上がりに盛り上がった。そして、

「それでそこのシュークリームの生地のふわっとした具合といったらもう」

　としゃべっていたところで、私のお腹なかがぐぅ～と音を立てた。やばい食べ物のことを話しすぎてお腹を刺激してしまった。

　そんな私の腹の音を聞いたローラ先輩がクスクスと楽しそうに笑って、

「そういえばそろそろお昼ね。近くの町で何か食べましょうか」

　と提案してくれた。

「はい」

　と元気に返事をしつつ、いつのまにかかなりの時間が経っていたことに気付いた。

　すごく楽しく話していたから、あっという間だった。

　いつのまにか出発時の不安なんてすっかり忘れていたし、緊張した表情だったマリアも穏やかな顔になっていた。デューイ少年は相変わらず仏頂面のままだったが。







　ローラ先輩が馬車を操縦してくれていたソラに声をかけ、次の町で昼休憩をとることとなった。

　国の外れの田舎の方へと進んできているので、休憩に入った町もそんなに大きなものではなくこぢんまりした所だった。

　それでも小さいけれど食事をとれる場所があったので、そこに皆で入った。

　家族でやってますといった感じの小さな食堂、メニューは少なかったが出てきたご飯はなかなかに美味しかった。

「う～ん。美味しい」

　パンはふんわりしっとり、中のレタスはとれたてなのかシャキシャキで、ベーコンはカリカリでなんともたまらない触感と味わいだ。すごく～美味しい～、これなら何枚でも食べられそう。もう一つくらいお代わりしてもいいかしら。

　そんな風に出てきたサンドイッチをご満悦で頬ほお張ばっていると、なぜか怪訝な目をしたデューイと目があった。

「どうしたの、あなたも食べたいの？　一つならどうぞ」

　デューイも食べたくなったのかと思い、そう言ってお皿を勧めたが、

「い、いえ。いりません。……というかクラエス様でもこういう所の料理を召し上がるんですね」

　後半はやや小さな声でそう言われた。

「こういう所の料理？　ここの料理すごく美味しいよね」

　よく意味がわからず、そう返すと、

「そうですか」

　とそっけない返事と共に目をそらされてしまった。なんだったんだろう。

　デューイとは、半日近く一緒に過ごしているが、今のが初会話かもしれない。

　完全に嫌われている感じだけど……何が原因なのか、話しかけてもこんな調子じゃあ、原因すらわからない（まぁ、私以外ともほとんど話はしていないけど）。

　今回のⅡで破滅フラグに大きく関係してそうな人物だし、もう少し話せるようになって色々と聞き出したいのにな。その後、視線が合うことはなかった。

　私はサンドイッチをおかわりしたかったのだが、あんまり時間もないからとソラやマリアにとめられてしまい落ち込んでいると、食堂のおじさんが『あんなに美味しそうに食べてくれて嬉うれしかったよ』とサンドイッチをお土産みやげに包んでくれた。

　おじさんに飛びつかんばかりに喜んでお礼を言って、店を後にし、馬車に戻ろうというところでそれは起こった。

「さぁ、じゃあ、馬車へ戻りましょうか」

　とローラ先輩に声をかけられ、共に歩き始めた私たちだったが……少ししてローラ先輩がびくりと跳び上がるように立ち止まった。

「ど、どうしたんですか？」

　と声をかけると、ローラ先輩は青い顔で振り返って、

「……ロープ掴つかんでくるのをわすれちゃった……行きはちゃんと掴んでたのに……」

　と絶望的な声で言い、その言葉どおりその手には何も握られておらず、そして、ばっと全員で振り返ったが、そこにはもう誰の人影もなかった。

　前世のマンガでいうところの何もないところヒューと風が吹いていくようななんとも言えない雰囲気が流れたが……すぐに復活したローラ先輩が、

「まだ遠くには行っていないはず、こちらの二人はあちら側を、そちらの二人はあちら側を、私は向こうの方を手分けして捜せばすぐ見つけられるわ！」

　とテキパキと指示を出した。

「「「「はい」」」」

　そして新人四人は先輩の指示どおりに二人組で散らばった訳だが……なんでよりによってこのペアに……。

　私は隣でとても不愉快そうな表情を浮かべる相方を盗み見て、なんとも気まずい気持ちになる。

　いた場所によってローラ先輩に咄とっ嗟さに分けられた組はソラ、マリアのペア、そして私とデューイのペアとなってしまったのだ。

　そして、今の状態である。あぁ、気まずい。

　ハート先輩はやく見つかってくれないかな。そもそもなんであんな短距離でしかもこんな人も多くないところで迷子になるのかな。逆にどうやったら迷子になれるのか不思議だ。かくれんぼのつもりなのかしら？　だとしたら意外なところに隠れてたりして。試しに店の脇にあったゴミ箱の蓋ふたを開けてみたがいない。

「……あの、さすがにそこにはいないんじゃあないですか」

　デューイになんとも言えぬ目を向けられて、私はそっと蓋を戻した。

　再び無言で黙々と捜していく…………しかし、この試験中はこの先も一緒にいなければならない訳で……このままではいけない。今、この瞬間がチャンスなのだ。こんなに嫌がられている原因を探らなくては！

「あ、あの、デューイ・パーシー」

　思い立って声をかけたはいいが、はて探るってどうやって？　う～ん、うまい探り文句が浮かばないな～。

「あの、その、私に何か気に食わないところがある？」

　結局、口から出たのは直球の言葉になってしまった。これで『全部です』とか返されてしまったら、もうチーンとなるしかない。

　口に出した後に、なんで直球で聞いてしまったのか、もっと何かいい感じに聞けたのではないかと後悔するも時すでに遅し、目の前には眉まゆを顰ひそめ不快そうな顔をするデューイ。

「それは……」

　そこでデューイは少し間をあけ、深く息を吐いた。

「……僕の家は貧しくて、幼い子供でも家の仕事をしなければ暮らしていけませんでした。近所にある無料で授業をしてくれる学校に通うのも、身内に頼み込んで家の仕事もこなすことを条件にやっと行かせてもらっている状態でした。僕はそんな貧しさから抜け出したくて必死に勉強しました。そのかいあって学校を飛び級で進級させてもらえて、そして国の一番の機関である魔法省への入省も決まりました」

　あの本に入っていたメモでデューイの家が貧しく、努力して魔法省に合格したことは知っていたけど、本人の口から直接聞くその事実は想像していたよりずっと重いものだった。

「家の仕事は多くて、勉強する時間を作るのは大変で、ほとんど眠れない日もたくさんありました。それでもなんとかそんな状態を抜け出したくて、必死で、ここまできました……カタリナ・クラエス様、あなたはどうして魔法省に入省されたのです？」

　デューイの青い瞳ひとみが強い光を持ってこちらを見つめていた。

「あ、あの、私は……」

　一応、闇やみの使い魔を宿してしまったというのがあるけど、それは秘密事項だ。

　それにそもそもの理由はジオルドとこのまま結婚になってしまうのが怖くて、なんとか逃げたくてというもので……デューイのここまでの話を聞いてからでは、とても答えられるようなものでなくて……あー、そういうことか……。

　答えられない私にデューイは皮肉めいた笑みを浮かべた。

「公爵家のご令嬢が、強力な魔力もなく、試験もなく入省されたのはどうしてですか？」

　その言葉にははっきりとした悪意が込められていた。

　やはりそうだった。彼が私を嫌っていたのは……。

「僕は真剣に仕事をしにきたんです」

　そう言ってデューイは目をそらして再び歩き出した。

『私も真剣に仕事をするためにきたの』と返すことはできなかった。だって、私はただ逃げるためだけにこの場所を選んで、そして簡単に入れてもらった。

　自分が必死に努力してようやくたどり着けた場所に真剣に仕事をする気もないのにさらっと入ってきている人がいたら、それは腹が立つだろう、気分も悪くなるだろう。

　こちらの世界に生まれ変わってからは身分も地位あった（ついでに破滅もあったけど）。あること与えられるものが当たり前になって驕おごってしまっていたのかもしれない。

　前世では普通のサラリーマンとパート主婦の子として、それなりに節約した生活を送っていた。近所のお金持ちの子とコンビニでアイスを買い食いした時には、お金持ちの子が高級カップアイスを食べるのを横目に一番お買い得な棒アイスを舐なめて我慢したりもしていた。

　それなのに、今の私ときたらお菓子もすぐおねだりして買ってもらい、あまつさえ新作ができたら教えてもらうなんて贅ぜい沢たくなことまでしている。

　いつの間にか、傲ごう慢まんな人間になってしまっていたのかもしれない……このままでは、ゲームのカタリナのように破滅してしまうかもしれない。

　思ってもいなかった自分の現状に私が気づいたところで、道の先からソラがやってきて私たちにハート先輩が見つかったことを告げた。







　ハート先輩を無事に見つけた私たちは馬車に乗り込んで、再び目的地へと出発した。

　戻ってきたハート先輩にローラ先輩がお説教を繰り返しているようだったが、私の耳には入ってこなかった。

　デューイの発言により驕った我わが儘ままな人間になってきているかもしれないことに気づいたことは私にとてつもない衝撃を与えていたのだ。

　もしかしたらそんな風だったからまた破滅フラグがやってきてしまったのかしら……。

　悶もん々もんとする頭の中を整理しようと脳内に会議場を設置する。




　議長カタリナ・クラエス。議員カタリナ・クラエス。書記カタリナ・クラエス。




『……はぁはぁはぁ……で、では、皆さん席についてください』

『……はぁはぁ……いや、ちょっと待って議長、まだ全員そろってない』

『……はぁはぁ……そうよ。まだ無理よ。準備が整ってないわ』

『それは、同感です。突然の招集で、まだこちらのコンディションが整ってませんものね』

『それに今回はちょっと出番が多すぎますわ。私たちにだって都合というものがありますわ。よし、今回はもうパスさせて頂きましょう。これにて閉廷！』

　こうしてカタリナ会議は閉廷し……。




『……ち、ちょっとまってください議長、それではいくらなんでも……少しでいいから話し合いましょう！　あ、書記も帰り支度しないでください！　自分たちのことでしょう！』

『……そ、そうでしたわね。ついめんどくさ、いえ、ちょっとあれでね。さぁ、改めて話し合いましょうか。え～と、なんでしたっけ、夜ご飯に何を食べるかでしたっけ？』

『いえ、違います、議長。カタリナが傲慢で我儘になってきているのではないかという件についてです』

『う～ん。確かに最近のカタリナときたら、お菓子ばかり食べて、おまけにキースのお菓子までこっそり分けてもらったり、マリアちゃんにお菓子をねだったり……だいぶ我儘放題ですね』

『そうですね。特に卒業式からこの頃ごろ、美味しい食べ物ばかりひたすら食べまくり、ドレスもだいぶきつくなってきているってアンが嘆いていたわ。このままでは駄目よね』

『我儘放題の食べ放題ね。すっかりダメ令嬢だわ』

『このままじゃあ、破滅フラグにかからなくても、かってに破滅してしまいそうだわ』

『本当にこのままじゃあ駄目ね』

『どうすればいいのかしら？』

『う～ん、とりあえずお菓子を控える？』

『それで解決するの？』

『……しない気がする』

『悪役になりかけているなら心を入れ替えればいいんじゃない、改心すればいいのよ』

『おお、それは名案ね。でそれはどんな感じで？』

『それは、わからないわ』

『……』

『……あ、あのさ、前世のおばあちゃんが「どうしたらいいのか考えてもわからない時はとりあえず今、やらなくてはいけないことを一つずつ精一杯やっていく、そうすればいずれ答えは見えてくる」みたいなことを言ってたよ』

『おぉ、なかなかの名言ね』

『そうね、よし、おばあちゃんの言葉を信じてやってみましょうか』

『なんか深い言葉っぽいし、やってみる価値はありそうね』

『それで今やらなきゃいけないことは？』

『まずはこの試験をクリアすること、狸退治ね！』

『そうね。まずは狸退治を精一杯、頑張りましょう』

『『はい』』

　こうして急きゅう遽きょ、開かれたカタリナ会議にて結論は出た。

『ところで前世のおばあちゃんってあの昼ドラとイケメンが大好きなあのおばあちゃんよね？　「考えてもわからない時はとりあえず今、やらなくてはいけないことを一つずつ精一杯やっていく、そうすればいずれ答えは見えてくる」なんて名言どこで聞いてきたのかしら？』

『ああ、なんでも昼ドラでイケメンのおにぃちゃんが言ってたらしいよ』

『……昼ドラの台詞せりふ……そこは聞かなかったことにしましょう』




　そうして私がとりあえず狸退治に全力を尽くすと決めたところで、ちょうどタイミングよく馬車は目的地に到着した。







　魔法省の支所というからそれなりの建物を想像していたのだけど、実際の支所は城下町の少し大きめなお店くらいの大きさのこぢんまりとしたものだった。

　中に入ると、村のおじぃちゃんおばぁちゃんと思われる人々がテーブルに座ってお茶を飲んでいて、なんだか村の寄り合い所といった感じだった。

　私たちと目が合ったおじぃちゃんが、

「おめぇさんがた、見ねぇ顔だな～、どこのもんだ～？」

　と声をかけてきた。代表でローラ先輩が、

「どうも～王都の方からきました」

　と答えると、おじぃちゃんたちは、

「おお、さすが都会のもんは違うな。きらびやかだな～」

　と皆、感心していた。

　田舎の純朴なおじぃちゃんたちは、たとえガタイのいいマッチョの男性がばっちりメイクしてフリフリのスカートを穿はいていても『都会の人だからだな』で片付いてしまうらしい。

　うんうん。なんかいいわ～この感じ、前世の田舎を思い出すな～。

　おじぃちゃんたちのマイペースな様子にほっこりしていると、魔法省の職員と思おぼしき人物がこちらに気づいたようだ。

　席を立ちこちらに歩いてきて、ローラ先輩をはっきり認識した後、目を見開いて固まった。さすがに職員には『都会の人だから』は通じなかったらしい。

　そうしてローラ先輩の凄すさまじい存在感にのまれてしばらく固まっていた職員だったが、そこはさすが魔法省職員、しっかりと持ち直し私たちを歓迎してくれた。

「いや～、遠いところをわざわざ、ありがとうございます」

　そういって支所職員のお兄さんは私たちに席を勧め、お茶を出してくれた。

「あ、これこの辺の名物なんで、よかったらお茶うけにどうぞ」

　となにやらベリーのような果物もつけてくれた。親切でよい人だ。

「ありがとうございます。いただきます」

　お言葉に甘えてベリー的なものを頂く、うん、これは間違いなくベリーだな。ただ何ベリーかは残念ながらわからないが。

　そうして黙々とベリーを食べていると、支所の責任者が現れた。

「いや～、遠いところをわざわざ、ありがとうございます」

　丸い顔でいかにも人のよさそうなおじさんは、やはりローラ先輩の姿にぎょっとしたもののすぐに持ち直し、先ほどのお兄さんと同じセリフで私たちを迎えてくれた。

　そんなおじさんに、先輩方が今回の試験についての話を切り出すと、

「はい。本部のほうから連絡は受けてます。どうぞ、よろしくお願いします」

　とニコニコと頷うなずいてくれた。

　そしてハート先輩が狸についての状況を聞くと、

「いつもならね～、こちらでさっさと罠わなを仕掛けて捕まえるんですがね、今回は数が多くて」

　おじさんはそう言ってため息をついた。

「そんなに多いのですか？」

「はい。例年の三倍近くはいるんですよ。住処すみかである森が荒らされてしまったからか、どんどん里に下りてきてしまって」

「森が荒らされたとは？」

「よそ者が狩りにでも入って荒らしていったみたいでね。たまにあるんですが今回は特にひどくて、そちらの方が多くの村民たちに影響するので、対処するために人員をさかなくてはいけなくなりまして」

　なんでも今の時期、この村では畑よりも森での収穫の方が多く、森が荒れると村民の多くの生活が成り立たなくなってしまうそうだ。

「それでは畑の狸の方まで手がまわらないですね」

「はい。それで本部の方に応援依頼をさせていただいた次第です」

　なんだかとても大変なようだ。おじさんは疲れた顔でそう言った。

「その森を荒らしたよそ者というのは何者かわかったんですか？」

「いえ。残念ながら、さっぱりでして。今はとりあえず森の修復の方を急いでいる次第です」

「そうですか」

　そうして疲れた様子の支所責任者から話を聞いた私たちは、次に支所の職員の案内で狸の被害がひどいという畑へと向かうことになった。







　そこには広々とした畑が広がっていた。私も一応、畑を作っている人間として評価させてもらえばなかなかに立派な畑であるが……。

「これはひどいですね～」

　思わず口をついて出た言葉に、案内してくれていた支所の職員が、

「そうなんです。もう皆、嘆いていますよ」

　と切なそうな声を上げた。

　広く整備された立派な畑、しかし、そこに実った作物はどれももぎ取られ、齧かじられ、とても収穫などできないひどい状態になっていた。

　そして綺麗に整えられていたのであろう畝うねは狸と思われる足跡でぼこぼこになっていた。

「作物に頑丈な網をかけてみたり、夜に見回ったりと色々と対策はしたんですけど、なにせ数が数なんでどうにもならなくて……」

　そう言った職員の顔はどことなくげっそりした様子だった。

　あぁ、前世のばぁちゃんもよく畑に網とかかけてたな～。今、思えばあれは狸とかの対策だったのか～。基本的に（作物を枯らすから）手伝いはしなくていいって固く言われてたから気づかなかったな～。

　今、畑を作っているクラエス家の庭や、かつて作っていた魔法学園の敷地内には狸とかは出なかったから、そういう対策もしなかったのよね。

　今後、もし国外追放になったりした時のためにも、ここで色々と勉強させてもらいたいわね。

　それにしても、畑の惨状はすごいが、肝心の犯人の姿はまったく見えない。

「狸の姿が見えませんね」

「はい。ほとんど夜にやってくるので」

　そうだった、狸は夜行性だった。

　そうして畑の惨状をだいたい確認した後にハート先輩が、

「とりあえず現状の確認はここまでにして、今夜、実際にどのくらいの数でどんな状態なのかを確認しにきましょう。それまでに一度、用意してもらった宿舎に行ってそこで対策についても考えましょう」

　そう提案し、私たちはいったん用意された宿舎に行くこととなった。







　小さな村には宿屋なんてものはなく、私たちは村長の家を宿舎とさせてもらうことになった。

　普段、生活しているクラエス家と比べたらかなり小さいけど、田舎のどこか懐かしい雰囲気の家は前世の家を思い出させて、なんだか懐かしくて居心地がよかった。

　部屋の数もそれなりにあって、ちゃんと男女別々の部屋を与えてもらえた。

　ハート先輩、ソラ、デューイの男子部屋、私、マリアの女子部屋、それからローラ先輩の中間部屋。

　おそらくローラ先輩の性別がよくわからなかったのであろう、村長の奥方が気を使ってこのように分けてくれた。

　三つも部屋を使ってしまい申し訳ありませんという感じなのだが……正直、ローラ先輩と同室というのも色々と（いろんな意味で）気を使うのでありがたかった。

　与えられた部屋に持ってきた荷物を入れて、私たちは居間をお借りして狸をどう退治するかの作戦会議を行うこととなった。

「では、皆で考えを述べて今回の依頼をどうやって遂行していくか決めてもらいます。基本的に僕らは、そうとうな危険がない限り監督して見届けるだけです。この任務は君たち自身が計画して実行してください。……ガイ、さすがに室内でまで縄でつながなくても大丈夫ですから」

　前半は私たちに、後半は腰に結び付けた縄をしっかりと握りしめたローラ先輩に向けてハート先輩が言った。

「あら、そう。でも、もしまた迷子になったら大変だし」

「いや、さすがの僕も人様の家の中でまで迷子にはならないですよ」

　そうして縄から解放されたハート先輩は、

「では、あとは君たちで話し合ってください」

　とこちらにふるとそのまま完全に見守りの姿勢に入ってしまった。

　仕切ってくれていた先輩たちの離脱に、私たちは顔を見合わせる。

　狸退治の案か～、檻おりの罠でも設置して捕まえた狸を森に返せばいいくらいに考えていたけど……あの被害を見るとその数は相当なようだしな。

「僕は単純に罠を多量に作って捕まえるしかないと思いますが」

　と最年長のソラがだいたい私と同じ考えを一番に発言したので、

「私もそれしか思いつきません」

　とすばやく同意した。すると、

「しかし、あの被害の状況から考えて、かなり頭数がいると思いますが、そんなにたくさんの罠を作れますか？」

　デューイが淡々とそう言ってきた。

　確かに一匹に一つとかになるとかなりの数になるしな。

「じゃあ、まとめて何匹も捕まえる罠を作るとか？」

　と思いついて言ってみれば、

「どんな風に？　何か構想があるんですか？」

　と冷たい目を向けられ、すごすごと引き下がる。

「じゃあ、パーシー君には何かいい案があるのか？」

　ソラがそう問うと、デューイはまた淡々と答えた。

「細工した餌えさをまいておけばいいのでは？」

「細工した餌？」

「はい。狸たちの食べる餌に遅延性の毒を混ぜておいておくんです」

「……遅延性の毒を混ぜた餌？」

「はい。即効性の毒だと食べたその場で死んでしまい他の狸が警戒します。それに遅延性の毒なら巣に持ち帰って他の狸たちも食べる可能性も高く、一網打尽にできます」

　デューイは変わらない淡々とした口調でそう言った。なんでもないことのように。

「え～と、さすがにそれはやりすぎじゃないか、毒を使うとなれば人間や他の家畜も危ないし」

「毒はできるだけ人に害がないものを使い、やる時はきちんと周知しておいて、他の家畜には、もしも誤って摂取してしまった時用に解毒剤を用意しておけばいいのでは」

　おそらくそこまで考えていたのだろう、ソラの反論にもデューイはスラスラと答えた。

「これが一番早く事態を収拾する方法だと思いますが、どうですか？」

　確かに、それは一番、早い方法なのかもしれない。だけど、

「……で、でも今回、狸は人が森を荒らしてしまったせいで人里におりてきてしまったんでしょう。いわば人間のせいなのにそれをまた人間の都合で、今度は毒で殺してしまうなんてあんまりじゃない？」

　いくらなんでもそれでは狸たちが可哀かわい相そうだ。私が思わずそう言うと、デューイは顔をくしゃりとゆがめた。

「じゃあ、一匹一匹捕まえて森に戻しますか？　それこそどれだけの時間がかかるんですか？　こんな所で動物相手に慈悲の心ですか？　優しくしていればすべては解決しますか？　それでこの村の被害をどうにかできるんですか？」

　それは冷たい声でデューイはそう言った。

　確かに他に案がなくてどうしようもないのは事実で、彼の言うとおりで、何も言い返せなかった。そうして何も言えず手を握りしめるしかない私の横で、

「デューイ・パーシー、いくらなんでもその言い方は……」

　ソラがそう声をあげるのと同時に、

「私も、すぐに毒を使うっていうのは危険で反対です」

　マリアがそう声をあげた。決して大きな声ではないが凛りんと強い響きを持った声だった。

「それでは、キャンベルさんには他になにか案がありますか？」

　すかさず言い返してきたデューイに、

「まだ的確な案はありませんが、今日きょうの夜にまた状況を見て、考えれば何か出てくるかもしれませんよ。なので安易に危険な選択をしないほうがいいと思います」

　デューイをまっすぐに見つめ、そう言ったマリアには、決して引かないといった強い意志がうかがえた。

　そんなマリアの態度に、デューイはのまれてしまったようで何も言いかえせず、口をつぐんだままだった。

　そして、ここでは話はまとまらず、まずは夜の視察を終えてそれぞれまた考えて再び話し合いをという結果になった。







　とりあえずの話し合いが終わり、夜に現場を見に行くまでは各自、部屋で休むことになったので、私はマリアと与えられた部屋へと戻った。

　部屋に戻っても先ほどデューイに指摘されたことが頭をめぐっていた。

『優しくしていればすべては解決しますか？　それでこの村の被害をどうにかできるんですか？』

　うむむむむ～、それは本当にそのとおりだ。でもやっぱり毒で殺してしまうなんて……。

「すみません。カタリナ様」

　考え込んでいた私に突然マリアがそう言って頭を下げてきた。

「え、なんで、どうしたのマリア？」

　意味がわからず戸惑う私に、マリアが続けた。

「デューイのことです。失礼な態度をとってすみません」

「失礼な態度というか……ってどうしてマリアがデューイのことで謝るの？」

「その、デューイとは育った町が一緒なので」

　マリアは少しうつむいて困ったような顔でそう答えた。

「！」

　なんとデューイとマリアが同じ町の出身だったとは！

　私が見たゲーム画像や、あのメモにも書かれていなかったびっくりの情報である。

「えっと、じゃあ二人は幼おさな馴な染じみとかいうやつなの？」

　幼馴染みとの恋愛ルートは乙女おとめゲームの王道だ。前のゲームでマリアの幼馴染みは出てなかったからⅡで出してきたのかな。しかし、ここまで二人に幼馴染みであるような様子は見られなかった気がするけど……いや、よくよく考えればマリアの方はやたらデューイに話しかけようとしたりしていたかも、マリアは優しいからデューイに気を使ってしゃべりかけてあげてるとばかり思っていたけど、久しぶりに会った幼馴染みだから色々と話をしたかったのか。でもデューイにはほとんど相手にされていない感じだったけど。

「いえ、育った町は一緒なんですけど、家も近くなくて年齢にも差があったのでほとんど面識はなかったんですけど」

　そうよね、ご近所さんじゃなければ年の差があると、そんなに親しくはならないかもね。今年、私たちが十八でデューイが十三だから五歳差か、子どもの頃の五歳は大きいからな。

「……けど、頑張っている姿を目にすることはあって……昔はもっと素直な感じだったと思うんです。でも頼る人もいないようで一人で色々と大変だったみたいで、段々と誰に対してもなんだか冷たくなってしまって」

　そう言ったマリアの表情はとても悲しそうだった。

　そうか、デューイにも色々とあったのね、きっとあのメモだけではわからない苦労を重ねてきたのだろう。

　しかし……これはなんだか乙女ゲームっぽい感じだな。

　同じ町で育った幼馴染み（本人は否定したけど）、苦労を重ね、段々とそっけなく感じが悪くなってしまう彼。そんな彼を心配して気にしているうちにいつの間にか彼のことが気になり出して……いや、まさか、嘘うそでしょう。私の心の嫁、マリアが他の男に！

　でもマリアは元々、乙女ゲームの主人公であるのだから攻略対象と恋に落ちる可能性は高い訳で、それは仕方がない訳で……。

　慌てふためく私の心情などわからないマリアはさらに続けた。

「私もずっと一人で頑張らなきゃって気を張っていた時期が長かったので……なんだかデューイのことが他人ひと事ごととは思えなくて……」

　こ、これはまさに予想どおりか、マリアはすでにデューイのことが……。

「そ、それでマリアはデューイを……」

　まさか好きになったの！

「……私は……デューイにも、もっと人に心を開いて、そして頼ってほしいんです」

　セ、セーフ。これはまだ好きとかではなく、少し気になってるくらいだよね。なら、

「大丈夫よ。きっとマリアならデューイの心も開けるわ。マリアほど優しくて素敵な女の子いないもの」

　そう言ってマリアの手を握ると、褒められて少し照れたのか頬を赤くして、

「……カタリナ様、私、カタリナ様に会えて本当によかったです。私、カタリナ様が大好きです」

　とそれは熱烈な感謝を口にしてくれた。正統派美少女に頬を染め、うるんだ目で『大好き』なんて言われてなんだか妙な気分になってしまう。

　深い意味はないとはわかっているが、これは私が男だったらやばかったな。そんなことを内心思っていると、後頭部に何かがバコーンとぶつかってきた。

「な、なに！」

　驚いて思わず頭を押さえて周りを見渡せば、真横に枕まくらが落ちている。おそらくこれがぶつかってきたのだろう。しかしなぜ突然、枕が？　枕が勝手に宙を舞ったのであろうか？

　そんな風に困惑していると、じっとこちらを見つめてくる視線を感じた。真後ろから感じる視線にバッと振り返ると、そこには……、

「な、なぜ、このクマがここに！」

　私の声に視線の先を目で追ったらしいマリアも気づいて、

「ついてきちゃったの!?　家で待っててくれるように言ったのに」

　驚きの声をあげていた。

　学園では何度かマリアの肩に乗っているのを見たが、魔法省にはついてきていなかったのでそれなりに久しぶりの再会となったのは、キース誘拐事件でラーナが貸してくれて共に旅をし、そしてすっかりマリアに懐いてしまい離れなくなってしまった魔法道具のクマのヌイグルミ（自分の意志がある）であった。

　ちなみにクマの出現で驚いた声をあげたら、私の影から、ポチが一瞬、ちょっとだけピョコッと顔を出したが『なんだあのクマか』といった感じですぐに引っ込んでいった。どうやらポチにとってクマはさほど興味を引く対象ではないようだ。

「勝手についてきちゃ駄目じゃない」

　とマリアに怒られてしょんぼりした様子のクマ……しかし、私と目が合うと一瞬だが、確かに小こ馬ば鹿かにしたような表情に変わった。

　おそらく奴やつは反省などしていない。そして以前と変わらずに私を馬鹿にしている。

「すみません。カタリナ様、クマちゃん寂しかったみたいでこっそりカバンに入ってついてきちゃったみたいで」

　そう言うマリアには、

「いいのよ。マリア、仕方ないわ」

　と優しく微笑ほほえみつつ、クマには「悪さしたら許さんぞ」と視線をくれておく。クマの方は「お前ごときに言われたくない」という視線を返してきた。本当に生意気なクマである。

　こうして私とマリアの二人部屋に、プラスワンで意志を持ったクマのヌイグルミが追加となった。いや、正確に言うと私の影の中にポチもいるので二人と二匹か。

　そして夜中にまた動くので少し休んでおこうかということになり、私たちはそれぞれのベッドに入った。

　クマは当たり前のようにマリアのベッドに入って撫なで撫でされていた。そしてこれ見よがしに私へ「羨うらやましいだろう」という視線を送ってきた。嫌なクマである。ポチを投入して邪魔しようかとも思ったが、そうするとマリアも休めなくなるので諦あきらめた。

　どうすればクマにぎゃふんと言わせられるか、考えているうちにすっかり眠ってしまったようで、『時間になりましたよ』というマリアの声で慌てて飛び起きた。

　急いで支度をして皆の待つ居間へと向かった。

　クマは「危ないからお留守番していてね」とマリアに言われてしぶしぶ部屋に残った。

　しょんぼりするクマに、

「大人おとなしくお留守番しているのよ」

　と少し意地悪っぽい感じで言ってみたら、再び枕が飛んできた。乱暴なクマである。そしてあの腕で軽々と枕を投げる様子を初めて目にして、少しおっーとなった。

　居間にはすでに準備が整ったソラ、デューイ、先輩方が待機していた。

　皆、服装は昼と同じ制服だったが、ローラ先輩だけ夜仕様にややナイトドレス風な服にチェンジしていた。もしかしてローラ先輩のあのかなり多めな荷物の中身はみな服なのではないだろうか、そして会うたびに衣装チェンジするつもりなのかもしれない。

　全員が集合したところで再び支所へ向かった。

　外に出る時に、夜は昼間より捜索しにくいので、迷子になられると非常に困るという理由でハート先輩のロープが一本追加され二本となった。

　支所で夜の案内を頼んでいた職員と合流し、再びあの畑を目指した。

　暗くなった道は、ランプの明かりだけでは少し心こころ許もとなかった。試しに持ってきた魔法道具の虫むし眼鏡めがねを出してみたけど、本当にほんのりとしか光っていなくて、まったく役に立たないことがわかりすぐにポケットに収納した。

　前世の懐中電灯とかあればすごく便利なのにな。そんなことを考えながら、皆と暗い道を歩いていく。

　やがて、昼間にやってきた畑のあたりについた。すると、

「な、なにこれ？」

　私たちの足は止まった。いや、止まらざる得ない状況に陥ってしまった。

　昼はのどかで村人が数人出ていただけの畑が、いまや信じられないほどのたくさんの動物たちで溢あふれていた。

　とても足を踏み入れられるような状態ではない。狸だけでなくうさぎやキツネ、リスなど色んな種類の動物たちがそろっていた。

　野生動物のためかこちらに寄ってくることはなく、むしろ警戒している気配が伝わってくる。下手へたにこれ以上、近づくのは危険な感じである。

「た、狸だけじゃなかったんですか？」

　かなり動揺している様子のハート先輩のその言葉に付き添いで来てくれた職員は、

「い、いえ。確かに昨日までは狸だけだったはずなんですけど」

　こちらも動揺が隠せない様子でそう答えた。ローラ先輩も怪訝な様子で、

「じゃあ、一日でこんなことに、どうして？　もしかしてまた森で何かあったのかしら？」

　そう口にした。

「いえ、今日も昼に様子を確認してきましたが、何も変わりなかったのですが……」

「なら、夕方や夜に何か起こったのかもしれないわね。これから森を確認しに行く？」

「いえいえ、さすがにこんな夜中に森の中に入るのは危険すぎます」

　職員は激しく首を振る。

「う～ん。そしたら、仕方ないから今日はもう退散して、また明日あす、森のほうに行ってみる？　この動物の数はさすがに異常事態だわ。ねぇ、ネイサン」

「そうですね。これでは、新人たちだけに任せるわけにもいきませんね。まずは宿に戻りしっかり休んで明日、また日が昇ってから調査しにいきましょう」

「じゃあ、危険な動物に遭遇しないうちにさっさと帰りましょう」

　ローラ先輩がそう言って私たちを促した。

「あ、はい」

　促されて少し歩いたところで、なんだか背筋がぞわりとする変な感覚が走った。

　そして影のなかからグルルルとポチの唸うなり声がした。『ちょっとポチ静かに』と小声でしかると黙ったが、ポチのことは先輩方には内緒にしているのに聞かれたら大変だ。

　慌てて、先輩たちをうかがうと、

「どうかした？」

　と声をかけてくれた。どうやら、ポチの声は聞こえなかったようだ。

「い、いえ、なんでもないです」

　ポチに気をとられて、背筋を走った悪寒のことなどすっかり忘れた私は、その後の帰り道も、またポチが吠ほえたりしないか気になってソワソワして、横を歩くマリアの様子が少しおかしいことに気づくことはなかった。

　そして行きよりも急いできたので、すぐに村長さんの家へと着くことができた。

「じゃあ、またちゃんとした調査は明るくなってから行いますので、皆さん、各自、部屋でしっかり休んでください」

　ハート先輩からそう指示され私たちは皆、それぞれの部屋へと戻った。







「はぁ～、疲れた」

　なんだか部屋に戻ったら今日一日の疲れがどっと出てきた気がする。私はベッドに仰向けにひっくり返って手足を伸ばした。

「なんだか、大ごとになってきたわね」

　反対側のベッドの端に座るマリアにそう声をかけると、

「……そうですね」

　なんだかか細い声が返ってきた。

　あれ、なんだか声の様子がおかしい。私は寝返りをうってマリアの方を向いた。すると、暗い中でもわかるくらいにマリアの顔が青白くなっていることに気がついた。

「どうしたのマリア！　大丈夫？」

　慌ててベッドから立ち上がりマリアの元に駆け寄ると、隣にはすでにクマが心配そうに寄り添っており、その目は「気づくのが遅い」と言っているようだった。

　マリアの手は触れるとひんやりと冷たかった。いつからこんなに具合悪そうだったんだろう、帰りの道でもすぐ隣にいたのに気づけなかった。

「……大丈夫です」

　と弱々しく返すマリアは、どう見ても大丈夫そうではない。

「せ、先輩を呼んできて何か薬を頼もうか？」

　任務の付き添いでついてきている先輩方なので、何か薬とか持ってきているかもしれない。そう思い立ち上がるが、

「ありがとうございます。でも、本当に大丈夫です」

　そうマリアが引き留めてきた。

「でも……」

「少しだけ空気に酔ってしまっただけなので……しばらくじっとしていれば元に戻ります」

「空気に酔った？」

「はい。あの場所の空気がなんだか変で……」

　空気が変とはなんぞやとは思ったが、明らかに具合が悪そうなマリアにそれ以上突っ込むのもどうかと思い、とりあえず温かいお茶を用意して差し出しマリアの背をさすった。

　しばらくすると、青白かった顔も段々と元の色に戻ってきた。

　やがて、その顔色がいつもどおりに戻り、冷たかった手も温かくなると、

「ありがとうございます。もう大丈夫です」

　いつもの笑顔に戻ったマリアは言った。

　そうして、マリアの体調が戻ったところで私は気になっていたことを尋ねた。

「あの、さっき言ってた空気が変というのは一体どういうこと？」

「それが、うまくは説明できないのですけど、なんだか空気が淀よどんでいる感じがして……前にキース様を助けに行った屋敷の中みたいな空気を感じて……」

　キースを助けに行った屋敷、そこでは闇の使い魔が作成されていてそのせいで屋敷の空気が淀んでいたのだ。それと同じということは、

「まさかまた闇の魔力関係の？」

「……断言はできません。ソラさんには特に変わった様子がなかったので……」

　ソラもある事情で闇の魔力を少し持っているので、光の魔力保持者のマリア同様に闇の魔力の気配がわかるのだが、確かにソラに変わった様子はなかったし、何も言ってこなかった。彼の性格なら、何かあればすぐ知らせてくれると思うのだが。

「……なのでまだ確信が持てません。また明日、調べに行く時にもっとしっかり見極めます」

　マリアはそう言ったが、

「あのね、マリア。無理しなくていいのよ」

　確かに闇の魔力絡みの事件だったら大ごとだから、ちゃんと調べなきゃいけないのはわかるんだけど……先ほどまでマリアはあんなに真まっ青さおになってたのに……。

　きっと頑張って無理をすれば体調を崩してしまう。

「私は無理してマリアがまた具合悪くなってしまうのが心配。皆がいるんだから一人で無理しないで他の人を頼ればいいのよ」

　そう言ってマリアのようやく温まった手を握りしめる。

　マリアはなんだかんだと言って一人で無理して頑張りすぎちゃうところがある。健けな気げに一人頑張るのは乙女ゲームの主人公としては正解なのかもしれないが、友人としてはとても放ってはおけない。

「ねぇ、もっと頼って」

　かくいう私なんか、自分でいうのも恥ずかしいが、人に頼りっぱなしだ。朝起きるのから出かけの支度までほとんどアンの手を借りている。今日の荷物だって結局、アンに準備してもらってる。

　真剣に訴えたからか、マリアはこくりと頷いてくれた。温かいお茶がさらに効いてきたのか頬にほんのりと赤みもさしてきた。うん。元気になって何よりだ。

「じゃあ、また明日もあるし、休もう」

　そう言って自分のベッドに戻るため立ち上がるとクマが私のお尻しりをもふっと叩たたいた。「何？」と視線を送るもぷいっと目をそらされた。なんだったんだ？

　そして私はマリアがちゃんと布団に入るのを確認すると、一日の疲れからか、即座に眠りに落ちた。







　お菓子食べ放題の夢を見ていた。たくさん積まれているお菓子を思う存分に口に放り込んでいく。しかし、食べても食べてもお菓子は増えていく、初めは嬉しかったが、その増え方が尋常じゃなくだんだんと焦ってきた。いくらなんでもこんなに食べきれない。

　そんな私の思いなどお構いなしにお菓子はどんどん増え続け、やがて部屋はお菓子でいっぱいになり、顔もマシュマロに埋もれて苦しい、マシュマロが大群でポコポコと攻撃してくる。あぁ、やめて、息が苦しい……とそこで目を覚ますと……目の前には丸い布が、よくよく見ればそれはヌイグルミの腕で、さらによく見ると私の顔の上にはクマのヌイグルミが乗っておりそのフカフカの手で顔をポコポコと叩いていた。

　どうやら夢の中のマシュマロの大群の攻撃の正体はこのクマだったようだ。

　外を見れば日が昇り始めた頃だった。

　まだまだ寝ていていい時間なのに……なんの嫌がらせだとクマを睨にらむとクマは隣のベッドを示した。そこにはマリアが眠っているはずだったが……ベッドは殻だった。

　こんな朝早くからどこへ行ったのだろう？　クマを見るがクマにもわからないらしく首を振った。どうやらクマも今しがた気がついて、それで私を起こしたようだ。

　普段ならトイレにでも行ったのだろうと気にしなかったかもしれないが、なんせ夜にあんなに体調が悪そうにしていたので、もしかしてトイレの途中で具合が悪くなったりしているんじゃないかと気になり様子を見に行くことにした。

　当たり前のようにクマがひょいっと私の肩に乗ってついてきた。いつもなら絶対にそんなことはしないのに、まぁ、クマもマリアが心配なのだろうから、今だけは肩を貸してあげることにした。

　トイレに行ってみたが、そこにマリアの姿はなかった。

　じゃあどこに行ったのかしら？　もしかしてその辺で具合が悪くて倒れてしまったりしているんじゃ！　でもどこで……まわりを見渡すとクマと目が合った。するとクマが腕を動かし、そちらへ行けと指示を出してきた。

　なんでクマに指示されないといけないのよ！　と一瞬思ったが、そこでこの生意気なクマのヌイグルミが実は魔法道具だったことを思い出した。

　しかも、人を捜すことのできるという素晴らしい能力を持っているのだった。生意気なヌイグルミという認識が強くて本来の役割を忘れていた。

「よし、じゃあ、案内して」

　そう言って私はクマの示す方へと向かっていった。

　クマの指示するとおりに進んでいくと屋敷から外に出た。そして、屋敷の裏の方へと進んで、その後角を曲がると、庭の少し離れた木の下に捜していた姿を見つけた。

「マリ……」

　すぐにマリアと声をかけて近寄ろうと思ったが、その隣にもう一つ見知った姿を見つけて、その場に留とどまった。

　マリアのすぐ隣にはデューイの姿があり、そして二人は真剣な顔で見つめ合っている。とても『おはよ～ん』と気楽に入っていける雰囲気ではなかった。

　どうしたものかと空気を読まずマリアの方へ行こうとするクマを抑えつつ、考えていると、

「どうしたんだ？」

　すぐ後ろから声をかけられた。びっくりしてばっと振り返ると、そこには訝いぶかし気な顔をしたソラが立っていた。

「ソ、ソラ！　どうしてこんなところに？」

　驚いてそう聞き返すと、

「いや、それこっちの台詞だから。こんな朝早くにどうしたんだ？」

　そう返されてしまったので、私は起きたら（正確にはクマに起こされたら）隣のベッドにマリアがいないことに気づき心配になり、クマの誘導でここまで捜しに来たことを話した。

「ふ～ん。それでマリアを見つけたのになんで声もかけずにいるんだ？」

　ソラが的確な突っ込みを入れてきた。

「そ、それは、なんか二人が微妙な雰囲気で入っていきづらくて……」

　マリアとデューイはまだ真剣な顔で見つめ合ったまま、何かを話しているようだ。しかし、この距離ではその声は聞こえない。何を話しているのかしら？

「何話してるのか気になる？」

「ええ」

　ソラの問いに素直に頷くと、ソラがさっと何かを取り出して私の耳に当てた。

『それで何の話ですか？』

　なんと先ほどまでまったく聞こえなかったデューイの声がはっきりと聞こえた。

　思わずびくっとなり、耳に当てられているものを確認すると、それは前世で見たメガホンみたいな形をしていた。

　デューイの声が聞こえたのはおそらくこれの効果だと思われたが、これは一体なんなのだろう？　ソラを振り返ると、

「どうだ。聞こえたか？」

　彼はいたずらが成功した子どもみたいにニッと笑った。

「うん。すごくはっきり聞こえた。これはなんなの？」

「遠くの音を拾って届ける魔法道具だよ。まぁ、視覚でそれなりに確認できる範囲が限界らしいけど」

　ソラはそう答えたが、

「こんなものあの倉庫にあったかしら？」

　こんな使えそうなものがあんなガラクタばかりの倉庫にあったのだろうか、そもそもソラはあの時、こんなものを持っていただろうか。

「ああ、これは倉庫のじゃなくて、部署の先輩に貸してもらってきたんだ。貸し出してくれるって言った道具があんまりに使えなさそうなのばかりだったから、もっとまともなの貸してくれってお願いしてさ」

　あっけらかんとソラは言った。

　いや、確かに使えないものばかりだなと私も思ったが、さすがの行動力というかなんというか……。

「まさかこんな任務とは無関係のとこで役に立つとは思わなかったけどな。ほら、聞きたいんだろう、どうぞ」

　少しあきれている私の様子に構うことなくソラは、そう言ってメガホンもどきを貸してくれた。

　確かに気になるので聞きたい。私はありがたく受け取り、再び耳に当てた。小さい口を自分の耳に大きい口をマリアたちのほうへ向けるようだ。

『あの、でもなんだかデューイが無理をしているように見えて』

『はっ、ほとんど面識もないあなたに俺の何がわかるっていうんですか！　ほっておいてください』

　デューイの声は荒れていた。

　そしてこの二人のやりとりすごく乙女ゲームっぽい。これはもしやデューイのイベントか何かなのでは？　もしやここでデューイとマリアがいい感じになるのだろうか？

「この感じどう思う？」

　思わず隣にいたソラに問いかけるも、はてな顔をされてしまう。そりゃあ、そうだ。ソラにはこのやりとりが聞こえていないのだから。ああ、もどかしい。

　私はソラの顔をぐいっと引っ張って私のすぐ前に設置する。

「これなら、ソラも聞こえるでしょ」

「……確かに、聞こえはするが、この体勢はいくらなんでも……」

「しっ、いいところだから黙って聞いて」

　そうしてソラと向かい合わせで耳を澄ませる。

『……私も同じだったから……』

　横目でチラリと確認するとマリアは俯うつむいていた。

『一人で頑張らなきゃって気を張って無理して……今のデューイは昔の私に似てるから、ほっとけないよ』

　な、なんてヒロインらしい台詞、これをたまに見せるあの潤んだ瞳で言われていると考えるとデューイでなくても落ちてしまう。
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　案の定、あれだけ威勢のよかったデューイも何も言い返してこない。そして、マリアはさらにとどめを刺すかのごとく、

『一人で頑張らないで、頼っていいのよ』

　そう言ってデューイの手を握った。

　表情がしっかり見れるほど近くにいなかったが、それでもデューイ少年の顔が真まっ赤かに染まっていくのがよくわかった。

　これはもう、マリアに落ちたな。

　さすがマリア！　スーパーヒロイン。お嫁さんにしたいナンバーワン！

　ひとしきり脳内で興奮して、この気持ちを分かち合いたいと、

「ふふふ、人が恋に落ちる瞬間を目にしてしまったわ～。マリアったら本当に誑たらしなんだからねぇ～」

　そう言って目の前のソラを見たが、彼は私の話には乗ってこず、なんだか複雑そうな顔で、

「……いや、俺は個人的にあんたのほうが……いやなんでもない。いいからとりあえずもう離れてくれないか？　いい加減に色々ときついんだが」

「あ、ごめんね。痛かった？」

　興奮のあまり目の前のソラを肩をぎっと掴んでしまっていた。申し訳なかった。

「いや、痛くはないが……」

「あ、マリアたちが戻ってくるわ！　覗のぞき見していたのがばれると気まずいわ。先に戻らないと」

　やばいやばい。私はソラを引っ張って足早に屋敷の中へと入った。

「そういえば、ソラこそなんであんなところにいたの？」

　ふと思い出してそう聞いてみた。すると、

「ああ、目が覚めたからトイレにでも行こうとしたら偶然、あんたが一人でどこかに行こうとするのが見えたから追ってきた」

「そうだったの」

　すごいタイミングで現れたと思ったら追ってきていたのか、そうか……あれ、ということは、

「じゃあ、心配してついてきてくれたんだ？」

　そう聞くとソラは、

「……あ、いや……また何か問題を起こされたら大変だと思っただけだ」

　とややつまりながら答えた。

　たとえそうだとしても、ありがたいことだ。確かにもし一人で外に出て迷子とかになったら戻れないだろうからな。

「ありがとう、ソラは優しいね」

　そうお礼を言うと、ソラはなぜか少し固まった。そしてなぜか大きなため息をついた。

「はぁ～、あんたって本当に無自覚な。マリアちゃんよりよっぽどだぞ。これじゃあ王子様がやきもきするわけだ」

「？」

　マリアが？　王子様が？　どういうことだろう。意味がわからず説明を求めてソラを見るも、苦笑されるだけで、

「出発までまだ時間があるから、部屋にもどって休んでおけよ」

　と部屋に返されてしまった。

　マリアが戻ってきたら、デューイとの話を聞いてみようかな。

　それにしても、あのツーショットはとても素敵だったわ。私は先ほどの光景を思い出し思わずうっとりとした。

　潤んだ目のマリアと頬を染めたデューイが熱く見つめ合う姿は後ろのキラキラ差し込む朝日も合わさってまるで一枚の絵のようだった。

　ああ、乙女ゲームのスチルにもありそうな感じの風景だ……ん、なんかデジャブが……あーーーーあの夢で見たゲームスチルと同じだ！

　先ほどこの目で見た二人の様子、それはまさにあの夢であっちゃんが見ていたスチルそのものだった。

　ま、まさか、あのスチルをそのまま目にすることになろうとは……しかし、そうなると、この試験も確実にイベントの一つの可能性が高くなったぞ。これがもしかして破滅フラグに繋つながる何かが起こるかもしれない……気を引き締めなければ！　まだ温かい布団をかぶりながら私は一人そう誓う。

　ぴしっと気を張って、しっかりして……あ～それにしても一度起きてもう一度、入る布団の中って最高だな。すごい心地よいよな～、あ～あまりの心地よさに瞼まぶたが下がっていく～。
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　昼間来た畑とまるで雰囲気が違うことに気づいたのは、歩いて向かっている途中だった。

　そしてそこに到着すると私、マリア・キャンベルは一気にその空気にのまれた。

　信じられないほどたくさんの動物たちで溢れかえったその畑の空気はなぜここまでと思うほどに淀んでいた。

　ひどく気分が悪くなり思わず口を手で押さえる。そして他の皆はどうなのかと見てみるが、皆、平然としている。

　これは私だけが感じる淀み？　以前にもこんな風に空気が淀んでいることがあった。そこでは闇の魔力が使われていた。

　もしかしたらここもそうなのかしら？　でもそれなら……私は、私と同じく闇の魔力を感知できるソラさんに視線を向けた。もしこれが闇の魔力ならソラさんも気がついているはずだと思ったからだ。だが、ソラさんは平然としており何かを感じている様子はなかった。

　ではこれは気のせい、私がただ具合を悪くしただけ？　一人ぐるぐると考えているうちにまた調査は明日へ持ち越しとなり本日は宿舎に戻ることとなった。







　部屋にたどり着くと張っていた気が抜けたのか、急につらくなってきた。

　ベッドに腰をおろして息をつく。

「なんだか、大ごとになってきたわね」

　同室のカタリナ様に声をかけられ、

「……そうですね」

　と返事をしたが、弱々しい声しか出なかった。

　そんな私にカタリナ様は、

「どうしたのマリア！　大丈夫？」

　と駆け寄ってきてくれた。

　しばらくすればよくなるだろうと思ったので、

「……大丈夫です」

　と答えたのだが、

「せ、先輩を呼んできて何か薬を頼もうか？」

　心配顔でそう返されてしまった。

「ありがとうございます。でも、本当に大丈夫です」

「でも……」

　私はこうなってしまった経緯を話すことにした。

「少しだけ空気に酔ってしまっただけなので……しばらくじっとしていれば元に戻ります」

「空気に酔った？」

「はい。あの場所の空気がなんだか変で……」

　ちゃんと説明しなければと思うのに、気持ち悪くて言葉が続けられない。

　そんな私を気遣ってカタリナ様は温かいお茶を入れて渡してくれた。お茶を受けとり口をつけると全身に温かさがしみわたり、身体が冷えていたことに気がついた。

　お茶をくれた後もカタリナ様はずっと私の背をさすってくれていた。その温かい手のお陰か、気分の悪さはすっーと消えていった。

　すっかり気分も戻り、冷えていた身体からだも温まった。

「ありがとうございます。もう大丈夫です」

　そう言うと、カタリナ様はとても安心したようにふんわりと微笑んだ。

　そしてしばらくして、

「あの、さっき言ってた空気が変というのは一体どういうこと？」

　先ほど途中で終わってしまった話の続きを聞いてきた。

　カタリナ様のお陰ですっかり元に戻った私は、あの場で感じたことを話した。

「それが、うまくは説明できないのですけど、なんだか空気が淀んでいる感じがして……前にキース様を助けに行った屋敷の中みたいな空気を感じて……」

「まさかまた闇の魔力関係の？」

「……断言はできません。ソラさんには特に変わった様子がなかったので……」

　あの時、ソラさんはまったく平然としていた。もし何かわかれば知らせてくれると思うのだが……。

「……なのでまだ確信が持てません。また明日、調べに行く時にもっとしっかり見極めます」

　闇の魔法の危険があるならば、ちゃんと見極めて報告しなければ、今日のように簡単にばててしまうわけにはいかない。もっとちゃんとしっかりしなければ！

　そう強く決意を固めていると、

「あのね、マリア。無理しなくていいのよ」

　カタリナ様が少し困ったような顔をして私を見ていた。

　無理しなくていい？　どういうことなのだろう。だってもし闇の魔力だったら大変なことだし、しっかりしなければいかないのに……。

「私は無理してマリアがまた具合悪くなってしまうのが心配、皆がいるんだから一人で無理しないで他の人を頼ればいいのよ」

　そうカタリナ様は私の手をぎゅと握った。そして、

「ねぇ、もっと頼って」

　そう言って優しく微笑んだ。

　その微笑みに顔が赤くなるのが自分でもわかった。気恥ずかしくてただこくりと頷くと、さらにキラキラした笑顔を向けられた。

　なんだかたまらなく心地よくて温かいものが胸に溢れてきた。

　そして、私は本当にこのカタリナ・クラエスという人が大好きだと心から思った。

　カタリナ様に出会って私の世界は大きく変わったと思っていた。でも違ったのだ、カタリナ様と一緒にいることで私の世界は今でも変わり続けているんだ、優しくそして強く――。

　これからもカタリナ様の傍そばにいたい。ずっととまで贅沢は言わない、でもせめて許される限りは――。

「じゃあ、また明日もあるし、休もう」

　そう言われベッドに横になると、先ほどあんなに具合が悪くなったのが嘘のように、ふわふわと気持ちよい気分になった。

　すっかり存在を忘れててすねさせてしまってクマちゃんを胸に抱き、私は心地よい眠りの中へと落ちていった。







　すごく心地よく眠ることができたお陰なのか、まだだいぶ早い時間に目が覚めた。

　すっきりした目覚めでもう一度、眠る気も起きなかった。窓からキラキラした朝日が差し込み気持ちのいい朝だ。こうして部屋の中でじっとしているのももったいない気がした。

　屋敷の前に出るくらいなら大丈夫よね。

　よく眠っているカタリナ様と、クマちゃんを起こさないようにそっと部屋から出た。

　屋敷から出ると、澄んだ空気が広がっていて思わず伸びをしたくなった。鳥たちももう活動を始めていて、ちゅんちゅんと元気に鳴いていた。

「本当にいい朝ね」

　やはり思いっきり伸びをしようと思い、周りに誰もいないか確認しようと辺りを見渡すと、少し屋敷から離れたところを歩く見知った背中を見つけた。

　デューイ・パーシー、数年ぶりに目にした同じ町の顔馴染み、そう言ってもほとんど話したこともないのだけど……。

　いや、正確に言えば避けていた節はある。昔、一度だけ勇気を出して話しかけてみたら、『光の魔力持ちの選ばれし方が俺おれなんかに構わないでください』とかなり邪険に追い払われたことがあってから少し苦手に思っていたから……でも、今になってやっとわかってきた。

　デューイの家は町でもかなり貧しい家だった。子どもたちもいつも仕事に駆り出されていて、学校も満足に通えないような様子で、それを他の子どもたちにからかわれて……だからデューイは必死に強がっていたんだ。

　あの町にいた頃、自分のことで精いっぱいでただ己の身を守り殻に閉じこもっていた私にはわからなかったことが今の私にはわかるようになった。そうなれたのもカタリナ様や皆に会えたお陰だ。

　そうしてデューイの気持ちが少しはわかるようになると、昔よりずっと頑かたくなで顔も険しくなった彼のことが気になった。

　一人ぼっちで強がる背中、それは学園に入り皆に出会う前の私によく似て見えた。だから放っておけなかった。

　魔法省で再会してから何度も話しかけようとしたが、どうしても相手にしてもらえなかった。今回もまたそうかもしれない。それでも……私はデューイの去りゆく背中を追った。

　屋敷の裏の方の木の下でデューイは立ち止まった。私は勇気を出して声をかけた。

「デューイ、おはよう」

　突然の私の登場にデューイは目を見張り、その後、眉を寄せた。

「キャンベルさん、なぜこんなところに？」

　それは冷たい声で返されてしまった。

「その、気持ちのいい朝だから少し外に出たくなって屋敷の前にいたら、偶然あなたの姿が見えたから何してるのかなって思って？」

「つまり、つけてきたわけですか？」

　先ほどよりもさらに冷たい声だった。でもここでめげてしまうわけにはいかない。

「……うん。その少しお話ししたいなと思って」

「それで何の話ですか？」

　デューイはいかにも迷惑そうに、さっさと話して立ち去れという雰囲気を出した。

「うん。あのね、私たちって同じ町で育ったのにあまり話したことなかったじゃない。これからは同じ職場で働くことになるのだし、もっと話して仲よくしましょう」

「なんで、そんなことをする必要があるんですか？　別に仕事場でなれ合う必要はないんじゃないですか？」

「なれ合うというか……やっぱりつらい時や大変な時に話をできたりする人がいると気持ちも楽になると思うの」

　二人っきりだからか、これまで話かけたよりも口数多く答えてくれたデューイに私も素直な気持ちを口にする。しかし、

「別に大丈夫ですのでほっておいてください。話がそれだけならもう戻ってください」

　ばっさりと切られてしまった。

「でも、デューイ、なんだか昔より顔が険しくなって……」

「あなたが戻らないなら僕が戻ります。さようなら」

「あの、でもなんだかデューイが無理をしているように見えて」

　思わず、今にも去っていこうとしているデューイの服の裾すそを掴んでそう叫んでいた。ここでちゃんと話さなくてはもう駄目な気がしたから。

　しかしデューイは、そんな私の手を払って、

「はっ、ほとんど面識もないあなたに俺の何がわかるっていうんですか！　ほっておいてください」

　先ほどよりも強く拒絶を示した。

　でもその顔つきはさっきまでの冷たい表情とは違って、なんだか切なそうに見えた。

　そうだよね。一人はつらくて切ないんだ。

「……私も同じだったから……」

　一人ぼっちで誰にもわかってもらえなくて、

「一人で頑張らなきゃって気を張って無理して……今のデューイは昔の私に似てるから、ほっとけないよ」

　私はデューイの手を握った。昨日、私がカタリナ様にしてもらったように。今度は振り払われなかった。デューイは目を見開いて固まっている。

「一人で頑張らないで、頼っていいのよ」

　私がカタリナ様からもらった最高の言葉をデューイにも送る。

　黙って固まったままだったデューイが小さく頷いてくれた。その顔にはもう先ほどまでの拒絶は見られなかった。

　やはりカタリナ様の言葉は偉大だった。デューイの頑なな心にも響いたようだ。

　嬉しくなって私が笑うと、デューイも少し困ったように小さく笑った。

　屋敷へは二人で一緒に戻った。途中でデューイが、

「あの、キャンベルさんは……」

「ねぇ、デューイ、私のことはマリアって呼んでよ。さんもいらないからね」

「……あ、はい。マリア」

「ふふふ」

「それであの、マリアはなんでクラエス令嬢と親しいのですか？」

「クラエス令嬢ってカタリナ様のこと？」

「はい。言ってはなんですが、身分も違いますし、魔力が高い訳でもないと聞きました。そもそもなんであの人が魔法省にいるのかわかりません」

　どうやら、デューイはカタリナ様にあまりいい印象を持っていないようだった。

　自分の大好きな人を悪く思われているのは切ない。ここでカタリナ様のよさを小一時間ほど語るのは簡単だけど（一時間ではとてもすまないだろうけど）でもそれだけでは、身分差があるから気を使っていると思われるかもしれない。

　実際に私だって接してみるまでは公爵家の令嬢という肩書とカタリナ様から漂う高貴な雰囲気にのまれて少し苦手に思っていた。だから今は、

「カタリナ様は本当にすごくて素敵な人よ、きっと接しているうちにわかってくるわ」

　とだけ言っておいた。

「……そうですか？」

　そう言って今は訝し気な顔をしているデューイもきっとすぐにカタリナ様の素晴らしさに気がつくはずだ。だってカタリナ様は本当に素敵な人だから。

　屋敷に入りデューイと別れ部屋に戻ると、出た時と同じようにカタリナ様がそれは幸せそうな顔で眠っていて、その顔を見ているだけで私も幸せな気持ちになれた。
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　おかしい、破滅フラグがあるかもしれないから気を引き締めなくてはと思っていたはずなのに、なぜか、いつの間にか二度寝に入りおまけに熟睡してしまったらしい。

　結局マリアに優しく起こしてもらってもなかなか起きられず（アンだとあまりに起きないと強制的に布団をはぎ取られるので起きざる得ないが）起きたのはぎりぎりの時間になってしまい慌てて支度して皆の所に行くことになってしまった。

　マリアからデューイの話を聞く時間などなかった。非常に残念だ。

　村長さん宅で軽い朝食をもらい、私たちはまず魔法省支所に向かった。昨日の現状を報告し、支所の職員とも連携をとるためだという。

　その途中で昨夜、マリアの感じたことをこっそりソラに話した。

　本当は先輩たちにも話した方がいいとは思ったのだが、『闇の魔力については一部の者以外には隠されているので口外してはならない』とラーナに何度も言い聞かせられていたので、果たして話していいのかわからなかったからだ。

　話を聞いたソラはやはり『俺は全然、何も感じなかった』と言った。だが、マリアが何か感じたのなら自分もより注意してみると言ってくれた。

　それをマリアにも伝え、くれぐれも一人で無理しないようにと伝えた。

　そして支所に到着すると職員や支所長がすでに難しい顔で机を囲んでいた。どうやら昨晩、一緒に視察に行った職員が朝一で支所長をはじめ他の職員にも報告をしたようで、皆、事情は把握していた。しかも、

「実は動物たちがあまりに大量に里へ下りてきたため、昼に隠れる場所もなくなったのか、まだ畑にかなり動物たちが残っていて、農作業にも支障をきたす始末で……」

　とのことで、私たちの試験任務は一刻も早く解決しなければいけない案件となってしまい、もはや新人に任せられるものではなくなってしまった。

　しかし、まさかここで『試験ができないなら帰ります』と無責任なことをするわけにもいかないので、私たちも支所の人たちとともに協力して問題解決にあたることとなった。

「それで、私たちもやはりアンダースンさんがおっしゃったように再び森に何か起こったのだろうかと思いまして。先ほど、職員が確認に行ったところです」

　と支所長が汗をふきつつ言った。

「そうね。畑に動物を引き付ける麻薬のようなものでもあるならばあれだけど、そうじゃないなら森の方に原因があると考えるのが妥当ね」

　ローラ先輩が今日も愛らしいリボンのついた髪をかき上げて言う。

「はい。畑に最近、特別に変わったものを植えたり作ったりしたという者もいませんし、動物たちも特定の所に集まる様子ではないので……それにあの森沿いに面した畑以外にはそこまで被害が出ていないので、おそらく森に何かあって動物たちが皆、あの畑のあたりに逃げてきたのではないかと」

　とそこまで支所長が話したところで、勢いよく一人の職員が部屋に入ってきた。

「支所長、大変です！　森が……」

　おそらく森に視察に行っていた人物なのだろう、駆け込んできた彼は私たちの姿に一瞬、戸惑った様子を見せたが、支所長が先を促すと森で見てきたことを話し始めた。

「森自体には昨日までと何の変わりもありませんでした。さらに荒らされてもいなかったです。ただ……動物が、いえ生き物が全然いないんです。普段なら鳥が飛んでいて、リスなんかがちょろちょろしていたりするのに、今はそれがまったくなくて、異様に静かなんです」

　それは確実に森で何かが起こっていることを示していた。

　ただ多めの狸が里に下りてきただけだったはずなのに、気がつけば事態はかなりの大ごとになってきていた。







　こうなったからには、やはり森をきちんと調べてみる必要があるということになり、支所の職員たちとともに私たちも森の調査にあたることとなった。

　村に面しているその森はそこまで深いものではないが、そこそこの大きさはあるらしい。なのでほとんどの職員、また何人かの村人の協力も得て調査をすることになった。

　森に入りまたマリアの調子が悪くなってしまうのではないかと心配したが、

「確かに空気はよくない感じですが、昨晩ほどではありません」

　としっかりした返事をしてくれたのでよかった。

　ちなみにマリアはやはりよくない空気を感じると言うが同じく感じる力を持っているはずのソラの方は、

「やっぱり俺にはさっぱりわからないな。前、キースくんを捜索に行った時は、見え方は違えども感じ方はさほど差がないと思ったけど、マリアはこの短期間で力が増したのか？　それとも俺の力が落ちたか？」

　とのことで何も感じないらしい。

　果たしてマリアが進化したのか？　ソラが退化したのか？

　ソラの退化もなくはないかもしれないけど、私はマリアの力が進化したのかなと漠然と思った。理由は単純でゲームⅡになったことで主人公もパワーアップしたのかもというぼんやりとした予想なのだが。

　そうしていよいよ森の調査が始まる。

　入り口付近で『何が起こっているかわからず危険なので必ず二人以上で行動するように』と言われ、適当にグループが組まれた。

　私はその時、近くにいたソラと支所の職員の一人と一緒のグループになり、二人と共に行動することとなった。

　マリアとは違う班になってしまい、気がかりではあったが、デューイと、あと支所職員の屈強そうな男性も一緒だったのでとりあえずは大丈夫だと判断して、何かあればすぐに助けを求めるように言って別れた。

　そして私たちも森の中へと入っていく。

「本当に全然、動物がいないわね。静かすぎてちょっと怖いわ」

　ほとんど動物のいなくなった森は異様に静かだった。

「本当ですね」

　支所職員のおじさんも周りを見渡して同意した。

　同じグループになったこのおじさんは実に人が好よさそうで、愛想もよい人物なのだが、ただふくよかでのんびりした感じで、どう見てもいざという時の戦力にはなりそうもない。むしろこちらが守ってあげなくてはいけない感じである。マリアと同じ班の屈強な男性とはえらい違いである。

　まぁ、そういう私だって何ができるわけではないので人のことは言えない。使える魔法は相変わらず土ぼこだけだし、剣やナイフもそれほどには使えない。

　なので、この中で唯一、いざという時に頼りになりそうなのは色々な修羅場をくぐってきているソラくらいだ。

　でもソラ一人で、私とおじさんの二人を庇かばうのはさすがにきついだろうな。いざとなったらポチに外に出てもらってたくさん吠えてもらおう。しかし、まだポチには何の芸も教えてないからな～、できるかな。こんなことなら早めに芸を教えておくんだった。

「……リナ様……カタリナ様」

「あ、はい」

　気がつくとソラが呼んでいた。その顔はなかなか険しかった。

「はい、ではないですよ。ぼーっとして調べるは気ありますか？」

　と怒られてしまった。

「すみません」

　そう謝ると小声で、

「もし本当に闇の魔力が関わってるならかなり危険だ。気をぬくなよ」

　と囁ささやかれた。

　そうだ。確かに、もしかしたら闇の魔力が関わっているかもしれないんだ、しっかりと周りに気を配らなくては！

　そうして気合を入れ直し、いざ調査開始と、隅々まで目を光らせるが……。

「特にこれといって変なところはないですね～」

　動物がいなくて異様に静かだというところはあるが、その他に可笑おかしいと思われるところが見当たらない。なんというか普通の森である。

　前回の事件でキースを捜しに行った場所はいかにも悪い奴がいそうな雰囲気で、ある意味わかりやすかったのだけど……ここは本当にどこからどう見てもただの森だ。

　これが枯れ木ばかりのおどろおどろしい森ならいかにもだが、この森は生い茂る木々の間から日がキラキラ注いで植物は伸び伸び育ち、なんというかヒロインがお花摘みにきそうな感じで……とても悪者は出てきそうにない。

「僕も今のところ何も不審な点は見つけられませんね」

　ソラも表の顔用の敬語でそう言う。つまりは闇の魔力の気配も感じないということだろう。

　これまでに何度かこの森を訪れたことがあるというおじさんも、

「今までと違うところは特にないですね」

　と首をかしげていた。

「もしかして異常が起きているのはこちら側ではないのかもしれませんね」

　何も発見できず心なしか背中が丸まったおじさんが残念そうにそう言う。

　いや、何も危機がないのはいいことだからね、おじさん。しかし、おじさんったら調査前に『こんな田舎で大事件が起こるとは！　いや～、久しぶりに腕がなりますな』とか意気込んでたもんね。きっと久しぶりの事件にわくわくしていたに違いないな。

　ちなみにおじさんの言うこちら側は私たちが調べている東側ということだ。

　そこまで広い森ではないとはいえ、さすがにやみくもに探していてはきりがないので、グループを分けられた時に調べる場所も大まかに分けられていた。森の東西南北にそれぞれ分けられて私たちは東側だったのだ。

　ちなみにマリアは西側に行ったのだけど、大丈夫だったかしら？　もしこれが本当に乙女ゲームのイベント的なものだったら、マリアの捜索している所で何か起こるのかしら？　そう思ったら急に心配になった。

　しかし、わりあてられた場所を探さずに戻るわけにもいかず、私はソワソワしつつ、東側の調査を進めた。

　気がそぞろな私の様子に気づいたのか、ソラから『少し落ち着け、それからあんまり俺から離れるな、何かあった時に守ってやれなくなる』とのお言葉をもらった。

　その言葉で、どうやら私のことを心配して守ってくれようとしていることがわかり嬉しくなって『ありがとう』と笑顔でお礼を言ったら、なぜか頭を小突かれた。

　そんな感じでなんとか割り当てられた場所には何も可笑しなところがないことを確かめると、マリアが心配な私は、

「ここに何もないということは、他の場所で事件が起こっているのかも！　もしもの時、加勢に行くためにも早く戻りましょう」

　と言って他の二人を急せかした。

　ソラはなんとなく（それまでそわそわしていたことからも）私の気持ちを察してくれたのかすぐに頷いてくれ、おじさんも、

「そうですね。いざという時は加勢に行かなくてはなりませんからな！」

　とやる気に満ち溢れて頷いてくれたので、私たちは早々に森の入り口付近に戻った。

　入り口に戻ると、待機していた職員がやや驚いた顔で戻ってきた私たちを見た。

「もう終わったのですか？」

　とやや疑わし気に聞かれたが、

「こちらには何も異常がなかったので、他の所で何かあったかもしれないと心配で急いで戻ってきました」

　そう答える私の横でおじさんが肩でぜいぜいと息をしていた。そして全身汗でびっしょりだ。ちょっと急がせすぎたかもしれない。おじさんすまない。

　疑わし気に見てきた職員もおじさんの疲労ぶりに、ああこれは相当急いで戻ってきたんだなと理解してくれたらしく、

「お疲れさまでした。今のところ、何か異常が見つかったり何かが起こったとの連絡は入っていません。どうぞ少し休んでください」

　そう言ってねぎらってくれた。

　よかった、まだ何も起こっていないのね。ということはマリアも大丈夫、少し安心した。

　安心したら喉が渇いてきた。おじさんほどではないが、かなり急いできたので私もだいぶ汗をかいていた。

　待機職員にお水をもらい、まずは肩で息をしているおじさんに渡して、自分の分ももらい口をつける。冷たい水が喉を潤し、全身に行きわたる。

　あ～すっきりするわ～。もう一杯もらおうかしら？　そんな風に思った時だった。

「おい、大変だ！」

　そう声をあげて森の方から一人の男性が走ってきた。

　何か起こったの!?　のんびりしていた場が一気にぴりりとした空気になった。

「どうしたんだ？」

　待機職員が険しい顔で走ってきた男性にそう問いかけると、

「大変だ！　西側のグループで……」

「何か見つけたのか？」

「いや、迷子が出た！」

「はぁ？　子どもが森に入ったのか？　立ち入り禁止にしておいたはずだろう」

「いやちがう、西側のグループにいた本部からきた職員さんが迷子になったんだ！」

「……」

　聞いた職員は言葉を失っており、おじさんもポカーンと口を開けたまま固まっている。

　私とソラはなんともいたたまれない気持ちになった。

　本部からきた職員、ネイサン・ハート先輩がまさかの森の中で迷子……この非常時になにやってるんだあの人は……。







「わぁ～ん。ごめんなさい、私がついうっかりロープを離して油断していたばっかりに～」

　そう言ってローラ先輩は目を潤ませる。実に健気で可哀相な仕草だ、ただやってるのはマッチョの大男だが……。

　ハート先輩迷子の知らせを聞いて私とソラはすぐに西側グループのいる場所へと駆け付けた。

　すると、前述のような様子でローラ先輩が嘆いていた。

「ローラ先輩のせいではないですよ」

　非常に落ち込んでいるローラ先輩をそう言って慰めるが、果たしてこの後、どうしたものだろうか。

　畑の被害もあり森の調査で大変な支所職員や村の人には『森の調査を進めてもらって大丈夫です』と言ったものの、果たしてこのそれなりに広い森であのハート先輩を発見できるのだろうか？　不安である。

　それでもまさか森に一人残して帰るわけにもいかない。ちなみに『一人で森を出て帰ってくる可能性は？』とローラ先輩に尋ねるときっぱりと『絶対にない』と宣言された。

　仕方なく、私たちはまず行方がわからなくなったという西側を中心に捜し始めたが、まったく手掛かりも見つからない。

　はぁ～、なんで闇の魔力の関係者がいるかもしれない森で、私たちは迷子の先輩を捜しているんだろう。

　なんとなく遠い目になりながら、ため息をついていると、

「皆さんー」

　と可愛らしい声がした。そちらを見ると、マリアとデューイがこちらへとかけてきていた。

「調査を終えて戻ったら、話を聞きました。どうですか、ハート先輩は見つかりそうですか？」

　どうやら、調査を終えてこちらに駆けつけてくれたらしい。ありがたい。そして心配していたマリアの方でのトラブルもなかったようでよかった。

「まったくよ。そもそもまだ西側にいるかもわからないわ。ネイサンって迷惑なことに足だけは速いのよ」

　とローラ先輩が頬に手をあて、ため息まじりに答えた。

「そうですか、あのうまくいくかどうかはわからないのですが、試してみたいことがあるのですけど、ハート先輩の持ち物はありませんか？」

「ネイサンの持ち物？　泊めてもらっている村長の家に荷物があると思うけど」

「では、一度、村長さんの家に戻って荷物をお借りしてもいいですか？」

「いいけど、何をするの？」

「偶然なんですけど、人探しが得意なヌイグルミがついてきているので」

　マリアはそう言って苦笑した。

　そうか！　クマのヌイグルミ、奴は人を捜す能力を持った魔法道具だった！

　マリアがローラ先輩やデューイにクマのことをざっと説明して、私たちは村長宅にクマとそして、クマが捜す手掛かりにするハート先輩の荷物を取りに戻った。

　まず私たちの部屋から無駄にくつろいでいたクマを連れてきて、その後にハート先輩の荷物を失敬させてもらった。本人のいない所で荷物を開けるのはとても心苦しかったが、非常事態なので許してもらおう。

　荷物の中から、持ち歩きに手頃そうなタオルを出させてもらい、クマが匂においを嗅かぐ。正確には匂いでなく気配で追っているらしいが、どう見ても匂いで追っているようにしか見えない。

　匂いでの探索ならもしかしたらうちのポチにもできるかもしれない。そのうち教えてみようかしら。

　クマは匂いを嗅ぎ終わると、その短い腕で方向を示した。昨日はこれでマリアにたどり着けたし、意外とうまくいくかもしれない。私たちはクマの示す方へと歩き出した。

　クマの示すままに進むと森へと戻ってきた。まぁ、ここまでは予定どおりである。

　そしてクマは私たちを森の西側へと案内した。

「今回は意外と動き回ってないのね。さすがに森の中で闇やみ雲くもに動くと危ないってことくらいはわかるようになったのね」

　とローラ先輩が感心したように言った。こんな風に言われるハート先輩って……うん、先輩の名誉のためにあんまり考えないでおこう。

　しかし、結局、西側にいたとは。それなりに捜したつもりだったのに全然わからなかった。一体、どこに隠れているのやら……。

「あれ？　こんな所に洞どう窟くつあったっけ？」

　クマに案内された先に現れた洞窟に思わず驚きの声をあげてしまった。さっきもこのあたりに捜しにきたけどまったく気がつかなかった。

「本当ねー、だいぶ奥まったところだから気づかなかったのかしら？」

　ローラ先輩もそう言って首をかしげた。

　確かにかなり奥まった細い道の先にあるが、それでもかなり大きな洞窟なのに誰も気がつかなかったとは不思議だ。

　そんなことを考えていると、

「ここは危険です」

　マリアが固い声で言った。

「えっ、それって！」

　まさかここに闇の魔法の気配があるの？　そう目で問うと、マリアは険しい顔で頷いた。

　それならソラも何か感じているのかとそちらを見たが、複雑そうな顔で首を振られた。どうやら、やはりソラには感じることができないようだ。

「危険？　それはどういうことなの？」

　事情を知らないローラ先輩がマリアを見つめた。

「私には光の魔力で、ある危険な力を感じることができるんですが、それがここにひどく強く感じるんです」

「危険な力って？」

「それは、私だけの判断では話せないのですが……」

『闇の魔力については一部の者以外には隠されているので口外してはならない』とラーナに言われているもんな。

　なのでマリアは困った様子でそう返したのだ。そんなマリアをじっと見つめたローラ先輩は、

「何か訳ありなのね。じゃあ、あえて聞かないわ」

　とあっさり納得してくれた。どうやらローラ先輩はその濃い見た目に反してあっさりしたタイプのようだ。

「危険か～。それなら、入らないことにしましょうと言いたいところだけど…………残念ながらクマちゃんはこの中を指してるのよね」

　ローラ先輩は困った顔で肩をすくめた。そんな先輩の視線の先にいるクマを見れば確かにその短い腕は洞窟の中を示していた。ということはハート先輩はこの中に……。

「危険な場所にあえて入りたくはないけど、もしもこのクマちゃんの示すとおりに本当にネイサンがここに迷い込んでたら、なおさら早く連れ出してあげなくちゃいけないわ」

　そのとおりである。もしこのままほっておいてハート先輩に何かあったら大変だ。

「本当は、ここは先輩に任せて待ってなさいと言いたいのだけど、さすがに私一人だと心もとないから誰だれか一緒にお願いできるかしら？」

　そうローラ先輩が言うと、

「なら、私が一緒にいきます。危険な力も見えますし、少しの怪我けがなら治癒できますから」

　マリアが率先して名乗り出た。すると、

「なら僕もそれなりに色々と経験してきたので役に立つと思いますよ」

　とソラも手を挙げる。

　そうなると、ここに残ることになるのは………私はチラリとデューイを見た。目が合ったが、すぐにそらされた。これは気まずい。しかもここで呑のん気きに待っているのも心配だ。

「「私も（僕も）行きます」」

　まさかの二人同時で声がかぶってしまった。考えていることはだいたい同じだったようだ。

　こうして結局、皆一緒に行くことになった。まぁ、皆の方が心強いよね。

　そして皆で固まって洞窟へと足を踏み入れる。

　洞窟っていうと、真っ暗で怖いものが潜んでいそうな雰囲気なんだけど、この洞窟は上に穴が開いていて中にも光がさしていた。

　あんまり怖くないし、光がキラキラしてて綺麗だな。でも、マリアは確かにこの中に闇の魔力を感じるようだし、油断は禁物だ。

　中に入っていくといくつかの分かれ道がある。本当にだいぶ広い洞窟のようだ。

　こういう場所にも手て馴なれているのかソラが来た道に印をつけている。私一人だったらそんなこと考えつかないですっかり迷子になっているところだ。

　ここにあの迷子の天才ハート先輩が入り込んでしまったのなら、それはもう自力で出てくることは不可能であろう。

　いくつかの分かれ道を進んだあたりで、ソラがそっと耳打ちしてきた。

「ようやく俺にも闇の気配が少しわかるようになってきた。これは近づいてるぞ」

　闇の気配が近づいている。そっとマリアに目をやると、その顔はいつもより険しかった。

　もしかしてハート先輩は闇の魔力を持つ者に攫さらわれてしまっているのではないのだろうか？　そうなれば一大事である。

　ハート先輩、どうか無事でいてください。そう思った時だった。

「あっ！」

　ローラ先輩がそう言って走り出した。慌てて後を追うと、

「や、やっと、見つけたわよ。ネイサン」

　そのがっしりした腕でハート先輩をしっかりと捕獲していた。

　ひどく驚いた顔で固まるハート先輩、まぁ突然、女装マッチョの同僚にホールドされればそうなるか……だが、しばらくして状況がわかってきたようで、

「また迷惑をかけてしまってすみませんでした」

　と頭を下げてきた。

「本当よ。こんなところで迷子になって、どれだけ心配したと思ってるのよ」

　ローラ先輩はそう言いながら再びロープをハート先輩に結んでいた。ハート先輩も今回はさすがに文句を言わずされるがままになっていた。

「それにしても、なんでこんな洞窟の中に入ってたの？　いくらありえない方向音痴でもさすがに洞窟の中に帰り道がないことくらいわかるでしょう」

　ローラ先輩のあきれた様子にハート先輩は、

「さすがにそれくらいはわかりますよ」

　心外だという顔をしたが、ローラ先輩は明らかに『本当かよ』という冷たい視線を投げて返した。

「ごほん、ここに入ったのは森を調査していて、ガイたちと別れてしまった時に、偶然、怪しい男を見つけたので、そいつをつけてきたのです」

　何かを誤魔化すように咳せき払ばらいをしてハート先輩が言った。

「怪しい男？」

「ええ、フラフラと挙動不審な男が一人で森をうろついているのを見つけたので、つけてきたらこの洞窟の中へと入って行ったんです。そのままつけてきたのはいいんですが見失ってしまいまして」

　ハート先輩はなんだかいい感じに言ったが、

「つまりは森で迷子になっている時に見つけた怪しい男を尾行したまではいいけど、見失って今度はこの洞窟で迷子になっていたということでいいのかしら？」

　ローラ先輩にばっさりと真実を語られ、なんだかやるせない様子で頷いた。

「う～ん。そういうことなら怪しい男を捜索した方がいいのかしら？　でもこんな入り組んだ洞窟の中で闇雲に動いて私たちまで迷子になっても困るしね」

　怪しい男のことは気になるが、ローラ先輩の言うとおり迷子になるのは困る。

　どうしたものだろうと思っていると、

「あの、その怪しい人にたどり着けるかどうかはわかりませんが……危険な気配が強くなってるのはわかります。もう少し先へ進むと何かわかるかもしれません」

　マリアが真剣な目でそう言った。

　つまりこの先に闇の魔力の気配を強く感じるということなのだろう。もしかしてハート先輩の見た怪しい男が闇の魔力を持っているのかもしれない。

　マリアの発言に先輩方は顔を見合わせた。

「とりあえず、私は自分とあと二人くらいはなんとか面倒みられるわ」

「僕も一人くらいならなんとかなると、あとは」

　そこでハート先輩はソラを振り返り、

「ソラ、君は自分の身は自分で守れますか？」

　と尋ねる。

「まぁ、自分一人の身ならいくらでも」

　ソラがそう答えると、

「なら決まりね。もう少し進んでみましょう。マリアちゃん、カタリナちゃん、二人は私が責任持って守ってあげるから、しっかり後ろについてきてね」

　ローラ先輩は私たちを振り返りにっこり笑った。

「デューイは僕についてきてください」

　デューイは自分も私たち同様に守られる立場なことにプライドが傷つけられたのか、すねたような顔をした。そこへローラ先輩から、

「ネイサンが迷子にならないようにロープをよろしくね」

　と迷子防止のロープを渡され、複雑そうな顔で頷いていた。

　そして私たちは闇の気配が漂う洞窟のさらに奥へと足を進めることとなった。

「あなたたちは危険だから何もしなくていいからね、しっかり私の陰に隠れてるのよ。それから危ないと思ったらすぐに逃げるのよ、わかった？」

　ローラ先輩が歩きながら小声で私たちにそう声をかけてくれる。私たちはしっかりと頷いた。

「まぁ、私はこう見えて実はそれなりに強いからいざという時は任せて」

　そう言って力こぶを作るローラ先輩、そのマッチョで大きな身体はどこから見ても強そうだ。

　少し細まった一列ではなければ抜けられないような道を進むと、その先に大きな空間が見えてきた。そこには他の場所ほど光が入っておらず少し薄暗い感じだった。

「おそらくこの辺りに何かあります」

　マリアが小声でそう言った。

　私たちはローラ先輩を先頭にそっとその場に入り、近くの岩陰に身を潜めた。

　岩陰から様子をうかがう。入ってみてわかったが、かなり広い空間のようだ。しかし、特に大勢の人がいるような気配などはない。

　私の予想ではキースの時みたいに、悪者がいっぱいいて何か悪だくみしているイメージだったのだが……どうやら違うようだ。

「いたわ」

　そう声をあげたのはローラ先輩だった。先輩の視線の先を見ると、確かに一人の男性が立っていた。

　周りを見渡すが、仲間らしき人物は一人も見当たらない。一人だけなの？　それとも隠れているのだろうか。

　もう少し近づいてみましょうと男の近くへ移動する。よく周りを確認したが近くに仲間はいないようだ。

　近くで見ると中肉中背のなんの特徴もない男だ。ただその顔色は遠めでもわかるほどに悪く、身体もフラフラと揺れている。

「仲間もいないみたいだし、肉体的にそれほど強い感じでもなさそうね。まぁ、魔力についてはわからないけど」

　そう言ったローラ先輩にマリアが答える。

「危険な魔力を持っている可能性が高いです。身体に触れると危ないかもしれません」

　闇の魔力は身体に触れることで人を操るものだ。

「なら、触れなければとりあえずは大丈夫ってことね」

「……はい」

「じゃあ、あなたたちは少しここで待ってなさい」

　そう言うとローラ先輩は岩陰から飛び出し、男の方へと向かって走り出した。

「ローラ先輩！」

　驚いて思わずその背を追おうとすると、横にいたハート先輩がそれを止めた。

「大丈夫、ローラはあれで魔力も非常に高い。魔法省では炎の魔女の異名を持つ実力者だ」

　炎の魔女、そこは女子の扱いなんだな……じゃなくてローラ先輩って実はすごい人だったんですね！　ただの女装の変人だと思っていてすみません。

　そんな実はすごい人だったローラ先輩は颯さっ爽そうと件くだんの怪しい男の前に出て、

「あなたは誰、こんな所で何をしているの？」

　と正面から声をかけた。

　いきなり目の前に女装したマッチョが現れたら驚きそうなものだが……男は何の反応も返さなかった。それどころか虚空を見つめたまま一人何かブツブツと言い始めた。

　これは怪しいは怪しいでも薬物をやってる関係の怪しい奴だったのではないだろうか。ローラ先輩の顔も怪訝なものになる。

「ちょっと、あんた大丈夫なの？」

　再び男に声をかけるローラ先輩だが、やはり男は何の反応も返さず一人ブツブツ言うだけだ。

　これは無理だと思ったのかローラ先輩は肩をすくめてこちらに戻ってきた。

「どうにも話にならないわ。まず目すら合わないもの。あれは完全にいっちゃってるわ」

　戻ってきたローラ先輩がやれやれといった感じで言う。

「どうやら仲間もいないみたいだし、とりあえずここに一人放置しておくのも危なそうだし、支所に連れて帰りましょうか」

　そうローラ先輩が続けると、

「あの、でもあの男からはやはりとても危険な魔力の気配がします。なので連れていく役目は私がします」

　マリアがそう声をあげた。それに対して

「危険ならなおさらあなたにはさせられないわ」

　ローラ先輩が厳しい声をあげたが、マリアは首を振った。

「光の魔力を持つ私には効かない魔力なので大丈夫です。私にやらせてください」

　そうきっぱりと言った。確かに闇の魔力は光の魔力保持者であるマリアにはきかないが、あの男自体がなんだか危ない感じなのだが。

　ローラ先輩も私と同じようなことを思ったのか、

「なら、私とあなたで一緒に連れていきましょう。私はあの男には触れないけど、何かしてきたらその時にはあなたを守るわ」

　そうかっこよく宣言してローラ先輩は岩陰から出た。

「はい」

　マリアもしっかり頷いて、その後に続いた。

「じゃあ、決まりね。デューイ、ネイサン用のロープはまだ残っているわね。それでしばりましょうか？」

「あ、はい」

　ロープを手にデューイが立ち上がり、ローラ先輩の元へと向かおうとした、その時だった。

　ゴォォォ――と大きな音がして、激しい風が吹いた。

　その風はまさに今、マリアたちが向かっていった方向から吹きつけてきた。

　あまりの強風に私は思わず目を閉じた。

　それでも隠れていた岩が盾になってくれ、だいぶ風の勢いは弱かったはずだ。岩の外に出ていたら吹っ飛ばされたかもしれない。

　えっ、ということはマリアやローラ先輩、デューイは！　三人の安否が気になり岩の脇わきから覗こうとしたが、風で土ぼこりが舞っていて何も見えず、また音も聞こえない。

　あぁ、どうなっているのだろう。皆、大丈夫かしら。

　心配しながら時を過ごした。そしてしばらくして風はやんできた。

「マリア、ローラ先輩、デューイ、大丈夫ですか？」

　すぐに岩から飛び出して三人の姿を捜す、元いた場所には見当たらない。

　やはり風で飛ばされてしまったのか、ようやく土ぼこりが落ち着いてきた周りに目をこらせば左右それぞれの端にその姿を見つけた。

　デューイとマリアは右側にローラ先輩は左側の端に飛ばされていた。

「大丈夫ですか？」

　もう一度、それぞれの方向に向けて声を張り上げると、

「大丈夫よ」

「「大丈夫です」」

　三人はそれぞれ、そう答えてくれた。よかったとりあえずは無事のようだ。

　ホッと安心して風が吹いてきた方向を見ると、先ほどまであの男がいたあたりにまだ激しく土ぼこりが舞っていた。

　一体、何が起こったのかしら？　何か爆発でもしたの？

　何が起こったのか確かめようとじっとそちらを凝視していると、土ぼこりがようやく落ち着いてきた。

　すると、そこに大きな影が見えた。

　あれは何かしら？　より目を凝らしてじっと見つめていると、その姿がはっきりと見えてきた。

　その姿を目にして私は息を呑のみ目を見開く。

　土ぼこりが消えたそこに現れたのは――――ドラゴン。

　前世では空想上にしかいなかった生き物がそこにはいた。

　大きな身体に長い首、身体は鱗うろこに覆われており、その背には蝙蝠こうもりのような羽がついている。

　それは前世のマンガや映画で目にしたドラゴンそのものだった。想像と違っていたのは色がミドリでなく黒だったことくらいだ。

「……すごい」

　魔法省の生物研究室でみせてもらったペガサスなどもすごいと思ったが、その大きさといい迫力といい、やはりドラゴンは桁けた違ちがいである。

　まさかこの目でドラゴンを見られる日がくるなんてすごいことだ。私はその姿をまじまじと眺めた。

　ふと気づくと一緒に岩陰にいたソラたちも、それぞれ反対側にいたマリアたちも皆、ドラゴンを見つめていた。

「なんだあれは……」

　呆ぼう然ぜんとそう呟いたのはおそらくソラだったが、皆の顔は同じように驚きょう愕がくしている。

　皆もドラゴンは初めて見たのかしら？　そうするとこの世界でもやはりかなり珍しいものなのだろうか？

　そんなことをぼんやり考えていると、

「……逃げましょう」

　ハート先輩が険しい顔でそう言って立ち上がる。

　逃げる？　なんで？

　よくわからず固まったままでいると、ソラが私の手を引っ張って、

「ぼーっとしてんな。早く逃げないと危ないだろう！」

　と叱しかりつけるように言った。

　あ、そうなのか危ないのか、ぼんやりとだが言葉だけは理解して立ち上がる。

　前を見ればマリアたちも立ち上がり、こちら側へと戻ってこようとしていた。

「とりあえず出口へ戻ります、着いてきてください！」

　ロープから解き放たれているハート先輩がそう指示を出し颯爽と走り出した。出口とは反対方向に……。

「ちょっとマジかよ、こんな時にアホか！」

　ソラが激しく舌打ちして、また迷子になろうとしているハート先輩の後を追った。私に「先に出口に行ってろ」と言い残して。

　そんなソラの言いつけを守って出口へと向かおうとすると、背後から再び大きな音が聞こえた。

　ドォーというその音に思わず振り返れば、ドラゴンが動き出していた。

　大きな身体の割には滑らかに動くドラゴンは出口側であるこちらへと戻ってこようとしているマリアたちの前へと移動した。

　そしてあろうことか、マリアへ向けてその前脚を振り上げたのだ。

　危ない！！！！　咄嗟にそちらへと向かったがとても間に合わない。

　一番近い距離にいる私が間に合わないのだから、もちろんまるっきり反対側へ飛ばされたローラ先輩や、あさっての方向へ走っていったハート先輩たちにも何もできない。

「マリア！」

　私が悲鳴をあげると、同時にマリアの前に彼女より小さな影が飛び出してマリアを横へと押しやった。

　振り上げられたドラゴンの前脚はその小さな影に直撃し、影は宙を舞い横の岩にその小さな身体を打ちつけた。

「デューイ！」

　今度はマリアの悲鳴があがった。

　マリアを庇ってドラゴンに岩に打ちつけれたデューイは地面に倒れぐったりとしていた。

　あわててデューイに駆け寄ったマリアが彼を抱き上げると「うっ」と声を漏らしたのが微かすかに聞こえた。どうやら生きてはいるようだ。

　マリアがすぐに光の治癒魔法を発動させたのだろう、二人を淡い光が包んでいた。

　しかし、どんな状態なのかここからでははっきりとはわからない。

　もっと、近くへ……そう思った時、再びドラゴンが動き出した。

　またマリアたちの前へと――。

　な、なんで!?

　だが、それに気づいてもマリアは動かない。いや、自力で動けないのであろうデューイを抱えたままではどうすることもできないのだ。

　マリアはデューイを庇うように抱きしめて、強いまなざしでドラゴンを見つめていた。

　このままじゃあ、二人が……どうにか、どうにかしなきゃ！

　私はとっさに手近に落ちていた石ころを拾ってドラゴンへと投げつけた。

　長年にわたりヘビの玩具おもちゃを投げる訓練をしていた私の腕はなかなかのもので、石は見事にドラゴンに命中した。まさかこんな所であの訓練を活かせる日がこようとは、私は内心ガッツポーズをとる。

　ドラゴンを覆う鱗は硬そうで一度では気がつかないかなと心配したが、ちゃんと気づいたらしい。ドラゴンの視線がマリアたちから私の方へ移った。

　よし！　私はドラゴンに向かって再び石を投げ見事にヒットさせ、さらに大声で叫んだ。

「こっちにきなさい！」

　投げた石になのか叫び声になのか、とにかくドラゴンは反応し、その顔をこちらへと向けた。そして先ほどと同じようにすっと滑らかな動きで私の方へと移動してきた。

　とりあえずマリアたちの方から意識をそらさなきゃと思って咄嗟にこちらに呼んでみたはいいが、その先のことはまったく考えてなかった私は、慌てて逃げ出した。

「カタリナ様！」

　マリアがまた悲鳴をあげる。

　逃げ足にはほどほどに自信のある私だが、さすがにドラゴンから逃げ切ることはできず、すぐに壁際に追い込まれてしまった。

　一応、その辺にあった木の棒をドラゴンに向けて構えてはみたが、これで戦うのはさすがに厳しいだろうな。せめて剣があれば長年の訓練の成果を出せられたかもしれないが残念だ。

　それにしても目の前にドラゴン、後ろは行き止まり、かなりまずい状況だ。ゲームⅡの破滅フラグに引っかかるより先にここでおしまいかもしれない。

　そんな風に思った時、ポケットが熱いことに気が付いた。

　あれこの感じ前にもあったような。あの時は鏡もどきだったけど、今回は虫眼鏡が入ってたんだっけ、なんでこんなに熱いのだろう。

　もしかして虫眼鏡が光を集めて火がついたとか、それだと一大事だけど……。

『名前を呼んで』

　突然、誰かの声がした。聞いたことがない声のはずなのに、でもよく知っている気もした。

『僕を呼んで』

　あなたは誰なの？

『呼んで、僕が助けるから、ご主人様』

　ああ、誰だかわかったわ。不思議なことに頭の中にその声の主が浮かびあがった。

　私はその名前を呼んだーーー。

「ポチ！」

　すると私の影が大きくうねり、そこからポチが現れる……はずだったのに、現れたのは見たこともないほどに大きな黒い犬だった。その大きさは目の前のドラゴンと変わらないほどだ。

　な、なんなんだこれは!?

　驚愕する私に向かってその大きな犬はその長い尻尾しっぽをぶんぶんふった。それはよく見たことのある仕草だった。ま、まさか、

「ポ、ポチなの？」

　と犬に尋ねると『ブワォン』と元気な声が返ってきた。

　どうやら、この巨大な犬は私の影に住む闇の使い魔、子犬のポチのようだ。

「ポチ……なんでこんなに大きく、これじゃあ、もう庭で一緒に遊べないじゃない」

　慌てる私にポチはいつもと変わらずに尻尾をフリフリした。見た目こそ巨大で獰どう猛もうそうな犬になったが、中身はポチのままであるようだ。

『ゴォォォ』と完全にカヤの外状態になっていたドラゴンが鳴いたというか、息を吐いたことで、私は今の危機的状況を思い出した。

　やばい、今は大きくなってしまったポチと今後、庭で遊べるかどうかを心配している場合ではなかった。このままでは庭で遊ぶどころか二度と家に帰れない事態になってしまう。

　無視されたことに気を悪くしたのかドラゴンがマリアにしたように前脚をまた振り上げた。すると、ポチが私を庇うようにすっと前に出てその脚にガブリとかみついた。

　ギャオォォォとドラゴンが悲鳴のような声をあげて後退した。ポチはそんなドラゴンにグゥルグゥルと牙きばをむき出す。

　ポチったらすごい！　やるじゃない。

　しかし、そこはドラゴンにもプライドがあるのか再びグォォォと鳴き、ポチに向かって牙をむき出し迫ってくる。

「ポチ、危ない！」

　思わずそう叫んでしまったが、当のポチは慌てる様子もなく、すっと横に飛びドラゴンの牙をかわす。

　よかったとひと安心したのもつかの間、すぐに体勢を立て直したドラゴンが再びポチに牙をむくが、やはりポチは横に飛びその牙を逃れた。しかしその直後、そこへドラゴンはその太い尾を放ってきた。突然、背後からきた攻撃がポチを直撃した。

　ポチがグォォォと悲鳴のような声をあげた。

「ポ、ポチ！」

　痛そうに顔をゆがめるポチに駆け寄ろうとしたところで、ドラゴンが再び痛みで動けなくなっているポチに牙をむく。

　ポチはなんとかそれをよけようとするが、体勢が整っていなかったためか牙が胴体の一部をかすったようだ。再びグォォォと悲鳴のような声をあげる。

　こ、このままじゃあ、ポチがやられちゃう……どうにかしなきゃ、ポチを助けなきゃ。

　私は再び石を手に取りドラゴンに向けて力いっぱい投げつけた。
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「やめなさい、ポチをいじめるんじゃないわよ！」

　そう言ってもう手当たり次第に石やら枝やらを投げつける。さすがに迷惑に思ったのかポチに向かおうとしていたドラゴンが煩わしそうに私を振り返った。

　その時、その一瞬のすきにポチはさっと体勢を立て直し、それはすばやい動きでドラゴンの首筋にガブリと牙を突き立てた。それはまさに会心の一撃だった。

　ギャオォォォォと凄まじい声をあげたドラゴンはそのまま地面にひれ伏した。そこへポチがとどめだといわんばかりに、その首に牙を深々と突き立てる。

　ドラゴンは大きく跳ね上がると、やがてゴォォォと大きく息を吐いてピクリとも動かなくなった。

　やったー！　ポチがドラゴンに勝ったわ！

「す、すごいじゃないポチ！」

　私はこちらを向いて、庭で投げた枝を拾ってきた時と同じように『褒めて褒めて』と尻尾をフリフリ、舌をはぁはぁしてするポチを褒めて、その鼻のあたりを撫でた。そして、

「怪我は大丈夫？」

　先ほど尾にやられたところや、牙がかすったところを確認するが傷は見えず、ポチも大丈夫とばかりにぴょこぴょこと動いてみせた。

　よかったわ、大丈夫なようだ。

「ポチ本当にすごかったわ！　かっこよかったわ」

　そう言ってまたその鼻のあたりを撫で撫でする。本当はいつものように抱っこして全身を撫で撫でしたいのだが、なにせ今のポチでは大きすぎるのだ。これじゃあ、もうだっこはできないわね。

　しかし、これもうこの大きさから戻れないのかしら？

　そもそもこの大きさで私の影の中に戻れるのかしら？　もし影に戻れなかったら、庭で飼わなくちゃ行けなくなるかも……ただでさえ庭はほとんど畑にしてしまっていてお母様から文句が出ているのに、さらにこの巨大なポチを庭で飼うのに許可がおりるだろうか、『拾った所に戻してきなさい』とか言われたらどうしよう。

　そんなことを考えながら大きくなったポチを再び仰ぎ見ようとした時、倒れていたドラゴンから煙のようなものが出ていることに気づいた。

　え、これってまさか爆発するパターンなんじゃ！　と一瞬焦ったが、すぐにその煙とともにドラゴンはすっと消えていった。

　消えた！　何、どういうこと！　なんで消えたの！　ドラゴンって消える生き物なの！

　愕がく然ぜんとする私の前で今度はドラゴンほどに大きくなっていたポチが、シュッとまた元の子犬の大きさへと戻った。

　何これ、何が起こってるかまったくわからない……何の手品!?

　一瞬にしてドラゴンは消えて、ポチはもとの愛らしい黒い子犬サイズに戻った……これは一体どういう原理で……いや、ここは魔法の世界だもの。きっとそういう不思議もよく起こることの一つね。

　とりあえず私が今、言えるのは、

「ポチ、元の大きさに戻ってよかった～。これならまたいつものように庭で遊べるわね」

　これでまた心おきなくポチと戯れることができる。これなら影にも入れるから、小屋いらずのままで、庭で飼わなくても大丈夫そうだ。

　そうして小さくなったポチの頭をモフモフと撫でた。ポチも喜んで尻尾をフリフリ、舌を出してハァハァと嬉しそうだ。そして私の手元をじっと見ている。

　あ、そういえばドラゴンに投げてやろうと握った枝がそのままだった。ポチの目は枝を投げて投げてと言っていた。おぉ、枝投げ遊びね！

「わかったわ。ポチ、じゃあ、投げるから取ってきてね」

　そう言って私が枝を投げようと手を振り上げると、誰かがその腕をガシッと掴んだ。

「楽しそうなところ、ちょっといいかしら」

　いつの間にか息を切らしたローラ先輩がすぐ後ろにきていて、それは複雑そうな顔をして言った。

「色々、それは色々と聞きたいことが山のようにあるんだけど……とりあえず今は、怪我はない？」

「あ、はい」

　ポチがドラゴンを退治してくれたので、私はまったくの無傷である。そうしてドラゴンと死闘を繰り広げたポチもこうして小さくなった姿を確認しても怪我は見当たらない。これもきっと魔法の国の不思議だろう。

「そう。ならよかった。あとはマリアとデューイね」

「そうだ！　マリアとデューイ」

　ポチと枝投げしている場合じゃなかった！

　私は慌ててマリアとデューイの元に駆けつけた。私が行くと、

「カタリナ様、お怪我はありませんか？」

　マリアが青ざめた顔でそう聞いてきた。

　まったくの無傷であることを告げるとホッと安心した顔になった。

「デューイの様子はどう？」

　ローラ先輩がマリアに抱きかかえられているデューイを覗き込んだ。その目は閉じられているがしっかり呼吸はしていた。

　マリアは庇うように抱きしめていたデューイをローラ先輩の腕に託す。

「光の治癒魔法で癒しましたが、だいぶ強く身体を打って気を失ってしまって、またしっかりと医者に診てもらわないと」

「わかったわ。ここを出たらすぐに医師に診てもらいましょう」

　ローラ先輩がその逞たくましい腕にデューイを抱きながら力強く頷くと、マリアはお願いしますと頭を下げたが、その目には不安が滲にじんでいる。自分を庇って怪我をしてしまったデューイになにかあったらと心配なのだろう。

　マリアはしばらく俯いてデューイを見ていたが、やがてすっと顔を上げて私の方にツカツカと歩いてきた。

　なんだろう？　何か用かな？　と歩み寄ってくるマリアを見つめていると、マリアは私の目の前に立ち顔を険しくした。そして、

「カタリナ様、失礼をお許しください」

　と頭を下げると、私にきつい目を向けてきた。

　今までマリアにこんな目を向けられたことのなかった私は驚いた。

　え、なに、なんで！　戸惑う私にマリアが声をあげた。

「なんで、あんな無茶をしたんですか！　あんな風に自分の方に呼び寄せるなんて自殺行為ですよ！　絶対、よく考えてなかったですよね！」

　マリアは今まで見たこともないほどに怒っていた。そして私のことをよくわかっていた。

「そ、そうなんだけど……だってあのままじゃあ、マリアたちが危ないと思ったから咄嗟に……」

　なんとか言い訳しようと口を開くが、マリアの顔はますます険しくなる。

「助けて頂いたことには感謝します。でも、あんな風に自分を囮おとりにするなんて……もしカタリナ様に何かあったら……」

　そう言って口ごもったマリアは、今度はその大きな瞳からポロポロと涙を流し始めた。

「マ、マリア！」

「もし私のせいでカタリナ様に……カタリナ様になにかあったら……」

　そう繰り返しマリアはボロボロと涙を流し続ける。

　これは相当に心配をかけてしまったようだ。私は深く反省し、

「心配させてごめんね。マリア、もう無茶はしないから」

　そう言って泣き続けるマリアをそっと抱きしめた。

「……はい」

　マリアは目を真っ赤にして、私の腕にぎゅっとしがみついた。

　私は小さく震えて涙を流すマリアの背を撫でた。

　こんなに心配かけて、泣かせてごめんね。

　よしよしと背を撫でていると、マリアの涙も落ち着いて、震えもおさまってきた。

　すると、すぐ横で、

「あら、目を覚ましたわ」

　という野太い声と、

「うわぁぁぁぁ」

　と悲鳴のような声が聞こえてきた。

　びっくりしてそちらに目を向けると、デューイが目を覚ましていた。しかし、その身体はローラ先輩にがっちりと抱きしめられたままだ。

　おそらく目を開けたら女装マッチョに抱きかかえられ、覗き込まれていたために驚きの悲鳴をあげてしまったようだ。気持ちはわかる。

　私の腕の中で落ち着きを取り戻したマリアが、デューイの元へと寄っていった。

「デューイ、身体は大丈夫？　どこか痛いところはない？」

　マリアがデューイを覗き込み潤んだ目でそう尋ねると、デューイはシャキーンと起き上がり、ローラ先輩の腕から抜け出して、

「まったく、大丈夫だから！」

　と身体を動かした。うん、本当に大丈夫なようでよかった。

　デューイの様子にマリアはホッとした顔を見せたが、

「助けてくれて本当にありがとう、でも無茶はしないで」

　とデューイの頭をそっと撫でた。

　その瞬間、デューイの顔は真っ赤に染まった。

　うん、もうもうデューイ少年の心は完全にマリアのものになってしまったようだ。

　ふふふ、きっと初恋ね～可愛らしいわ～。

「あの～、そろそろここを出ませんか？　もう怪しい男も捕まえましたので」

　いつの間にやら、戻ってきていた迷子先輩、もといハート先輩がそう声をかけてきた。

　後ろにはハート先輩をつなぐロープを持ったソラが、さらにその背にぐったりした男を担いで立っていた。

「え、ソラ。その男に触って大丈夫なの？」

　先ほどマリアが触れると危ないと言ったことを覚えていたらしいローラ先輩が驚いた声をあげる。

「あ～、完全に気を失ってるから大丈夫だと思いますよ」

　そう答えたソラに、マリアも続けて、

「そうですね。もう先ほどほど危ない気配はしないので、大丈夫かと思います」

　そう言うと、ローラ先輩も「それならいいけど」とほっとした様子を見せた。

　そしてハート先輩は、

「ではここから出ましょう。また変なのがきたら大変ですから」

　とまた全く出口とは違う方向に向かおうとして、ロープを握るソラに、

「こっちです」

　と引っ張られていた。完全に後輩に面倒をみられている。なんとも困った先輩だ。

　そしてローラ先輩の方は

「デューイは身体がつらいようなら、私が抱っこしてあげましょうか？」

　とデューイに親切で声をかけていたが、

「大丈夫ですので、結構です」

　ときっぱり断られていた。目覚めてすぐにローラ先輩の顔のアップはきつかったのかもしれない。その態度は頑なだった。

　出口へと歩いている途中に、ソラにも『無茶しすぎだ、馬鹿』と小声で叱られて頭を小突かれた。口調や台詞はあれだったが、その顔は真剣にこちらを心配してくれていたので、素直に『ごめんなさい』と謝ると『もう二度とするな』と頭をぐしゃぐしゃにされた。

　どうやら皆にとても心配をかけてしまったようだ。今後は気をつけなくては。

　そして私たちは洞窟を出た。洞窟の中もそれなりに明るかったが、やはり森に出るとその日の光がまぶしかった。そして、

「あれ、鳥が飛んでる」

　洞窟に入るまでは一匹もいなかった鳥たちが頭上を舞っていた。

　どういうことだろう。不思議に思う皆にマリアが、

「もしかしたら動物たちが森にいなかったのは私が感じた危険な気配のせいだったのかもしれません。今はその気配がほとんどなくなったので、それで皆、戻ってきたのかもしれないです」

「危険な気配が消えた？　いつの間に？」

　ローラ先輩の問いにマリアは、

「あの大きな生き物が消えた時に一緒に、もしかしたらあの気配はあの生き物から出ていたのかもしれないです」

「それじゃあ、動物たちはあの生き物を恐れて森から逃げていたということかしら？」

「そうなのかもしれません」

　このマリアたちの予想は正しかった。

　私たちが村に戻ると、しばらくして動物たちのほとんどは住み慣れた森へと戻っていった。

　ちなみに作物豊富な畑に味をしめてなかなか帰らない動物たちは、ポチに森へと追い立ててもらった。ハート先輩の案だった。

　また闇の魔力についてもうまく説明できない私たちの代わりになんだか適当に報告書を作成したのもハート先輩だった。

　実際の現場では役に立たないどころか足手まとい極まりなかったハート先輩は、そういった事務仕事では信じられないほどに優秀だった。本来なら数人で何日もかかる後処理やらなんやらを一日程度でさっと片付け、適切な指示を出し、あっと言う間に現場での必要仕事を片付けてしまった。

　こうして私たちは、その事件からわずか数日後には魔法省へと戻ることとなった。







第五章　新たな日々の始まり







『―――という経緯で今回の任務は完了しました』

　改良した通信機から流れてくる部下であるガイ・アンダースンこと通称ローラの報告を聞きながら、私、ラーナ・スミスは必死に笑いをかみ殺していた。

　そんな私の様子に気づいたらしいローラが、

『笑い事じゃありませんよ。本当に大変だったんですから』

　と怒った声を出したが、

「しかし……巨大な生物に石を投げて、木の棒を構えるなんて……可笑おかしすぎて……」

　私はついにこらえきれなくなり噴き出し、そして爆笑した。

　カタリナ・クラエス、可笑おかしな令嬢ではあるとは思っていたけどここまでとは、本当にそのエピソードは私を飽きさせることがない。

　いっこうに笑いの収まらない私に、あきれたらしいローラは、

『では大まかな報告は終わりましたので、通信はこれで失礼します。また詳しくは魔法省に戻ってから改めて行います。その時は、彼女たちについてじっくり説明をしていただきますよ」

　そう言ってローラは通信をきった。

　ローラ、そして共に同行していたネイサン・ハートはカタリナが闇やみの使い魔を使役している所をはっきり見てしまった。そのためこちらへ戻ってきたら、闇の魔力についても説明しなければなるまい。

　ローラは魔法省でもトップクラスの魔力に身体能力、そしてネイサンはトップクラスの頭脳に処理能力を持っている。

　だからこそ彼らは今回、マリア・キャンベル、カタリナ・クラエスの試験監督に任命された。貴重な光の魔力保持者と公爵家のご令嬢に万が一があると非常に困るためだ。

　しかし、今回起きた事件で闇の魔力についても知ることになったローラたちには、このまま魔法省でのマリアやカタリナについてフォローさせるのもありかもしれない。

　そんなことを考えながら、私はローラからもらった報告を書き写した紙に目をやった。

「これは早めにしっかり調べなければならないな」

　私はすぐにこういう仕事が得意な相棒へ調査依頼を出した。







　依頼を出した数日後、魔法省の与えられた部屋で書類を片付けていると、扉がノックされた。

「どうぞ」

　返事をすると、普段は銀髪である髪色を地味にして変装した青年が一人、入ってきた。

　私、ラーナ・スミスの表の顔であるスザンナ・ランドールの婚約者であるこの国の第一王子ジェフリー・スティアートだった。

「やぁ、ラーナ。頼まれていた調査が進んだので、報告しに来たよ」

　いつものへらへらした笑みを浮かべながら、ジェフリーは言った。

「すまない。しかし、わざわざ、自らこなくても書類だけくれればよかったのだが」

　そう言うと、ジェフリーは、

「いや～、今日きょうは俺おれの可愛かわいい可愛い弟たちが魔法省で研修する日だったから、それを見るついでにここに寄っただけだから気にしなくていい」

　とにへらと顔を崩した。

　堂々となんのためらいもなく弟たちを覗のぞき見にきたと言いきるこいつは、自室の壁に弟たちの肖像画をびっしり貼はり付けてうっとりながめたり、弟たちを付けまわすための魔法道具を依頼してくるような完全なる変態なのだ。

「……そうか」

「いや～、しかし、俺の弟たちったらな～」

　このままだと変態の弟自慢とのろけが始まってしまうと察した私は、

「先に報告書を頼む」

　と促した。ジェフリーは少し不満そうな顔をしたが、報告書と思われる紙に目を通してスラスラと読み始めた。

「え～と、君の部下たちを襲った生き物はどうやら『ドラゴン』という名の生き物らしいよ。生物研究室に確認に行ったら、デーリアス部署長が小一時間ほど熱く語ってくれた」

　あの生き物オタクのデーリアスが言うならば、おそらく間違いないのだろう。

「ドラゴンか、本で見たことはあるが、実在するとは……しかし、部下の報告では煙になって消えたということだったのだが、それはどういうことだ？」

　ドラゴン、幻の生き物として何かの本で読んだことがあるが、煙になって消えるなどとはどこにも書いてなかった。

「ああ、それなんだけど……ここからは俺の推測なんだけど、おそらくそのドラゴンという生き物はカタリナ・クラエスが所有する闇の使い魔と同じものだったのではないかな」

「闇の使い魔だと？　しかし、かなり巨大だったということだが」

「カタリナの使い魔も巨大になったということだし、闇の使い魔とは大きさを変えられるものなのではないか」

　確かにそれはありえることだ。

「それに、君の部下が連行してきた意識のない怪しい男だけど、その衰弱の仕方が以前、キース・クラエス誘拐犯としてとらえた彼の異母兄弟トマスととても似ているんだ」

「トマスとはあの闇の魔力を得るために生命の力を吸い取られた男か？」

「ああ、その彼だ。どこも悪いところはない、食べ物や薬も与えている。それなのになぜかどんどん衰弱していく、医者が首をかしげてるよ。しかもあの森のあたりで逃亡中のキース誘拐事件の黒幕で闇の魔力保持者サラと思おぼしき女性の目撃情報もあがってる。これらが繋つながっていると考えれば、あのドラゴンという生物はサラによって再び作り出された闇の使い魔ということになるんじゃないかな。荒らされていた森の中でサラはあの使い魔を作るための作業を行ったとかね」

　ジェフリーの推測は確かに的を射ていた。

「そのとおりかもしれないが、確証はないな。とらえた例の男が目覚めれば少しはなにかわかるかもしれないが」

「まぁ、難しいだろうね。トマスも結局、助からなかったからな」

　そう、以前とらえたトマスは懸命な処置を施したのにもかかわらず結局、衰弱しその命を落としてしまったのだ。

「でも、そうしてサラが作り上げた使い魔もカタリナ・クラエス嬢にやっつけられちゃったというわけか」

　ジェフリーはクスクスと笑った。

　そう、そのドラゴンという生き物はカタリナが呼び出した使い魔によって倒された。

　しっかりその最後を見ていた部下曰いわく、喉のどをかみ切られ、息絶え絶えになり、やがて呼吸が止まり消えたということなので確かに倒したということなのだろう。

「しかし、カタリナ嬢は本当にすごいね。闇の使い魔を使役しただけでは飽き足らず、巨大化させて他ほかの使い魔と戦わせるなんて」

　それは私も大いに同感だ。

「そうだな、しかし本人だけは子犬がただちょっと大きくなっただけと言ってるらしいが、その姿はどう見ても巨大な狼おおかみだったらしい」

　そんなどう見ても巨大で獰どう猛もうそうな狼をペット扱いするカタリナに部下は大いに引いたようだった。

「巨大な狼か～見てみたいな。でも、なんで急にそんなことができるようになったんだい？　それまではそんなことできなかったのだろう？」

　これまでのカタリナはせっかく使役している闇の使い魔を、庭で棒ひろいをさせるくらいしかしていなかった。使い方などまったくわかっていなかった。だから、今回のことは、

「おそらく、持っていった魔法道具が影響したのだと思う」

「魔法道具？」

「ああ、試験に行く前に好きなのを持って行けと、ガラクタ倉庫で選ばせた。そしたら私が以前カタリナが買ってきた闇の道具を参考に作った闇の魔力に影響を及ぼす道具を偶然、選んで持っていった。冗談のように作った試作品だったが、その効果があったのではないかと考えている」

　実際、カタリナは『持っていた道具が熱くなって使い魔の声を聞いた』と言っているのでおそらくあの道具がなんらかの影響を与えたのは間違いない。

「へぇ～、それはすごい。ちなみにマリア・キャンベルも光の魔力を高める道具を持って行ったと聞いたんだけど」

「確かにマリア・キャンベルも偶然にあの倉庫からその道具を持っていってだいぶ力があがったようだ」

「それはすごい偶然だな。それでその道具はどうしたんだい？」

「他に使えるものもほとんどいないから、そのまま二人にやった」

「お～、それじゃあ、二人とも今後もあがった力を維持できるわけだね。素晴らしい。しかし、偶然、闇の魔力の道具を持っていったカタリナ嬢に、光の魔力の道具を持っていったマリア嬢か……」

　そこでジェフリーはなにか考え込んで黙り、そして再び口を開いた。

「これは偶然なのかな、それとも必然なのかな」

　珍しく真剣な顔をしたジェフリーに私は返す言葉を見つけ出せなかった。

　確かに偶然にしてはあまりにも……と私も考えていたからだ。

　何か得体のしれないものに巻き込まれているような奇妙な感覚がした。







★★★★★







　俺の名はデューイ・パーシー、非常に倍率の高い試験に合格し、この春からこの国で一番の勤め先である魔法省に入省することができた。

　それを機に俺は生まれた家を出て魔法省の寮に入った。それなりの給料はもらうだろうから仕送りはするつもりだがもう家に戻る気はない。あそこにいい思い出はなかった。

　俺の生まれた家はとにかく貧しかった。おそらく町でも一番、貧しかったのではないかと思う。

　ろくでもない親は子どもばかりたくさん作り、家のことも仕事も子どもに丸投げして、遊び歩いて暮らしていた。家は兄弟きょうだいたちが稼いできた金で成り立っていた。

　そんな風に子どもに労働をさせているため俺の兄弟はほとんど金のかからない学校にすら通わせてもらえず、碌ろくに読み書きもできない状態だった。そんな状態であるため碌な仕事にもつけず、低賃金でこき使われていた。

　そうして得たわずかな賃金すら親が遊びに使ってしまったりするのだ。

　だから皆が必死に働いても家計はいつも苦しいままで、俺ら兄弟は皆、ボロボロの服で周りに蔑さげすまれながら生きていった。

　兄弟たちはそんな現状を仕方ないことと受け入れ暮らしていたが、俺はそんなのは嫌だとずっと思っていた。

　そんな時、マリア・キャンベルの噂うわさを聞いた。この町で生まれた光の魔力を持つ少女、頭もよい彼女はきっと将来、魔法省に勤めるくらいの優秀な人物になると。

　日々の生活の中になかった魔法省という言葉、こっそり調べるとそれは国で一番立派な職場ということだった。

　国で一番の職場、もしそこに勤めることができればたくさんのお金がもらえる。そしたらもうこんな惨みじめな暮らしをしなくていいはずだ。

　魔法省に入るには強い魔力を持つか、難しい試験に合格しないといけないらしい。

　俺には魔力はない、ならば試験に受かるしかない。

『家の仕事もちゃんとするから』と兄弟に頼み込みなんとか学校にも通わせてもらった。寝る時間を削って家の仕事をしながら勉強をした。

　ボロボロの服を着て、頼み込んで譲ってもらったボロボロの教科書をいつも手にしている俺は学校でも皆に蔑まれ、ひどい嫌がらせをされることもあった。それでもじっと耐えてひたすら勉強に励んだ。

　そんなある時、町のはずれで噂のマリア・キャンベルに話しかけられた。

　確か『こんにちは、頑張ってるのね』とかそういうものだった気がする。

　光の魔力を持つ生まれながらに恵まれた少女マリア、自分とはあまりに違う存在。彼女はきっと哀れな子どもに同情して声をかけてくれたのだろう。しかし、

『光の魔力持ちの選ばれし方が俺なんかに構わないでください』

　俺はかなり邪険にマリアを追い払った。恵まれた者の一時的な哀れみなど受け取らない、それが今後も続くと誤解してしまえば後がつらい、自分の身は自分で守らなければならないのだから。

　そうして努力を重ねたお陰で、学校は飛び級で卒業し、目標よりも早く魔法省の試験を受けるところができ、そして無事に合格することができた。

　こうして俺の人生は変わったんだ。

　敬語も作法も独自に勉強し、万全の態勢で魔法省の入省式に備えた。

　だが通勤途中に最年少で魔法省に合格した俺を妬ねたんだ輩やからに絡まれたのは腹立たしいことだった。そのせいで入省式に出られず、省内の案内途中からの参加となってしまった。

　それでも、俺は無事に魔法省に入省した。ここから俺の新しい人生が始まるのだ。高まる気持ちで魔法省の門を潜くぐった。

　しかし、その魔法省で幼い日に強く拒絶したマリアの姿を見つけてしまった。

　マリアの姿は俺がここにくるにあたり捨ててきたものを思い出させ、非常に不快な気分になった。正直、関わりたくなかった。

　だが、俺に気づいたらしいマリアは、何か話したそうな目を向けてきた。今さら話すことなどなくなれ合う気もない俺はそんなマリアの視線を無視した。

　この先も彼女と関わるつもりもなかった。それなのに、後日、集められたグループで行う試験で運悪く同じ班になってしまった。ますます何か言いたそうにうかがってくるマリアの視線が煩わしくて仕方なかった。

　それにマリア以上に気に食わないと思っていた人物とも同じグループになってしまった。

　カタリナ・クラエス、公爵家のご令嬢だ。その身分を聞いた時はなんでそんな身分の令嬢が仕事なんてするんだと驚いた。

　貴族のご令嬢はある程度の年になれば結婚し家の中にいるものだと学んでいたのに。

　何か深い訳か、それこそ凄すさまじい魔力を持っているとかいうことなのかと思ったが、どうやら違うようだ。噂では縁故で結婚までの気分転換に入ってきたらしい。

　それを聞いた時は頭が怒りで真っ白になった。俺がこれだけ必死に努力して掴つかんだものを生まれた身分だけで遊び半分に得てしまうカタリナに憎悪すら覚えた。

　そんな相手と同じグループになり共に旅をすることになるとは思ってもみなかった。カタリナと共に行動することはマリアの俺を気にする視線よりもずっと耐えられないことだと思った。

　旅先でもきっと貴族の傲ごう慢まんさで迷惑をかけてくるに違いないと思っていた。

　途中で昼食を食べるために入った食事処は、いかにも家族で経営しているといった感じの店で決して汚かったり、まずそうだったりする訳ではないが、貴族、それも公爵令嬢が食事をするところではない場所だった。

　出てきた料理もいたって普通の家庭料理といったもので、カタリナはきっと文句を言うと思ったのだが……。

「う～ん。美味おいしい」

　予想に反してカタリナはそれは美味しそうに出てきたパンを頬ほお張ばっていた。

　あまりに予想外な反応に思わず呆ぼう然ぜんとその姿を見つめていれば、

「どうしたの、あなたも食べたいの？　一つならどうぞ」

　なぜか、食べたいと思われたらしく皿を勧められた。

「い、いえ。いりません。……というかクラエス様でもこういう所の料理を召し上がるんですね」

　断りつつそう言うと、

「こういう所の料理？　ここの料理すごく美味しいよね」

　当たり前のようにそう返された。カタリナは俺が思うような貴族ではないのだろうか……。

　そうして皿の料理を食べ上げたカタリナはさらにおかわりをしようとし、マリアやソラに必死に止められ、最終的には料理をお土産みやげに包んでもらっていた。

　なんだか俺の想像していた人物像と段々とかけ離れてきていた。

　しかし、傲慢な態度がなくて少し平民とも親しくしているからなんだというのだ。この女は暇つぶしに縁故で職場に遊びにくるような人物なのだぞ。カタリナの人物像が揺らぐたびに俺はそう自分に言い聞かせた。

　そして、偶然ふたりきりになった時に彼女に『私に何が気に食わないところがある？』と無邪気に聞かれた時には、思わず貴族に対して罰せられてしまうようなことを言ってしまった。

　いくらカタリナが思ったより傲慢ではなく平民とも親しげだとはいえさすがにまずい。

　言ってしまってから、もしかして処刑すらあるのかもしれないことだと気づいたが、一度、口から出てしまった言葉は取り消せない。

　俺は判決を受ける囚人のようにカタリナの言葉を待ったが……カタリナは何も言ってこず、俺を罰することもせず逆に気まずそうな顔をしており、なんだか複雑な気分を味わった。

　やがて目的地に着き、皆で任務の作戦を練ることになった時、一番、効率的な方法を提案したのに却下された。

　特にカタリナの生ぬるい考えにはイライラとさせられ、またかなりな言葉を浴びせてしまったが、やはりカタリナは何も言ってこず、なんとも言えない心苦しさが残った。

　しかし、実際に現場を確認しに行くと想像を超える出来事が起きており事態は急変した。

　いきなり増えた動物たち、こちらを見る目はなんだか何かにおびえているように見えた。なんとなく気になってなかなか寝付けず、朝も早くから目が覚めた。

　気分を変えようと外に出ていると、ずっと避けていた人物に声をかけられてしまった。

「デューイ、おはよう」

　マリア・キャンベルだった。俺は眉まゆを寄せた。

「キャンベルさん、なぜこんなところに？」

　いかにも迷惑だという風に言ったのに、マリアの態度は特に変わらず、

「その、気持ちのいい朝だから少し外に出たくなって屋敷の前にいたら、偶然あなたの姿が見えたから何してるのかなって思って？」

　と返してきた。

「つまり、つけてきたわけですか？」

「……うん。その少しお話ししたいなと思って」

「それで何の話ですか？」

　再会してからやたら気にしたような視線を向けてきてなんだというんだ。さっさと話して立ち去れよ。

「うん。あのね、私たちって同じ町で育ったのにあまり話したことなかったじゃない。これからは同じ職場で働くことになるのだしもっと話して仲よくしましょう」

　そう言ってマリアはありえない提案をしてきた。

「なんで、そんなことをする必要があるんですか？　別に仕事場でなれ合う必要はないんじゃないですか？」

　なれ合いなんて必要ない。俺は一人でやっていかなければならないのだから、他人の力は借りられない。

「なれ合うというか……やっぱりつらい時や大変な時に話をできたりする人がいると気持ちも楽になると思うの」

「別に大丈夫ですのでほっておいてください。話がそれだけならもう戻ってください」

　やめろそんな目で俺を見るな。

「でも、デューイ、なんだか昔より顔が険しくなって……」

　うっとうしい！　なんなんだこの女は！

「あなたが戻らないなら僕が戻ります。さようなら」

「あの、でもなんだかデューイが無理をしているように見えて」

　そう叫んでマリアは俺の服の裾すそを掴んだが、俺はすぐにその手を払いのけた。

「はっ、ほとんど面識もないあなたに俺の何がわかるっていうんですか！　ほっておいてください」

　何も知らないくせに、どんなに頑張っても家族にも理解されず、どこにいっても蔑まれて一人で耐えるしかなった。幼い日には膝ひざを抱えてよく一人泣いた、それはどうしようもない孤独。

　一人でやるしかない、他人には頼ることができない。それは俺がここまで生きてきて学んだことだ。

　光の魔力に恵まれチヤホヤされて育った女に俺の気持ちがわかるはずなどないのだから、だからもうほっておいてくれ！

　俺はマリアを強く拒絶した。

　それなのに、マリアはもう一度、手を伸ばしてきた。

「……私も同じだったから……」

　ポツリとマリアがもらした。

　光の魔力を持つマリアが俺と同じ、そんなわけないだろう。そう思うのに、言い返して否定してやりたいのに、その一方でマリアの真まっ直すぐな瞳ひとみからその言葉が嘘うそではないことがわかってしまった。

「一人で頑張らなきゃって気を張って無理して……今のデューイは昔の私に似てるから、ほっとけないよ」

　マリアが俺の手を握った。彼女の手は温かかった。こんな風に誰だれかに優しく触れられたことなんて一度もなかった。

「一人で頑張らないで、頼っていいのよ」

　マリアはそれは優しい微笑ほほえみを浮かべてそう言った。

　どんなにつらくても苦しくても誰も助けてくれなかった。

　子どもを道具としてしか見ない親、自分が生きるのに精いっぱいの兄弟たち、貧しくボロボロな俺を蔑む周りの者たち、誰も手を差し伸べてなどくれなかった。つらくて苦しくて誰かの手を借りたくて助けてと言いたくて伸ばした手は宙を舞うだけだった。だからもう誰も求めない、一人で生きるのだと誓った。

　でも、ほっといてくれ、そう言いながらも本当は放っておかれたくなんかなかった。誰かの優しい手をずっと求めてきた。そのことに今、気がついた。

　優しい手に包まれている所から、何かずっと自分を覆っていた冷たい膜のようなものが壊れていくような感じがした。

　自分でもなんて単純なんだと思ったが、包まれた手と欲しかった言葉、優しい笑顔は俺の固く閉ざしていた何かをゆっくりと開いていく気がした。そしてそれはとても温かくて気持ちのよい感覚だった。

　舐なめられたら駄目だ、他人は皆、敵だ、なんでも一人で何とかしなければいけないとずっと心を縛っていた言葉たちがゆっくり解けていくようだった。

　気がつけば、マリアのまなざしがとても心地よく感じられるようになっていた。

　そして、屋敷へ二人で戻ったのだが、俺はどうしても気になっていたことをマリアに尋ねた。

「あの、キャンベルさんは……」

「ねぇ、デューイ、私のことはマリアって呼んでよ。さんもいらないからね」

「……あ、はい。マリア」

　なんだか照れくさくて早口にそう呼んだら、マリアは『ふふふ』と優しく微笑んだ。

「それであの、マリアはなんでクラエス令嬢と親しいのですか？」

　ここまでの旅の間マリアはあのカタリナと、とても仲がよさそうにしていた。

　平民であり強い光の魔力保持者でもあるマリアがなんであの女と仲がよいのか疑問で仕方なかったのだ。

「クラエス令嬢ってカタリナ様の事？」

「はい。言ってはなんですが、身分も違いますし、魔力が高い訳でもないと聞きました。そもそもなんであの人が魔法省にいるのかわかりません」

　さすがにあれだけ仲がよさそうにしている人物に、『遊び気分できているのでは』とまでは聞けなかったが、疑問をぶつける。するとマリアは、

「カタリナ様は本当にすごくて素敵な人よ、きっと接しているうちにわかってくるわ」

　となんだか意味ありげに微笑んだ。

「……そうですか？」

　なんだか納得できない答えだったが、それでもにっこり笑ったマリアになんとなくその先は聞けなかったのだが……しばらくしてその意味がわかることとなる。

　洞どう窟くつで見たこともない巨大な怪物に襲われかけたマリアを庇かばって負傷した。

　頭を打ったようで意識がもうろうとしてきた俺に駆け寄ってきてくれたマリア、そんな彼女に再び迫りくる怪物、マリアは動けない俺を庇うように抱きしめる。

　マリアを助けようとしたのに逆に助けられ新たな危機に直面させてしまった、なんて情けない。マリアに自分を置いて逃げるように言いたいのに声もうまく出せない。

　誰か、誰でもいいから助けてくれ！　そう心の中で叫んだ時、

「こっちへきなさい！」

　そう言って怪物に石を投げつけたのはなんとあのカタリナだった。

　俺たちを助けるため、なんとか怪物を自分の方へ引き付け、彼女は怪物を引き連れ必死に走っていく。

　なんて無謀なと思いつつ、そこまでして自分たちを助けてくれたことに驚きょう愕がくする。

　公爵令嬢からしたら只ただの平民でしかない俺らのために、あんなに必死になって自分を危険にさらしてまで……これはもう降参だった。もうこれまでのようにカタリナをどうしようもない人物だと思い込めなくなった。

　いや、本当はもうとっくに気がついていた、カタリナが俺が思っていたような傲慢で勝手な人物ではないことに、彼女が自分たちを平民だからと差別などしない優しく穏やかな人物なのだということに……でもなんでも持っている彼女が羨うらやましくて妬ましくて、見えないふりをしていたのだ。

『カタリナ様は本当にすごくて素敵な人よ、きっと接しているうちにわかってくるわ』

　朝、聞いたマリアの言葉が脳裏をよぎり、そして俺は意識を失った。

　次に目を開けると、目の前にはアンダースン先輩の顔があり、やや取り乱してしまった。

　そして俺はすべてがもう終わったことを知った。あの怪物はカタリナが倒したということだった。

　カタリナ・クラエスは結婚までの気分転換に縁故で魔法省に入ったなんて噂はまったくの嘘だったのだ。彼女はただその実力を隠していただけだったのだ。

　よく考えれば、あのマリアが見込んでいる女性が本当に何も持っていない人物であるなんてありえないことだった。

　カタリナは穏やかな人格者だというだけでなく、凄まじい実力者でもあったのだ。

　俺は考えを大きく改めさせられ、今後しなければいけないことに気づかされた。
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「ということで深く反省しましたので、どうかこれまでの無礼な態度をお許しください」

　そう言ってデューイは、深く深く頭を下げた。村の事件が解決し、後処理も終わり、さあ、魔法省へ帰ろうかという時だった。

　それまで私と目を合わせようともしなかったデューイがいきなり険しい顔で突進してきて、『素晴らしい人格者であることも認めず』とか『真の実力も見抜けず』とか一体、誰の何の話なのかわからないことを熱く語ってきたのだ。

　かなり話についていけてない感が満載なのだが、そのデューイの勢いにのせられ、

「は、はい」

　と思わず返事をすると、険しかった顔がほっとしたように緩んだ。しかし、またすぐに真剣な顔になり、

「あ、あの、それでその許していただけるなら、カタリナ様から色々と教えを請わせていただきたいのですが」

　また深く頭を下げられた。

　う～ん、よくわからないことが満載だが、とりあえずもう私のことが嫌ではなくなったので、仲よくしましょうという解釈でいいんだろうか、それなら願ったりかなったりである。

「はい。これからもよろしくお願いします」

　と元気よく返事をしたら、

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　デューイはそれは愛らしい笑顔になった。

　今までほとんどしかめっ面しか見ていなかったのでその笑顔は衝撃だった。さすが攻略キャラだ。私にはショタ属性はないが思わずクラリときそうになった。

　だけどよかったわ。こうして仲よくなっておけば、もしもの時のために色々と対策が考えられるもんね。前世のおばあちゃんの言ってたとおりにして正解だったわね。

　よし、これからも破滅フラグ回避のためにも頑張らなくちゃ！

　帰りの馬車の中ではデューイとも笑顔で話ができてとてもいい気分での帰還となった。







　夕方近くになり魔法省に到着すると、そこにはなぜかいつもの仲間たちの姿があってとても驚いた。どうやら、本日中に戻るという知らせが魔法省にいっていたらしく、皆が魔法省で帰りを待ってくれていたらしい。

　皆にお帰りと迎えられて、なんだかすごく帰ってきたんだなーという感じがして、嬉うれしかった。

　先に班の皆で、今回の私たちの班の担当上司であった（らしい）ラーナに帰還の挨あい拶さつと、簡単な報告をした。さらにしっかりとした報告をするという先輩たちとそこで別れ、また自分の部署に一度、戻らなければならないというソラと別れ、一応しばらくは安静にするように医者から言われていたデューイを先に帰宅させて、私とマリアは魔法省の一室を借りて待っていてくれた皆と話をする。

　もう夕暮れも近づいていたが、久しぶりにそろった皆ともう少し一緒にいたかったから。

「怪我けがなどはありませんでしたか？」

「もしものことを考えて薬箱も持参しましたわ」

　そう言って心配してくれるソフィア、メアリに、

「大丈夫よ、かすり傷一つないわ。ほら」

　と腕まくりして、スカートもめくって見せようとしたら、

「わゎ、義姉ねえさん、何してるの、それはダメだよ！」

「おぃ、女としてそれはないぞ！」

　と険しい顔のキースと赤い顔のアランに激しく怒られた。いや、ちょっと膝くらいまで見せようとしただけなのに、さすがの私だって、パンツが見えるまでめくらないよと思ったけど、そう反論したらまた怒られそうなのでとりあえず『はい。すみません』と謝っておいた。

「まぁ、怪我がなくて本当によかったです。しかし、初めから泊まりがけでの任務とは大変でしたね。どんな任務だったんですか？」

　ジオルドにそう問われ、私はちょっと得意げに答えた。

「狸たぬき退治からのドラゴン退治です」

　すごいでしょう、えっへんと言って胸を張り、皆の賞賛を待ったのだが……なぜか皆、固まったままで何も返してくれない。え、なんで？　なんで？

「……狸はともかく、ドラゴンというのは巨大なトカゲに翼がついたようなあれか？」

　しばらくして、そう口を開いたのはニコルだった。いつもと変わらない無表情なのだが、なんだか少し困惑している感じもする。

「え、あ、はい。その大きな飛ぶトカゲみたいなのです」

　あれ、もしかして、皆、ドラゴンを知らないとか、そういえば旅のメンバーもドラゴンを見て驚いてたから、やはりメジャーなものではないのだろうか？

「もしかして、あんまりいないものなのですか？」

　そう尋ねると、

「いないも何も、そんなもん、本当に存在するのかよ……」

　なぜかアランが信じられないといった感じに返してきた。そしてニコルも、

「俺も図鑑の中では見たことあるが、ほとんど想像上のものだと思っていた」

　と言った。

　あれ、ここは魔法の国だから、普通にドラゴンくらいいると思っていたのに、そうでもなかったのか。

「あー、すごく信じられないことではあるんだけど、義姉さんならありえるかもと思えてしまうところが怖いよ……それで、そのドラゴンはどうやって倒したの？」

　キースがなんだか遠い目をしてそう聞いてきた。

「あ、うん。それはポチがこう大きくなってえい、やぁって戦って見事に倒したのよ」

　よくぞ聞いてくれましたと、私は身振り手振りでポチの活躍を話したのだが……またすぐには返事がこなかった。

「えーと、カタリナ。ポチというのは君の影にいる闇の使い魔のことだよね。それが大きくなったってどういうことですか？」

　しばらくしてジオルドがやや固い笑顔でそう尋ねてきた。

「なんか、借りていった魔法道具の影響っぽいんだけど、それでドーンとドラゴンくらいに大きくなったのよ」

　あの倉庫で見つけた虫むし眼鏡めがねはどうやら闇の魔力に関する道具だったようだ。ポチが大きくなったのはそれが関係しているらしい。特に使える人もいないからともらったけど、何に使えばいいのかしら、庭であんなにポチを大きくしたらお母様に叱しかられるだろうから当分は持ってるだけになりそうだ。

　ちなみにマリアも同じく倉庫で見つけたものが光の魔力を上げる道具だったらしい。それで闇の気配を感じる力があがったようだ。マリアもその道具をもらっていた。

　しかし、私の道具はダサイ虫眼鏡で、できるのはポチの巨大化くらい、かたやマリアの道具は可愛らしい金色の腕輪で魔力がアップする、なんとも大きな差を感じた。これがヒロインと悪役の差かしら……私もせめてアクセサリーがよかった。

「……まぁ、なんとなくわかりました。なんとなくですが」

　ジオルドが何かを諦あきらめたような顔でそう言った

「でも、じゃあ、そのドラゴンはポチが倒したのなら義姉さんは危険なことはなかったんだね？」

　キースが確認するようにそう聞いてきた。

「もちろんよ」「とても危なかったんです」

　と答えた私の声に、マリアの声がかぶった。そして、

「カタリナ様はそのドラゴンという生き物から私たちを守るために、自分の方へと石を投げて呼び寄せてくださったのです。偶然、ポチちゃんが現れてくれたから助かりましたが、本当に危なかったのです。私たちのためにしてくださったことだとはわかっているのですが、本当に本当に……」

　その時のことを思い出したのか、マリアはなんだかまた泣き出しそうな顔をした。

　それを聞いた皆の顔色がさっと変わる。

　詳しく話してと促されたマリアが、事の詳細を語り出す。それこそ木の棒で立ち向かったこともポチを助けるために再びドラゴンに挑んだことも。

　話が進むほど皆の顔が険しくなっていく。

「あ、あの、マリアたちが本当に危なくてね。咄とっ嗟さにね、でも結果的に大丈夫だったのだから問題ないでしょう」

　と必死に言い訳をしたが……。

「義姉さん、あれだけ言ったのに……」







[image: ]







　というキースの言葉を皮きりに、結局、全員から小言をもらうこととなってしまった。

　いや、それだけ危ないことをして心配させてしまったのだから、そこは仕方ないのだけど……。

　今後、くれぐれも無茶はしないと固く約束させられた。

　そして気がつけばすっかり日は落ちてきており、私はキースとともに二日ぶりの自宅へと戻った。







　自宅に戻ると、連日の慣れない任務の疲れからすぐに眠りに落ちた。

　朝、アンに叩たたき起こされるともうすぐに魔法省に行かなくてはいけない時間だった。アン曰く何度も起こしたのだけどいっこうに起きなかったらしい。

　慌てて支度をして魔法省へと向かった。今日はいよいよ勤める部署が発表される予定である。

　どこに配属されるのかしら、マリアとは一緒になれるかな。

　そわそわしつつ魔法省に到着すると先日と同じ講堂に集合するように言われた。どうやらそこで発表があるようだ。

　講堂までとことこと歩いていると後ろから、

「カタリナ様、おはようございます」

　と可愛らしい声をかけられ、振り返るとソフィアが荷物を運んでいた。

「おはよう、ソフィアは今日も、お手伝いの日なの？」

　昨日きのうも魔法省で私を待っている間にお手伝いをしていたというソフィアは連日出勤だ。毎日いるわけではないと聞いていたが、こうして続けてよく知る友人に会えると嬉しい。

「はい。今日はお兄様もこちらに用がある日だったので一緒にきました。でもこうして二日続けてカタリナ様に会えるなんて思ってなかったので、嬉しいです」

「私もソフィアに会えて嬉しいわ。学園に行っていた時はほとんど毎日、顔を合わせていたのにね。働き始めてなかなか会えなくなって寂しいわね」

　そう言うと、ソフィアも大きく頷うなずいた。

「私もです！　ぜひ休みの日には遊びにきてください。厳選した小説を用意しておきますから！」

「ありがとう」

　お言葉に甘えて次の休みには遊びに行かせてもらおうかしら、またお勧めのロマンス小説も貸してほしいし………ん、ソフィア、ロマンス小説、何か大事なことを忘れているような……あ、本に挟まっていたあの乙女おとめゲームのメモ！

　すごい発見で、まずは本の持ち主であるソフィアに確認しなくちゃと思っていたのに、あれから色々とありすぎてすっかり忘れてしまっていた！　今がチャンスだ！　幸いメモは職場に持っていく鞄かばんの中に入れっぱなしだ。私は鞄をごそごそと漁あさって件くだんのメモを取り出した。

「あ、あのね。ソフィア聞きたいことがあるんだけど」

「何ですか？」

「ソフィアに借りた小説の中にこんなメモが挟まっていたんだけど、なんだかわかる？」

　そう言って乙女ゲームメモを開いてソフィアの前に出す。ソフィアはそのメモを覗き込んで、不思議そうな顔をした。

「あの、これは文字なのですか？」

「え？」

「異国の文字ですか？」

　首をかしげたソフィアの隣から自分でももう一度、メモを見直して私はようやく気がついた。

　そのメモはこの国の文字ではなく、私が前世で使っていた日本語で書かれていた。

　がっつり前世の記憶もある私は普通に読めたからまったく気づかなかった。まさかの展開だ。

　メモが日本語で書かれているということはこれを書いたのは日本人、ということは私と同じで転生した人ということ？　もしかしてここには私と同じ転生者がいるの！

「あの、カタリナ様？」

　完全に固まった私をソフィアが心配そうに覗き込んでいた。

「あ、その、ちょっと混乱して、その、ソフィアはこのようなメモを見たことはないの？」

「はい。初めて見ました」

　どうやらソフィアはまったく知らないようだ。しかし、そうなると、このメモはどこで誰が入れたものなのだろう。ただでさえ一度、迷子になって戻ってきた経緯があるからな。

　お城で拾ってくれた人？　それとも管理してくれていた人？　でも、誰でも確認できるようになっていたらしいから、この本に誰が触れたか特定できない。とりあえず荷物を持ってきてくれたジオルドにも確認してみよう。そうして考えを巡らせていると、

「カタリナ様、もう皆、そろっていますよ」

　講堂の方からマリアとソラが私を呼びにきた。ただでさえ遅めにきてしまったのに、こうして寄り道しているうちにすっかり遅刻になってしまったらしい。

　まずい、メモについても確かめなきゃだがとりあえずは講堂に行かなくては！

「ソフィア、お休みにはぜひ遊びに行かせてね」

「あ、はい」

　私はソフィアにそう言い残し、マリアと共に講堂へと急いだ。

　メモについてはまたジオルドやお城の使用人にも確認をしてみよう。

　講堂に到着すると、もう新人たちがそろっていてしっかり並んでいた。私もそそくさと列に入る。

　そして部署の発表が始まる。代表と思しき人物が部署と名前を読み上げていく。

『魔力・魔法研究室、マリア・キャンベル、デューイ・パーシー』

　どうやらマリアとデューイは一緒の部署のようだ。そして上司はあのサイラス・ランチャスターだ。そして、ついに私の名前も、

『魔法道具研究室、カタリナ・クラエス、ソラ・スミス』

　そう読みあげられた時、なぜか周りが一瞬、ざわりとなった。ん、なんだろう。

　残念ながらマリアとは一緒になれなかったけどソラがいるなら少しは心強いわ。

　すべての名前が呼び終わったところでそれぞれの部のトップが新人を迎えにきているようだった。

　マリアの元にサイラスが歩み寄っていくのが見えた。

　そして私の元には、

「やぁ、カタリナ嬢。我が部署へようこそ」

　地味な茶色の髪に青い瞳の女性（他にもたくさんの姿を持つという変装のプロ）、ラーナ・スミスが迎えにきてくれた。魔法道具研究室はラーナの部署だったらしい。

　驚く私にソラは『いや、思い切り道具貸してくれてたじゃないか、気づけよ』と小声で突っ込んできた。

　まあ、そう言われればそうですね。

　そうして私とソラはラーナに連れられ魔法道具研究室へと向かった。

　場所はこの間の倉庫の近くだった。

「さぁ、どうぞ」

　とラーナに促され、初めての職場へとドキドキしながら踏み入ると、そこには……。

「あら、カタリナちゃんじゃない、いらっしゃい」

「ここになったのですね」

「おお、君はあの時の」

「いらっしゃい」

　筋肉マッチョの女装と病的な迷子体質、そして目がキラキラするような派手な衣装のナルシスト、ヌイグルミでしか会話しないお姉さんという変人たちが勢ぞろいしていた。

　それだけでも驚愕なのに、その後ろには煙の出ているビーカーのようなものを怪しい笑顔で混ぜ合わせているマッドサイエンティストみたいな人物に、なぜか片手にダンベルと思しきものを持ち上下させて仕事している人物などまともな人が見当たらない。っていうか真ん中の書類の中から手だけが出ている。あれは書類に埋もれているのだろうか、大丈夫なのか？

　ポカーンと固まる私にソラが小声で

「なんでも、ラーナ様が変わった奴やつばかり集めてくるからこんな風になったんだとよ。ちなみに何年間も新人の行きたくない部署ナンバー一らしい」

　あ、それ生物研究室で聞いたやつだ。ナンバー一はここだったのか……。

「ソラはもう見習いで入っているから知ってるな。こっちはカタリナ・クラエス。今日からここの仲間だ。皆、仲よくするように」

　ラーナがまるで小学校の転校生みたいに紹介してくれた。

　皆も『は～い』と返事をしてくれたけど……これから乙女ゲームの破滅フラグも乗り越えていかなくてはならないのに、まさかのこんな変な人たちばかりの所に配属されてしまうなんて、今後が不安だ。

「こんな変わった人たちの中でやっていけるかしら」

　小さく漏らした呟つぶやきが聞こえたらしいソラが「いや、あんたなら十分やっていける。むしろ変わり者具合でも勝てると思うけど」と囁ささやいた声はあいにく私の耳には入らなかつた。

　こうして私の前途多難な新生活はスタートした。
















ジオルド・スティアートの憂うつなお茶会







「う～ん。このタルトすごく美味しいです」

　お城の客間の一室で、私はたまらなく美味なタルトを口いっぱいに頬ほお張ばった。

「それはよかった。カタリナのために評判の店のものを用意したかいがありました」

　目の前に座った金髪碧へき眼がんの王子様はそう言って微笑ほほえんだ。

「もぐもぐもぐ……ありがとうございます。あ、そちらのクッキーもよろしいですか？」

　タルトを呑のみ込んでお礼を言いつつ、次のものに狙ねらいをさだめる。

「どうぞ、君のために準備したのだから好きなだけ食べていってください」

　微笑みを浮かべたままのジオルドはそこで一度、言葉を切ってこう続けた。

「それで、他の皆さんはなぜいらっしゃったのですか？　僕がお茶に招待したのは婚約者のカタリナだけだったと思うのですが」

　そう言って私とともにテーブルについているキース、メアリ、アラン、ソフィア、ニコル、マリアを見た。

「義姉ねえさんの向かうお茶会には基本的に同行するように家族に言われておりますので」

　とキースが笑顔で返すとメアリも同じく笑顔を浮かべた。

「あら、せっかくのお茶会をするなら人数は多い方が楽しいではありませんか、ねぇ、アラン様」

「あぁ、そうだな」

　メアリに同意したアランだったが、その視線はなぜかジオルドをさけているように見える。

　そんなアランを見てジオルドがぼそっと「情報源はアランですか」と呟き黒い笑顔を浮かべ、それを見たアランがビクッとした。

「まぁ、確かに人が多い方がにぎやかでいいじゃないか。しかし、ジオルドやアランは城でのパーティーの準備は大丈夫なのか？　そろそろだろう」

　なんとなく不穏になりかけた空気を壊すようにニコルがそう発言した。

「えぇ、衣装合わせも段取りや来賓などについての情報共有も済んでますので僕らがすることはもうあまりないのですよ」

　まだなんとも言えぬ黒い笑顔は浮かべたまま、ジオルドがそうニコルに答えた。

「そうか、ならいいが、かなり大規模なものだと聞いたので準備もさぞ大変なのだろうと思ってな」

「ええ、なぜか一番上の兄が率先して取り仕切ってかなり大掛かりなものにしているんですよ」

　ジオルドはなんだか面倒くさそうな感じでそう言った。

　パーティーの主役の当人からしたら大規模になればなるほど大変なのだろう。気持ちはわかる。

　だけど、私としてはその大規模なパーティー、楽しみで仕方ない。だってお城で開かれる王子様たちの卒業パーティーだ。それは素晴らしいご馳ち走そうが並ぶに違いない。

　十五歳の成人のパーティーもそれは美味しい食事が盛りだくさんだったからな～。今回はどんなものが並ぶんだろうな～。

「――――それで遠くからくる方や近しい人に声をかけてるのですが、カタリナもどうですか？」

「あっ、はい」

　お城のご馳走のことで頭がいっぱいでジオルドの話をまったく聞いてなかったのだが、問われて思わず返事をしてしまった。

　すると他の皆の雰囲気がなぜかピリッとなった気がした。

　ん、なんだろこの微妙な感じ？

「義姉さん、話ちゃんと聞いてた？」

　キースがなんだか厳しい顔でそう言った。

「あ、あのう～んと」

「……という感じで義姉はちゃんと話を聞いてなかったようなので、ジオルド様、今の義姉の返事は無効ということでお願いしますね」

「確かに少しぼんやりしていたようですね。ではもう一度、誘いましょうか。カタリナ、パーティーの夜はそのまま城に泊まりませんか？　夜食に選えりすぐりの菓子、朝食にご馳走がでますよ」

「はい、お泊まりします！」

　ジオルドの魅惑的なお誘いに即座に返す。お城の夜食のお菓子、朝食のご馳走、それはぜがひでも味わわねばなるまい。

「……なら、僕も一緒に泊まらせてもらいます。義姉一人で城に外泊などクラエス家で許可はおりませんよ」

　キースが大きなため息をつきながらそんな風に言った。それは実にありえることだ。

「大丈夫ですよ。キース、城には婚約者である僕がいるのですから問題はありませんよ」

「いえいえ、そういう訳にはいきません」

「ですが、たまには婚約者との仲も深めなくてはいけませんから」

　互いに笑顔でそんな風に言い合う二人の間に、

「あら、婚約者との仲を深め合う、いいですわね」

　にっこり微笑んでメアリも参加していった。

「でしたらアラン様、私もパーティーの日にお城へ宿泊させてくださいませんか？　私たちも仲を深めなくては」

「えっ、メアリ、急に何を……」

「よろしいですわね」

「……わかった」

　アランがなんとも言えない顔で頷いたところで、ソフィアが「いいな～」と小声で漏らすと

「皆が泊まるならせっかくだから俺たちも泊めてもらおうか、ちょうど、父もパーティー当日は忙しいからそのまま城に泊まると言っていたから、ついでに俺たちの分の部屋も用意してもらえるように頼んでみよう」

　妹思いの兄ニコルがすかさずそう提案してきた。

「いいんですか、ありがとうございます。お兄さま」

　ソフィアが目を輝かせる。そんな妹の様子にニコルも顔には出ていないが、ご満悦といった雰囲気だ。

　おぉ、これは皆でお泊まりか、それは楽しみだ。しかしそうなると……。

「もちろん、マリアの部屋も頼んでおくから安心してくれ」

　ニコルが一人しゅんとした様子のマリアにそう声をかける。

　さすがニコルお兄ちゃん、とても気が利く。

　よかった。これで本当に皆でお泊まりだ。

「……わかりました。とりあえず、パーティーの日は皆さん城に宿泊されるご予定ということですね」

　ジオルドが深いため息をついた。

「それではパーティーが終わりましたら、皆さん用意された客間でしっかり体を休めていただいて疲れをとってください」

　そう続けた。すると、

「あら、ジオルド様、せっかく皆で泊まるのですから、すぐ部屋で休むなんてもったいないですわ。ですから女性同士で集まって夜のお茶会をしませんか？」

　メアリがそれは素敵な提案をしてきた。女の子同士で夜のお茶会、それはすなわち、

「女子会ね！　素敵」

　私がそう声をあげると、メアリはきょとんとした顔になった。

「女子会とはどういう意味でしょう？」

　え～と、女子会はえ～と、まぁ適当でいいか。

「女の子同士で語りあかす素敵な会のことよ」

　そう言うとメアリはもちろんソフィアやマリアも目をキラキラさせて「いいですね」と一気に乗り気になった。

　前世では親友宅にお泊まりして夜通し（オタク話）で語りあかしたりもしたけど、今世ではそういうことをしたことがなかったのでそれは楽しみだ。

『じゃあ、何時頃からにします？　どんなものを持っていきます？』と盛り上がる私たちは、横でジオルドが、メアリに「メアリ嬢、宿泊はアランとの仲を深めるためにとおっしゃいませんでしたか？　夜に女性だけで集まっていては意味がないのでは？」と問いかけ、メアリは「あらそうでしたかしら？」と優雅に微笑んでかわしていたことに気がつかなかった。

　こうしてお城での卒業パーティーの日、私たちは夜の女子会をすることになった。

　パーティーの楽しみがさらに増えて、その日がより待ち遠しくなった。







★★★★★★★







　僕、ジオルド・スティアートは城を後にするカタリナたちの見送りを終え、自室にでも戻ろうかと廊下を歩いていた。

　カタリナたちを見送ってから少し虐いじめてやろうかと思っていた弟のアランはそれを察したのかさっさと逃げていった。

　わざわざ追いかけて行く気も起きず、とりあえず今日、虐めるのは見送ることにした。

　まぁ、アランから情報が漏れなくても、メアリの手にかかれば今日のことなど簡単に調べられた可能性は高いのだが。

　それに今日はキースがクラエス公爵と共に仕事に出ていないはずだったのだが、普通にカタリナについてきていたのはどういうことなのだろうか。この辺りは確認しておく必要がありそうだ。

　それにしても見事にうまくいかなかった。

　カタリナだけを招いて二人きりで行うはずだったお茶に、皆、勢ぞろいでついてきてしまわれた時点でもう無理だろうなとは予測がついていたが。

　しかし、とりあえずカタリナをパーティー当日に城に泊まらせることには成功したので、あとは二人きりになれる機会を作れるかどうか模索してみるとしよう。

　かなり難しいとは思うが……カタリナ本人だけならそれは簡単なことだが、その周りのガードの強さは半端がないからな。

　それにしても本当にカタリナ本人の無防備さは相変わらずだ。自分で誘っておいてなんだが、あんなに簡単に話を受けるとは……。

　出会った八歳の頃ならまだしも、あれから十年、十八歳の立派な令嬢が婚約者から家（正確には城だが）に泊まっていかないかと言われてあれほどあっさり頷いてしまうのはいかがなものか。

　彼女のことを知らないものならばなんて積極的な女性だと思うかもしれないが……ただ何も考えてないだけなんだよな。

　そもそもカタリナは自分が妙齢の女性という意識自体が非常に低い気がする。

　これだけアプローチしている自分に対してもああなのだから、おそらく他の男になんてもっと無防備だろう。

　特に義弟で完全に信頼し油断しきっているキースの前でなど、どんな姿をさらしていることか。そう考えると非常に腹立たしい気持ちになった。

　さっさと自分のものにしてしまいたい。あの無防備で愛らしい姿を見られるのが自分だけでありたい。

　本当なら魔法学園を卒業したらそのまま自分のものにしてしまうつもりだったのだが、色々な事情が重なり実行できなくなったため、ただでさえ気持ちは荒すさんでいる。

「それから、あとはそこにはもっと艶つややかなものを―――」

　顔はいつもの笑顔のまま、内心イライラしながら廊下を進んでいると、そんな声が聞こえてきた。声の方に視線を向けると、件の長兄ジェフリーが嬉き々きとしてパーティー準備をしていた。

　なぜあんなにも嬉々としてそれこそ使用人が準備するような内装までチェックしているのか、怪け訝げんに思いつつも、こちらの姿が見つかればまた面倒な気がして、見つからないようにさっさと通り過ぎる。

　ようやく見つからないあたりにくると、あの兄のなんとも言えぬ能天気そうな顔にさらにイライラが募ってきた。

　カタリナをさっさとものにできない原因の一つは、あの兄のせいでもあるからだ。

　長兄であるジェフリーは婚約こそしているものの、その婚約者と一向に正式な婚姻を結ぼうとしない。仲が悪いというわけではなさそうなのだが、のらりくらりと婚姻を延ばしているらしい。年も年だし王位を得るために、後継ぎも必要であるしさっさと結婚しろと周りが急せかしてもまったく聞く耳を持たないそうだ。

　そうして長兄が結婚しないために、無駄に律儀で真ま面じ目めすぎる次兄が気を使い、こちらもいまだに結婚にいたっていない（こちらは長兄さえ結婚すればすぐに自分たちもというくらいよい仲らしいのだが）。

　そんな中で二人の兄をすっとばして自分が先に結婚などしようものなら、周りから『第三王子も本格的に王位争いに参加されるのだ』とはやし立てられること請け合いだ。

　それは非常に困る。王位争いになんて巻き込まれるとカタリナとゆっくり二人で過ごせなくなる。

　それでもカタリナが望むなら、面倒でしかない王位争いに参加するのも問題ないが、彼女は高い身分より、むしろ低い身分でのんびり暮らしたいという思考の持ち主だ。

　他の令嬢なら考えられないことだが「農民になって畑を耕したい」などと呟くような人物なのだ。むしろ王位なんて継いだ日には「無理なんで出ていきます」とか言われそうだ。

　カタリナは本当に規格外の令嬢なのだ。まぁ、そんなところが気に入っているのだが。

　それにしてもなぜジェフリーはさっさと結婚しないのか、そもそもあの長兄は本当に王位を継ぐ気があるのか、一応、表面上は次兄と王位争いを繰り広げてはいるが、どうも本気が感じられない気がするのだが、あの長兄の考えていることはよくわからない。

　次兄は真面目でやや不器用な比較的わかりやすい性格をしているのに、えらい違いである。

　本当にとりあえず形だけでも結婚してほしい。

　最近では一向に動かない兄たちに愛想をつかしたのか、第三子である僕のところにまで自分が後押しするので王位を目指しませんかという面倒な輩が群がり始めてきており、その処理にも追われ忙しい。

　ただでさえ卒業後の生徒会の業務の引き継ぎに、パーティーの準備などすることは山済みであるのに、もううんざりだ。

　ああ、色々と考えていたらなんだか頭痛までしてきた。ズキズキと痛み出した頭に軽く手を当てる。

　こんな時こそ、カタリナのあの無邪気な笑顔に癒されたい。今日もできることならあの笑顔を独占したかったのだが……。

「ジオルド様」

　そんなことを考えていたからか、初めは幻聴かと思った。しかし、

「ジオルド様」

　再び聞こえた声に振り返れば、今まさに思い出していた顔がそこにあった。

「やっと追いついた。ジオルド様、足早すぎですよ」

　はぁはぁはぁと息を切らしながらカタリナは苦笑しながらそう言った。

「カタリナ、先ほど帰ったのでは……どうしたんですか？」

　つい先ほど彼女とその義弟の乗った馬車を見送ったところだったのに、なぜ今、目の前にいるのだろうか、驚きに思わず目を見開いてそう問いかけた。

「ええ、いったん馬車で出発したんですけど、途中で忘れ物を思い出して、まだそんなにお城から進んでなかったんで戻ってもらったんです」

　忘れ物？　そんなものはあっただろうか、部屋には何も残っていなかったはずなのだが。

　怪訝に思っているとカタリナは何やら持っていた鞄をガサゴソと漁り始め、中から紙袋を取り出しこちらへと差し出した。

「これ、ジオルド様にあげようと思っていたんですけど、すっかり忘れちゃってて」

「……ありがとうございます」

　差し出された紙袋を受け取り、その中を見てみるとお茶の葉と思われるものが包まれて入っていた。

「そのお茶、疲れによく効くらしいです。ジオルド様、最近、お疲れなようでしたからお土産に持ってきたんです。新鮮なのが一番、効きがいいって聞いたんで今日、ここにくる前にとってきたんです。ぜひ新鮮なうちに飲んでみてください」

　カタリナはそう言ってふんわりと微笑んだ。

　カタリナは鈍い、それはそれは鈍い。とくに恋愛面では病的な鈍さだ。

　だが、なぜか彼女は僕の疲れ、弱っている部分には敏感だ。

　幼い頃から自分を隠すことに慣れた僕は、弱さも疲れも作り物の笑みの中にうまく隠すことができる。むしろ、そうした部分を見せまいとことさらに平気なふりをする。

　だいたいの人間はそれに騙だまされるのに……カタリナだけはすぐに見破ってしまうのだ。

　そして、今日のように気遣ってくれる。それが僕にとってどんなに特別なことか気づきもしないで。

　走ってきて乱れた息を整えるカタリナ、わざわざお茶を渡すために馬車で引き返してきて必死に自分の後を追ってきてくれた彼女に表しようもないほどの愛いとおしさがこみあげてくる。

　気がつけば、目の前の肩を抱き寄せその柔らかい身体からだを胸の中におさめていた。

「ジ、ジオルド様!?」

　ひどく動揺した声が胸の中から聞こえ、腕から逃れようとあがく気配を感じたが、

「もう少しだけお願いします」

　と少し掠かすれた声で頼むと、すっと大人おとなしくなった。僕の変化に敏さとい彼女はいつもと違う様子を悟ってくれたようだ。

　そんな彼女の優しさに甘えて、その柔らかく温かい身体を腕の中で堪能する。

　先ほどまで感じていた頭痛がすっと引いていく気がした。

　あぁ、なんだか溜たまっていた疲れも一気になくなっていくようだ。

　そんな風に思った時、腕の中で大人しくしてくれていたカタリナがもぞもぞと動き始めた。

　さすがにもう限界かな。前ならいつまでも抱いていられたのだが、最近は僕を意識してくれ始めたのでいつまでも抱きしめていると照れてしまうのだ。

　残念だけど、それでも意識されるようになったのは喜ばしいことではあるからな。

　仕方ないそう思って腕の中からカタリナを解放した。すると、カタリナは思いもよらない行動に出た。

　腕から出たカタリナは反対に僕を引っ張り頭をその胸に抱き寄せると、そっとその手で頭を撫なで始めた。そして、

「いたいのいたいの飛んでいけ」

　よくわからない呪じゅ文もんのようなものを唱え始めた。

　あまりに予測できない事態に僕が固まったままでいると、やがてカタリナは僕を離してこう言った。

「ジオルド様、頭が痛かったんですよね。ちょっとしたおまじないです」

　なぜ、頭が痛いことがわかったのだろうか……というかこんなおまじない初めて聞いたのだが……なんだか混乱してどう返せばいいかわからないままでいると、

「わっ、ジオルド様、顔が真まっ赤かですよ！　熱もあるんじゃないですか？」

　そう言って再び手を伸ばしてくるカタリナに思わず、

「いや、大丈夫。大丈夫ですから」

　と慌てて返して、思わず自分の頬ほおに手を当てて俯うつむく。

　こんな風に人前で赤面してしまうなんて、あまりにも柄にもないことでひどい羞しゅう恥ちを覚える。

　頭の中で数式などどうでもいいことを考えて気持ちを落ち着ける。そして、

「ありがとう。カタリナのお陰でだいぶ力が戻りましたよ」

　ようやくいつもの自分を取り戻し笑顔でそう返すと、

「特に何もしていませんけど、元気になられたのなら何よりです」

　そう言ってカタリナも笑顔を見せた。

　ああ、このまま自分の自室に閉じ込めてしまいたい。そんな気持ちになったのを見越したように、

「義姉さん、こんな所にいた。すごい勢いで走って行ってしまったから捜したんだよ。あまり遅くなると、屋敷の皆が心配するからもう帰るよ」
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　お邪魔虫が険しい顔でやってきた。

「ああ、そうね。では、ジオルド様、これで失礼いたしますね」

　カタリナはそう言って淑女の礼をしてきた。なので、

「また馬車までお送りしますよ」

　そう言って手をとりエスコートする。

「いえ、戻ってきたのはこちらの都合なので、そう何度も結構ですよ」

　そう言ってカタリナのエスコートを奪おうとするキースを、

「いえいえ、カタリナはわざわざ僕のために戻ってきてくれたのですから、お送りしますよ」

　と言って黙らせ、再びカタリナを馬車までエスコートして見送った。

　最後までキースが険しい目を向けてきていたが、いつもの笑顔に威圧感を混ぜてかえしておく。家に帰ればお前が独占できるんだから、ここくらい譲れという恨みもこめて。

　去りゆく馬車を見送りながら、どんなに敵が多くとも必ずカタリナをこの手に入れてみせる。そう改めて誓った。
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あとがき










　皆さん、こんにちは、山口悟と申します。

『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』もついに六巻となりました。まさかこんなにも本を出させて頂けることになるとは、書いている私自身もびっくりです。

　これも、応援して下さった皆様のお蔭です。本当にありがとうございます。




　今回の六巻の内容ですが、魔法省に入職が決まったカタリナ、人生初のお仕事に期待と不安を膨らませるが……なんと魔法省は乙女ゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の舞台で―――という感じでゲームの続編が始まり、再びカタリナにあのフラグが立ってしまいます。完全にフラグを回避したと安心していたカタリナは大慌てになりながら頑張ります。

　そういうことでカタリナの前世では『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』～魔法省での恋～という続編が出てました。まったく知らなかったカタリナはルンルンと魔法省に向かってしまい大変なことに……。

　新キャラもたくさん登場し、魔法省という新たな舞台で物語が始まります。どうぞよろしくお願いします。




　イラストは、これまでに引き続きひだかなみ様がそれは美しいイラストを描いてくださっています。ひだかなみ様、いつも本当にありがとうございます。

　しかも、この六巻発売から数日後にはそのひだかなみ様によってコミカライズして頂いた『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』の一巻が発売になります。

　幼い頃のカタリナたちがものすごく可愛いし、その後、成長してからもたまらなく素敵で……それは素晴らしい出来になっているので、ぜひそちらもお手にとってみてください。




　最後に、編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。

　皆様、本当にありがとうございました。

山口　悟
















電子書籍特典ＳＳ　『カタリナの狸退治』







『なぜか動物がいっぱい森からやってきちゃった事件』が無事に解決し、その後処理として私、カタリナ・クラエスは、ネイサン・ハート先輩の提案により私の影に住むペットのポチで、わずかに残った動物たちを山へ追い返していた。

　こんな風に言うとなんだか私も活躍している風に聞こえるが、実際の私はただボーっとポチが動物たちを森の方へと追い立てているのを見ているだけなのだが……最初はなんだかポチばかりに仕事をさせるのも悪いなーーなんて思い、自分でもちょっと追いかけてみたのだが、なぜか威嚇されるばかりでまったくダメだったのであきらめた。

　それにしても、残ってるの見事に狸ばっかりだな～。

　最初に来た時はあんなにたくさんの種類の動物がいたのに、ドラゴンがいなくなって森が元に戻った今、畑に残るのはほぼ狸ばかりだ。

　なんだろうここになんか狸にとってたまらないものがあるんだろうか。

　とにかくそんなことで、今はまさにこの村に来た目的通り、狸退治をしている感じになっている。ここにきて真の目的を達成である。

　なぜか私に対しては強気に威嚇してくる狸たちも巨大化したポチに追いかけられれば一目散に逃げて行くので、順調に数は減っている。

　この分ならそんなに時間がかからず、『狸、森へ追い返し作業』も終わりそうだ。

　なので付き添いで一緒にきてくれたソラと共に、そう遅くなく先輩やマリアたちの待つ支所に戻れそうだ。

「いや～、それにしてもあの使い魔の威力はすごいな。狸もあっという間に逃げていくし、しばらく様子を見てても戻ってこないぞ」

　逃げた狸の様子を窺っていたらしいソラがそう声をかけてきた。

「そうなの？　それはよかった」

　実は他の動物が森へ戻ってもなかなか帰らない狸たちに（猪だのなんだのはさすがに危ないが、狸だけならなんとかなると）支所の人たちが何人かで追いかけて森に帰したらしいのだ。

　そうすると一時的には逃げていくらしいのだが、しばらくするとひょこっとまた戻ってきて苦労していたらしい。

　そういえば前世のおばあちゃんも『狸は仕掛けをしても、しばらくするとそれを破ってまたやってくるあきらめの悪いやつだ。だからなかなか戦いは終わらないんだ』とまるで戦士のような鋭い目をして言っていたことがあった。

　そんな感じで非常に大変だったらしいのに、ポチ一匹であれまぁ、あっという間に狸たちを撃退できた。

　いや～、我が犬ながらすごいねポチは一匹いれば百人力だね。前世のおばあちゃんの畑にも貸し出してあげたいくらいだ。

　うむうむと私が飼い犬に感心していると、

「まぁ、でもあの巨大な狼に牙剥いて追い回されればもう二度と戻ってきたくはなくなるだろうな」

　ソラがそんな風に言ってきた。

「巨大な狼ってポチのこと？　ポチは狼じゃなくて子犬なんだけど」

　ポチは黒い子犬なのだと訂正すると、ソラはなぜか目を丸くした。

「あんな巨大なのが子犬！　いやいやどう見ても狼だろう」

「大きいのは巨大化しているからよ。よく見れば可愛い子犬でしょう」

「いや、あの牙をむき出して狸を追い回す様子は狼にしか見えんぞ。あれはあわよくば狸を数十匹くらい食ってやろうとしているんじゃないか」

「なに物騒なこと言ってるのよ。ポチは狸なんて食べないわよ。そもそもポチは餌いらずで家計に優しい犬なんだから。ちょっと大きくなったから偏見でそんな風に見ちゃうだけでしょう。狸を追いかけているのはただ楽しく遊んでいるつもりなのよ。楽しくてハァハァしてるから口があいて牙が見えてるだけで。ほら尻尾もぶんぶんしてるし、ポチ的には庭で棒とってこいをしている時みたいな感じなのよ」

「……確かに尾が揺れてる。いや、だけど……」

「巨大化したからちょっと大きいけど、よくよく見ればいつもと変わらないわよ。可愛い黒い子犬よ」

　私がそう言い切れば、ソラは、

「まぁ、あんたがそう思うんならそれでいいのかも」

　となんとも言えない返事をしてきた。

　いまいち納得していないようだけど、まぁ、最初ポチが大きくなった時は私も分からなかったからな。しばらく接していればいつもの可愛いポチだとわかってくれるだろう。

「うん。もう少しね」

　ポチの大活躍のお陰でほとんどの狸たちは森に戻っていった。残っているのはやや鈍そうなぷっくらしたのや、小さいのくらいだ。

　このくらい鈍そうなレベルの奴ならば私でも追い返せるかも、そもそも支所の人たちだって一端は追い返せたらしいし、さっきソラだって一匹をちょっと驚かせて追い返していた。

　よし！　私もせめて一匹くらいは追い返してみせる！

　気合を入れて小さめでとくにノロノロした狸に近寄り、ダンと靴を鳴らして睨みを聞かせた。

　おほほほほ、どうだゲームでは主人公をさんざん怯えさせてきた悪役令嬢のすさまじい睨みの威力とくと味わうがいい！

　すると狸もそのすさまじい睨みに戦きさっと逃げ出す……はずだったのだが……。

「グルグルグルグル」

　他のより一回りも小さく動きものんびりしている狸にすら威嚇された。

　なぜ？　ひどい敗北感にかられ悲しい気持ちで立ちすくんでいると、狸に威嚇されている私に気が付いたソラがさっとやってきて、『こら』の一言で狸を追い払ってくれた。

　しかし、ソラの一言で簡単に逃げていくのに、なぜ私には威嚇、一体どうして？

「犬にはとにかく嫌われ、威嚇されつづけてきたけど……なんで狸にまで……」

　これまであまり接したことがなかったので知らなかったが、私は狸にも嫌われていたらしい。前世が狸顔だったから少しだけ仲間意識があっただけにショックだ。

　この分だと他にも色々な動物に嫌われているのでは……と落ち込みかけた時、

「そういえば狸は犬の仲間らしいぞ」

　ソラがそう呟いた。

「え、そうなの！」

　思わずガッと詰め寄ると、ソラはやや引きながら、

「ああ、昔、動物に詳しいって奴が、見た目は猫っぽく見えるけど犬の仲間なんだって教えてくれた」

「そう、そうなの。犬の仲間なの」

　ああ、これで納得だ。私はとにかく犬には嫌われてるからな。奴らの仲間なら仕方がない。

　仕方ない。仕方ない。私は心の中でそう繰り返しながら、唯一、私を嫌わない飼い犬ポチを見た。

　はぁはぁと狸を追い回す姿がより一層愛らしく見えた。

　終わったらまたポチの頭をたっぷりモフモフしてあげよう。そう決めた。










乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…６
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